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は　

じ　

め　

に

一　

俊
恭
院
福
君
の
生
涯
と
婚
礼

二　

菊
折
枝
蒔
絵
調
度
の
全
容
と
伝
来

三　

福
君
の
婚
礼
準
備

四　

紋
直
し
と
製
作
年
代
を
め
ぐ
る
問
題

　

お　

わ　

り　

に

は　

じ　

め　

に

徳
川
美
術
館
に
は
、
寛
永
十
六
年（
一
六
三
九
）に
三
代
将
軍
家
光
の
長
女
千
代
姫
が

尾
張
徳
川
家
二
代
光
友
に
嫁
い
だ
際
に
持
参
し
た
国
宝
「
初
音
の
調
度
」
を
筆
頭
に
、

尾
張
徳
川
家（
以
下
、「
尾
張
家
」
と
略
称
す
る
。）に
婚
嫁
し
た
夫
人
た
ち
の
婚
礼
調
度
が
数

多
く
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
記
録
に
よ
り
所
用
者
が
判
明
す
る
例
も
少
な
く
な
い
。
本
稿

で
取
り
上
げ
る
「
菊
折
枝
蒔
絵
調
度
」（
以
下
、
本
文
中
は
「
菊
折
枝
調
度
」
と
略
称
す
る
。）

も
そ
の
一
つ
で
、
天
保
七
年（
一
八
三
六
）に
尾
張
家
十
一
代
斉な
り

温は
る

の
継
室
と
し
て
近
衛

家
か
ら
嫁
い
だ
福さ
ち

君ぎ
み（

一
八
二
〇
〜
四
〇
）の
婚
礼
調
度
で
あ
る
が
、
そ
の
一
部
に
同
じ

く
近
衛
家
か
ら
宝
暦
二
年（
一
七
五
二
）に
嫁
い
だ
九
代
宗む
ね

睦ち
か

の
正
室
・
好た
か

君ぎ
み（

一
七
三
〇

〜
七
八
）の
婚
礼
調
度
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
道
具
帳
か
ら
判
明
し
て
い
る
。
総
体
を

梨
子
地
と
し
て
、
菊
の
折
枝
を
散
ら
し
た
意
匠
に
、
尾
張
徳
川
家
の
葵
紋
と
近
衛
家
の

抱だ
き

牡ぼ

丹た
ん

紋も
ん

の
両
家
の
家
紋
が
付
い
た
菊
折
枝
調
度
は
、
貝
桶
を
は
じ
め
乗
物
や
挟
箱
な

ど
の
行
列
道
具
や
三
棚
飾
り
・
化
粧
道
具
・
香
道
具
・
文
房
具
・
飲
食
器
な
ど
八
十
件

余
り
に
上
る
。
本
調
度
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
で
あ
る
「
菊
折
枝
蒔
絵
雛
道
具
」
と
、
梨
子
地

に
抱
牡
丹
紋
の
み
を
散
ら
し
た
「
抱
牡
丹
紋
散
蒔
絵
雛
道
具
」、
そ
の
他
の
雛
道
具
の

約
百
二
十
件
も
伝
存
し
、
総
数
は
二
百
件
を
超
え
、
現
存
す
る
江
戸
時
代
の
大
名
婚
礼

調
度
と
し
て
最
大
の
規
模
を
誇
る
。
た
だ
し
、
調
度
品
を
子
細
に
見
る
と
、
梨
子
地
の

色
合
い
や
、
蒔
絵
や
金
貝
に
お
け
る
金
銀
の
使
用
の
割
合
、
菊
折
枝
の
文
様
の
量
感
や

密
度
の
精
粗
に
差
が
認
め
ら
れ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
蒔
絵
に
よ
る
家
紋
の
大
半
に
付

け
直
し
の
痕
跡
が
見
受
け
ら
れ
、
さ
ら
に
好
君
の
時
代
を
遡
る
古
様
な
調
度
も
散
見
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
単
純
に
好
君
の
婚
礼
調
度
が
そ
の
ま
ま
福
君
に
引
き
継
が
れ
た
と
は

認
め
ら
れ
な
い
複
雑
な
伝
来
状
況
が
推
察
さ
れ
る
。

（
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俊
恭
院
福
君
の
婚
礼
と
菊
折
枝
蒔
絵
調
度

六
〇

ま
た
、
婚
礼
調
度
は
「
嫁
入
り
道
具
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
実
家
か
ら
持
参
す
る

印
象
が
強
い
が
、
将
軍
家
や
大
名
家
の
場
合
、「
待ま

ち

請う
け

道
具
」
と
し
て
嫁
ぎ
先
で
用
意

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
福
君
の
婚
礼
準
備
に
際
し
て
尾
張
家
と
近
衛
家
で
取
り
交
わ
さ

れ
た
書
状
類
、
福
君
歿
後
の
婚
礼
調
度
の
取
り
扱
い
の
状
況
か
ら
み
る
限
り
、
菊
折
枝

調
度
は
尾
張
家
側
が
用
意
し
た
待
請
道
具
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

本
稿
で
は
、
天
保
期
に
お
け
る
大
名
と
公
家
と
の
婚
姻
の
一
事
例
と
し
て
福
君
の
婚

姻
事
情
を
紐
解
き
つ
つ
、
菊
折
枝
調
度
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
大
名
婚
礼
調

度
の
製
作
・
利
用
状
況
に
つ
い
て
も
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

一　

俊
恭
院
福
君
の
生
涯
と
婚
礼

福
君
の
生
涯
を
振
り
返
る
前
に
、
ま
ず
、
夫
で
あ
る
尾
張
家
十
一
代
斉な

り

温は
る（

一
八
一
九

〜
三
九
）の
経
歴
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
斉
温
は
、
文
政
二
年（
一
八
一
九
）五
月

二
十
九
日
、
十
一
代
将
軍
家
斉
の
十
九
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
名
を
直
七
郎
と
い

い
、
同
五
年
六
月
十
三
日
に
数
え
四
歳
で
、
継
嗣
の
な
か
っ
た
尾
張
家
十
代
斉な

り

朝と
も

の
養

嗣
子
と
な
っ
た
。
九
月
二
日
に
は
田
安
家
三
代
斉な

り

匡ま
さ

の
娘
愛
姫（
一
八
一
八
〜
三
二
）と

縁
組
し
、
同
八
年
に
結
納
を
交
わ
し
た
。
同
九
年
五
月
に
元
服
す
る
と
、
家
斉
の
偏
諱

を
拝
領
し
て
斉
温
と
称
し
、
同
十
年
に
斉
朝
の
隠
居
を
受
け
て
、
わ
ず
か
九
歳
で
家
督

を
継
ぎ
、
翌
十
一
年
十
一
月
十
一
日
に
十
歳
で
十
一
歳
の
愛
姫
と
婚
礼
を
挙
げ
た
。
し

か
し
、
こ
の
結
婚
は
天
保
三
年（
一
八
三
二
）十
二
月
七
日
に
愛
姫
が
十
五
歳
で
病
歿
し

た
た
め
、
四
年
で
終
わ
っ
た
。
そ
の
四
年
後
、
天
保
七
年
に
継
室
と
し
て
嫁
い
だ
の
が

福
君
で
あ
る
。

斉
温
が
襲
封
し
た
と
き
、
す
で
に
藩
財
政
は
窮
乏
し
て
お
り
、
前
年
の
文
政
九
年
に

お
け
る
藩
の
収
支
は
『
片
岡
喜
平
治
御
用
向
覚
書
』
に
よ
れ
ば
、
金
で
五
万
千
三
百
十

八
両
余
、
米
で
三
千
五
十
三
石
余
の
不
足
を
き
た
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
天
保
四
年
か

ら
凶
作
が
続
い
て
米
価
が
高
騰
し
、
飢
饉
と
疫
病
の
流
行
で
名
古
屋
城
下
で
も
多
数
の

死
者
が
出
た
。

福
君
の
婚
礼
が
行
わ
れ
た
天
保
七
年
は
、
ま
さ
に
財
政
難
と
長
引
く
天
災
の
影
響
下

に
あ
っ
た
。
尾
張
藩
士
・
奥
村
得
義（
一
七
九
三
〜
一
八
六
二
）が
著
し
た
「
松
の
葉
日
記
」

に
は
、
福
君
の
婚
礼
に
あ
た
り
幕
府
か
ら
拝
借
金
一
万
両
を
受
け
、
総
額
で
五
万
両
を

費
や
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
九
年
に
は
、
父
家
斉
が
隠
居
す
る
江
戸
城
西
之
丸
が

火
災
で
焼
失
し
、
そ
の
再
建
の
た
め
、
当
初
は
名
古
屋
・
白
鳥
木
場
の
貯
木
八
万
本
余

り
の
提
供
だ
け
で
許
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
こ
れ
に
九
万
二
千
九
百
二
十
五
両
に
上

る
献
金
と
、
こ
れ
ま
で
手
付
か
ず
だ
っ
た
尾
張
領
の
裏
木
曽
か
ら
良
質
の
檜
を
献
上
し

た
た
め
、
藩
財
政
は
さ
ら
に
悪
化
し
、
家
臣
や
領
民
へ
の
負
担
が
増
大
し
た
。

斉
温
は
天
保
十
年
に
二
十
一
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
十
二
年
間
、
病
弱
を
理
由
に
一
度

も
国
許
の
尾
張
に
入
国
せ
ず
、
藩
政
を
成
瀬
・
竹
腰
両
家
年
寄（
付
家
老
）を
は
じ
め
と

す
る
重
臣
ら
に
任
せ
き
り
で
あ
っ
た
た
め
、
専
横
が
目
立
ち
始
め
た
両
家
年
寄
へ
の
批

判
と
藩
主
斉
温
へ
の
不
満
が
高
ま
っ
た
。
死
去
に
際
し
て
嗣
子
不
在
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
尾
張
家
か
ら
の
独
立
を
目
論
む
成
瀬
正
住
と
幕
府
に
よ
っ
て
相
続
が
強
行
さ
れ
、

異
母
兄
に
当
た
る
将
軍
家
斉
の
十
一
男
で
、
当
時
田
安
家
四
代
当
主
と
な
っ
て
い
た
斉

荘
が
斉
温
の
跡
を
継
い
だ
こ
と
に
よ
り
、
斉
温
に
続
く
将
軍
家
か
ら
の
「
押
し
つ
け
養

子
」
と
し
て
尾
張
藩
士
か
ら
の
強
い
反
発
を
招
い
た
。

続
い
て
福
君
の
経
歴
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
福
君
の
年
齢
は
斉
温
の
一
つ
年
下

で
、
文
政
三
年
十
月
十
九
日
に
京
都
の
摂
家
・
鷹
司
政ま

さ

煕ひ
ろ

の
第
二
十
二
子
と
し
て
生

ま
れ
、「
豊
君
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
父
の
政
煕
は
子
福
者
で
、
名
前
が
知
ら
れ
る
子

女
だ
け
で
も
二
十
四
子
を
数
え
た
。
福
君
の
実
姉
に
は
仁
孝
天
皇
の
女
御
と
な
っ
た
繁つ

な

子こ
（
新
皇
嘉
門
院
）と
祺や
す

子こ
（
新
朔
平
門
院
）、
実
妹
に
十
三
代
将
軍
家
定
の
最
初
の
正
室
と
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俊
恭
院
福
君
の
婚
礼
と
菊
折
枝
蒔
絵
調
度

六
一

な
っ
た
任た
だ

子こ
（
有
君　

天
保
十
二
年
十
一
月
婚
姻
）が
お
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
姉
妹
が
伏
見

宮
家
・
閑
院
宮
家
と
い
っ
た
宮
家
や
加
賀
前
田
家
・
蜂
須
賀
家
と
い
っ
た
有
力
大
名
家

に
嫁
い
で
い
る
。

「
俊
恭
院
女
君
御
行
状
」
に
よ
れ
ば
、
福
君
は
文
政
十
一
年
十
一
月
三
日
に
数
え
九

歳
で
近
衛
家
に
引
き
取
ら
れ
、
翌
十
二
年
二
月
十
一
日
に
は
近
衛
基も

と

前さ
き（

証
常
楽
院　

一
七
八
三
〜
一
八
二
〇
）と
そ
の
正
室
・
維
学
心
院
維つ
な

君ぎ
み（

琴
姫
・
維
姫
と
も　

一
七
八
五
〜

一
八
四
七
）の
実
子
と
し
て
正
式
に
養
女
と
な
り
、「
祥
君
」
と
名
を
改
め
た
。
福
君
が

近
衛
家
に
引
き
取
ら
れ
た
時
、
養
父
の
基
前
は
す
で
に
こ
の
世
に
な
く
、
福
君
は
未
亡

人
で
あ
る
維
学
心
院
に
養
育
さ
れ
た
。
維
学
心
院
の
実
父
は
、
尾
張
家
八
代
宗
勝
の
五

男
で
、
後
に
分
家
・
高
須
松
平
家
七
代
を
継
い
だ
松
平
勝か

つ

当ま
さ（

義
当
）で
あ
る
。
維
学
心

院
は
天
明
五
年（
一
七
八
五
）に
勝
当
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
寛
政
七
年（
一
七
九
五
）に

父
の
兄
に
当
た
る
尾
張
家
九
代
宗
睦
の
養
女
と
な
り
、
享
和
三
年（
一
八
〇
三
）前
田
斉な
り

広な
が

に
嫁
い
だ
が
文
化
三
年（
一
八
〇
六
）に
自
身
の
病
気
を
理
由
に
離
縁
、
そ
の
後
文
化

五
年
に
近
衛
基
前
に
再
嫁
し
て
い
る
。
福
君
の
義
兄
近
衛
忠た

だ

煕ひ
ろ（

一
八
〇
八
〜
九
八
）は
、

幕
末
に
公
武
合
体
派
と
し
て
活
躍
、
十
三
代
将
軍
家
定
に
三
番
目
の
御
台
所
と
し
て
嫁

い
だ
天
璋
院
篤
姫
の
養
父
で
も
あ
っ
た
。

（
5
）

名 法号 生歿年・享年 婚姻年・婚姻年齢

頼
よりぎみ

君 霊
れいじゅいん

樹院 享保13年（1728）〜
宝暦10年（1760） 33歳

延享3年（1746）
19歳

　許婚：九条稙
たねもと

基　享保10年（1725）〜寛保3年（1743）
　夫：近衛内

うちさき

前　　享保13年（1728）〜天明5年（1785）

俊
としひめ

姫 蓮
れんしょういん

沼 院 安永9年（1780）〜
寛政2年（1792）　13歳

寛政2年（1792）
縁組　13歳

　許婚：近衛基
もとさき

前　天明3年（1783）〜文政3年（1820）

維
つなひめ

姫（維
つなぎみ

君） 維
いがくしんいん

学心院 天明5年（1785）〜
弘化4年（1847）　63歳

　夫：前田斉
なりなが

広　　天明2年（1782）〜文政7年（1824）享和2年（1802）
18歳　文化3年離縁

　夫：近衛基
もとさき

前　　天明3年（1783）〜文政3年（1820）文化5年（1808）
24歳

表2　尾張徳川家から近衛家へ嫁いだ姫君

名 法号 生歿年・享年 婚姻年・婚姻年齢

安
あ こ ぎ み

己君 光
こううんいん

雲院 宝永元年（1704）〜
享保10年（1725）　22歳

享保3年（1718）
15歳

　夫：6代継
つぐとも

友　元禄5年（1692）〜享保15年（1730）

好
たかぎみ

君 転
てんりょういん

陵 院 享保15年（1730）〜
安永7年（1778）　49歳

宝暦2年（1752）
23歳

　夫：9代宗
むねちか

睦　享保17年（1732）〜寛政11年（1799）

福
さちぎみ

君 俊
しゅんきょういん

恭 院 文政3年（1820）〜
天保11年（1840）　21歳

天保7年（1836）
17歳

　夫：11代斉
なり

温
はる

　文政2年（1819）〜天保10年（1839）

表1　近衛家から尾張徳川家へ嫁いだ姫君

福
君
は
、
実
父
よ
り
五
歳
で
書
、
六
歳
で
和
歌
、
七
歳
で
舞
楽
を
学
ん
で
稽
古

に
励
ん
だ
。
十
歳
か
ら
近
衛
家
の
御
用
役
・
大
津
小
左
衛
門
に
就
い
て
四
書
五
経

を
学
び
始
め
た
が
、
十
二
、
三
歳
で
修
学
す
る
ほ
ど
記
憶
力
に
優
れ
て
い
た
と
い

う
。
十
一
歳
と
な
っ
た
天
保
元
年
に
は
実
父
よ
り
「
定
子
」
の
諱
を
進
ぜ
ら
れ
、

同
年
か
ら
和
歌
を
一
条
関
白（
忠
良
）に
学
ん
だ
。
忠
良
歿
後
は
冷
泉
家
に
入
門
し

て
詠
歌
に
い
そ
し
み
、
江
戸
下
向
後
も
毎
日
五
、六
首
を
詠
む
こ
と
を
心
懸
け
て

い
た
た
め
、
箪
笥
は
和
歌
の
詠
草
で
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
養
母
維

学
心
院
か
ら
は
琴
と
点
茶
の
嗜
み
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
一
方
で
、
社
寺
参
詣
の

物
見
遊
山
に
出
歩
く
こ
と
も
な
く
、「
謹
厚
」
な
性
格
で
あ
っ
た
と
い
う
。
天
保

四
年
に
は
「
文ふ

久く

子こ

」
の
名
を
改
め
、「
福
君
」
と
称
し
た
と
「
俊
恭
院
女
君
御

行
状
」
に
あ
る
。

天
保
六
年
二
月
二
十
五
日
に
斉
温
と
福
君
の
縁
組
が
幕
命
に
よ
り
仰
出
さ
れ
る

と
、
京
都
の
近
衛
家
と
尾
張
家
と
の
間
で
江
戸
下
向
と
婚
礼
に
向
け
て
の
折
衝
が

行
わ
れ
た
。
な
お
、
尾
張
家
と
近
衛
家
は
維
学
心
院
・
福
君
の
み
な
ら
ず
、
度
々

婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
間
柄
で
も
あ
っ
た（
表
1
・
2
）。
尾
張
家
側
の
窓
口
は
、
維

学
心
院
付
の
尾
張
藩
士
・
尾
崎
八
右
衛
門（
忠
征　

一
八
一
〇
〜
九
〇
）で
、
近
衛
家

（
6
）



俊
恭
院
福
君
の
婚
礼
と
菊
折
枝
蒔
絵
調
度

六
二

家
司
の
吉
村
伊
勢
介
・
清
水
玄
蕃
允
な
ど
と
書
状
の
や
り
と
り
を
頻
繁
に
行
い
、
着
々

と
準
備
が
進
め
ら
れ
た（「
福
君
縁
組
控
」）。

天
保
七
年
九
月
二
十
三
日
に
京
都
で
付
家
老
の
成
瀬
正
壽
の
嫡
男
正
住
を
使
者
と
し

て
結
納
が
行
わ
れ
る
と
、
江
戸
下
向
へ
の
準
備
は
大
詰
め
を
迎
え
、
十
月
二
日
に
福
君

は
禁
裏
へ
暇
乞
い
に
向
か
っ
た
。
実
姉
の
繁
子
・
祺
子
が
相
次
い
で
仁
孝
天
皇
の
女
御

と
な
っ
た
関
係
か
ら
、
福
君
は
幼
い
頃
よ
り
禁
裏
へ
た
び
た
び
参
上
し
て
お
り
、
暇

乞
い
で
は
天
皇
に
黄
銅
の
花
活
・
花
台
、
親
王（
後
の
孝
明
天
皇
）に
鶴
蒔
絵
春
日
形
の

卓
・
岩
亀
の
香
炉
、
敏
宮
・
経
宮
に
人
形
、
准
后（
祺
子
）に
小
衝
立
、
お
付
き
の
女
官

ら
に
綸
子
や
帯
・
反
物
・
金
子
な
ど
を
献
上
し
た
。
ま
た
天
皇
か
ら
は
六
歌
仙
手
鑑
と

机
、
親
王
か
ら
は
桑
の
書
棚
、
准
后
か
ら
は
十
躰
和
歌
巻
や
真
綿
・
経
師
張
の
文
箱
な

ど
を
拝
領
し
た
。
ま
た
こ
れ
に
先
立
つ
九
月
十
四
日
に
は
仙
洞
御
所
へ
暇
乞
い
に
向
か

い
、
仙
洞（
光
格
上
皇
）へ
花
瓶
・
花
台
、
大
宮（
新
清
和
院
）へ
衝
立
、
女
官
ら
に
は
反

物
等
を
献
上
、
仙
洞
か
ら
は
原
在
明
が
袋
棚
の
絵
を
描
い
た
書
棚
・
伊
勢
物
語
・
伽

羅
・
檜
扇
を
、
大
宮
か
ら
は
三
部
抄
・
机
・
講
釈
文
庫
・
縮
緬
、
欽
宮
か
ら
煙
草
盆
・

経
師
張
の
文
庫
を
拝
領
し
た
。

十
月
四
日
に
北
野
天
満
宮
で
首か

ど
で途
の
式
を
行
う
と
、
そ
の
二
日
後
の
同
月
六
日
が
出

立
の
日
で
あ
る
。
福
君
の
嫁
入
り
行
列
は
、
福
君
付
の
女
中
五
十
二
人
を
は
じ
め
、
名

古
屋
か
ら
迎
え
に
上
が
っ
た
用
人
の
玉た

ま
き置
小
平
太
を
は
じ
め
尾
張
藩
士
七
十
九
名
、
日

雇
い
の
駕
籠
舁
・
道
具
運
搬
の
人
夫
な
ど
も
加
え
て
総
勢
千
人
を
数
え
た
と
い
い
、
そ

の
様
子
は
「
福
君
江
戸
下
向
行
列
図
」（
徳
川
美
術
館
蔵
）に
克
明
に
描
か
れ
て
い
る
。

行
列
は
中
山
道
・
美
濃
路
を
経
て
、
十
一
日
に
名
古
屋
城
へ
到
着
し
た
。
名
古
屋
城

で
福
君
は
前
藩
主
十
代
斉
朝
と
の
対
面
を
果
た
し
、
原
在
明
筆
「
石
清
水
臨
時
祭
礼
図

巻
」
三
巻
を
進
上
し
た
。
十
五
日
に
名
古
屋
を
発
っ
て
東
海
道
を
下
り
、
二
十
八
日
に

江
戸
市
ヶ
谷
の
上
屋
敷
に
到
着
し
た
。
京
都
か
ら
江
戸
ま
で
実
に
二
十
三
日
が
か
り
の

（
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大
移
動
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
十
一
月
九
日
に
は
市
ヶ
谷
上
屋
敷
で
斉
温
と
の
婚
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
。

婚
儀
の
様
子
に
つ
い
て
は
史
料
が
な
く
詳
細
は
不
明
だ
が
、
斉
温
と
先
妻
・
愛
姫
と
の

婚
礼
の
次
第
が
残
さ
れ
て
お
り
、
福
君
の
婚
儀
も
同
様
に
進
め
ら
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

福
君
の
婚
礼
は
、
斉
温
に
と
っ
て
は
再
縁
で
あ
り
、「
福
君
縁
組
控
」
に
は
「
中（

斉

温

）

納
言
様

御
再
縁
之
義
ニ
も
候
得
者　

御
婚
礼
式
も
御
手
軽
之
調
ニ
付　

其
余
之
儀
も
万
端
右
に

准
じ
御
省
略
取
斗
候
」
と
あ
り
、
再
縁
の
た
め
婚
礼
を
「
手
軽
」
に
し
た
い
と
い
う
尾

張
家
側
の
意
向
が
あ
っ
た
。
一
方
で
、「
松
の
葉
日
記
」
に
は
福
君
の
江
戸
下
向
の
際
、

行
列
に
同
行
す
る
藩
士
は
衣
服
や
身
の
回
り
の
品
々
を
す
べ
て
新
調
し
、
ま
た
駕
籠
舁

や
人
夫
に
は
揃
い
の
看
板（
中
間
・
小
者
が
着
る
丈
の
短
い
衣
服
）を
貸
し
与
え
、
尾
張
家

の
威
信
を
か
け
、
行
粧
に
は
華
美
が
尽
く
さ
れ
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
婚
礼
の
供
を
命

ぜ
ら
れ
た
藩
士
は
諸
道
具
や
衣
服
を
新
調
す
る
に
も
自
費
だ
っ
た
た
め
、
退
役
や
転
役

を
願
い
出
る
者
さ
え
出
た
と
い
う
。
ま
た
米
価
高
騰
の
な
か
、
宿
代
の
上
限
を
設
け
た

た
め
に
、
宿
屋
が
不
利
益
を
被
っ
た
と
し
て
、「
御
役
人
衆
の
行
装
の
み
き
ら
ひ
や
か

に
て
下
々
の
痛
む
を
顧
り
見
給
ハ
さ
る
ハ 

第
一
犬
山
侯
の
御
心
不
仁
に
お
は
し
ま
す

故
な
る
へ
し 

此
御
婚
礼
の
御
行
末
い
か
ゝ
有
る
ら
ん
」
と
、
奥
村
は
婚
礼
を
取
り
仕

切
っ
た
成
瀬
正
壽
を
批
判
し
、
婚
礼
の
行
末
を
危
ぶ
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
当
初
か
ら
不
安
要
素
を
抱
え
た
結
婚
で
あ
っ
た
が
、
婚
嫁
後
の
福
君
は

夫
斉
温
と
も
前
藩
主
斉
朝
の
実
母
・
乗
蓮
院
と
も
仲
は
良
好
と
伝
え
ら
れ
、
京
都
か
ら

伴
っ
た
女
中
と
と
も
に
香
や
生
花
を
嗜
む
穏
や
か
な
日
々
を
送
り
、
結
婚
生
活
は
順
調

に
ゆ
く
か
に
見
え
た
。
し
か
し
、
奥
村
の
危
惧
が
的
中
し
た
か
の
よ
う
に
、
三
年
後
に

斉
温
が
病
に
倒
れ
る
。
福
君
は
丹
精
を
尽
く
し
て
看
病
に
努
め
、
神
仏
に
祈
っ
た
が
、

そ
の
甲
斐
な
く
斉
温
は
天
保
十
年
三
月
十
日
に
二
十
一
歳
で
薨
去
し
、
尾
張
家
の
菩
提

寺
建
中
寺
に
葬
ら
れ
た
。
わ
ず
か
三
年
の
結
婚
生
活
で
あ
っ
た
。
福
君
は
落
飾
し
て
俊

し
ゅ
ん

（
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俊
恭
院
福
君
の
婚
礼
と
菊
折
枝
蒔
絵
調
度

六
三

恭き
ょ
う

院い
ん

と
名
を
改
め
、
持
病
の
癪し
ゃ
っ
け気
の
療
養
と
夫
の
菩
提
を
弔
う
た
め
尾
張
に
移
り
住

む
こ
と
を
望
ん
だ
。
幕
府
の
許
可
を
得
て
、
同
年
八
月
九
日
に
江
戸
を
発
ち
、
木
曽
路

を
通
っ
て
、
名
古
屋
に
二
十
四
日
に
到
着
、
名
古
屋
城
三
之
丸
御
屋
形
に
入
っ
た
。
三

之
丸
御
屋
形
は
、
江
戸
城
大
奥
と
同
様
、
福
君
の
居
住
空
間
を
は
じ
め
女
中
の
詰
所
・

住
居
の
ほ
か
、
男
性
の
役
人
が
詰
め
る
広
敷
向
を
備
え
て
い
た
と
み
ら
れ
、「
尾
城
三

之
丸
艮
隅
御
屋
形
御
住
居
聖
聡
院
様
俊
恭
院
様
御
附
衆
之
員
」
に
よ
れ
ば
、
福
君
付
の

役
人
は
広
敷
用
人
の
矢
部
彦
右
衛
門
・
浦
井
小
左
衛
門
の
二
人
を
筆
頭
に
、
下
男
に
い

た
る
ま
で
計
百
五
十
一
人
を
数
え
た
。
女
中
の
数
は
不
明
だ
が
、
福
君
の
御
屋
形
で
の

新
生
活
は
二
百
人
を
優
に
超
え
る
役
人
・
女
中
で
運
営
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
以

降
、
建
中
寺
に
参
詣
し
て
斉
温
の
菩
提
を
弔
い
つ
つ
も
、
名
古
屋
城
在
住
の
前
藩
主
斉

朝
や
国
入
り
し
た
十
二
代
斉
荘
と
も
茶
の
湯
を
行
い
、
ま
た
近
衛
家
の
老
女
村
岡
を
名

古
屋
城
で
出
迎
え
た
こ
と
が
記
録
に
見
え
る
。
藩
主
未
亡
人
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

な
が
ら
、
尾
張
で
安
穏
な
日
々
を
送
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
一
年
も
経
た
な
い
翌
十
一

年
六
月
十
一
日
に
病
が
悪
化
し
、
九
月
二
十
九
日
に
わ
ず
か
二
十
一
歳
の
生
涯
を
閉
じ

た
。
遺
骸
は
斉
温
と
同
じ
建
中
寺
に
葬
ら
れ
た
。

二　

菊
折
枝
調
度
の
全
容
と
伝
来

福
君
が
歿
し
た
翌
天
保
十
二
年（
一
八
四
一
）に
は
、
尾
張
の
御
細
工
所
が
中
心
と

な
っ
て
名
古
屋
城
三
之
丸
御
屋
形
に
遺
さ
れ
た
数
々
の
諸
道
具
の
整
理
が
順
次
行
わ
れ

た
。
そ
の
際
の
道
具
帳
が
「
天
保
十
二
丑
年
俊
恭
院
様
御
道
具
帳
」（
什
器
旧
原
簿
第
九

号
、
以
下
「
福
君
道
具
帳
」
と
称
す
る
。）で
あ
る
。「
福
君
道
具
帳
」
は
、
御
屋
形
の
賄
所

や
福
君
付
の
用
人
が
管
理
し
て
い
た
金
箪
笥
や
銭
箱
・
状
箱
な
ど
の
①
「
諸
色
帳
」
に

始
ま
り
、
御
膳
所
が
管
理
し
て
い
た
火
事
羽
織
や
看
板
な
ど
の
②
「
御
諸
色
」、
ま
た

御
屋
形
の
用
人
か
ら
細
工
頭
へ
と
引
き
渡
さ
れ
た
際
に
整
理
さ
れ
た
③
「
銀
器
御
道
具

帳
」・
④
「
六 

道
具
帳
」・
⑤
「
五 

道
具
帳
」・
⑥
「
御
膳
所
道
具
」・
⑦
「
天
児
御
道

具
帳
」・
⑧
「
御
賄
所
御
道
具
」・
⑨
「
御
道
中
御
雪
隠
御
道
具
」・
⑩
「
御
行
列
御
道

具
帳
」・
⑪
「
御
道
具
帳
」・
⑫
「
御
雛
御
道
具
帳
」・
⑬
「
内
家
局
江
引
渡
候
分 

俊
恭

院
様 

御
道
具
帳
」な
ど
用
途
や
部
署
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
道
具
帳
が
合
綴
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
⑩
「
御
行
列
御
道
具
帳
」
以
下
に
菊
折
枝
調
度
が
列
記
さ
れ
、
整
理
番

号
を
は
じ
め
意
匠
や
附
属
品
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
本
調
度
が
福
君
の
所
用
品
で

あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、「
福
君
道
具
帳
」
所
収
の
広
敷
用
人
の
矢
部

彦
右
衛
門
・
浦
井
小
左
衛
門
連
名
の
書
付
に
よ
れ
ば
、
道
具
帳
に
書
き
上
げ
る
以
前
に
、

梨
子
地
の
膳
部
類
は
江
戸
表（
江
戸
上
屋
敷
の
表
向
）の
老
女
に
伺
い
を
立
て
、
福
君
の
供

養
に
用
い
る
「
霊
具
」
と
し
て
建
中
寺
に
奉
納
、
ま
た
福
君
が
生
前
に
使
用
し
て
古
び

た
道
具
や
書
物
・
到
来
物
・
反
物
等
は
逝
去
の
際
、
御
付
の
女
中
や
役
人
等
に
分
与
し

た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
福
君
所
用
の
道
具
の
一
部
は
歿
後
ま
も
な
く
奉
納
・
分
与
さ

れ
て
お
り
、
生
前
の
所
用
道
具
が
全
て
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
婚

嫁
か
ら
わ
ず
か
五
年
の
時
点
の
記
録
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
福
君
の
婚
礼
調
度
の
大
部
分

が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、「
福
君
道
具
帳
」
に
は
「
転
陵
院
様
御
初
御
道
具
帳
」（
什
器
旧
原
簿
第
十
二
号
、

以
下
「
好
君
道
具
帳
」
と
称
す
る
。）も
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
転
陵
院
す
な
わ
ち

尾
張
家
九
代
宗
睦
の
正
室
好
君
所
用
を
は
じ
め
各
種
の
蒔
絵
調
度
類
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
中
に
も
菊
折
枝
調
度
の
記
事
が
見
え
る
。
好
君
は
近
衛
家
久
の
娘
で
、
延
享

四
年（
一
七
四
七
）に
宗
睦
と
の
縁
組
が
仰
出
さ
れ
、
宝
暦
二
年（
一
七
五
二
）三
月
四
日
に

結
納
を
行
い
、
同
月
十
五
日
に
京
都
発
駕
、
翌
四
月
一
日
に
市
ヶ
谷
屋
敷
に
到
着
、
同

月
十
三
日
に
婚
儀
を
挙
げ
た
。
宗
睦
と
の
間
に
治
休
・
治
興
と
い
う
二
人
の
男
子
を

設
け
た
が
、
治
休
が
安
永
二
年（
一
七
七
三
）、
治
興
が
同
五
年
に
若
く
し
て
亡
く
な
り
、

（
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好
君
も
安
永
七
年
八
月
二
十
八
日
に
病
気
の
た
め
江
戸
で
歿
し
た
。
四
十
九
歳
で
あ
っ

た
。「
好
君
道
具
帳
」
は
、
表
紙
に
「
東
幸
ゟ
相
廻
候
」
の
文
言
、
ま
た
巻
末
に
「
巳

九
月
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
二
年（
一
八
六
九
）に
東
京
か
ら
国
許
の
尾
張
へ
運
搬

さ
れ
た
際
の
道
具
リ
ス
ト
と
し
て
整
理
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
菊
折
枝
蒔
絵
と
雛
道
具
を

書
き
上
げ
た
⑭
「
転
陵
院
様
御
道
具
」
と
⑮
「
地
並
御
道
具
」
と
題
し
た
道
具
目
録
二
種

な
ど
か
ら
成
る
。

い
ず
れ
も
、
婚
礼
当
初
で
は
な
い
も
の
の
、
菊
折
枝
調
度
の
所
用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
福

君
・
好
君
で
あ
る
と
証
明
で
き
る
一
次
史
料
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
福
君
が
歿
し
た
直

後
の
天
保
十
二
年
の
記
録
と
し
て
「
福
君
道
具
帳
」
の
う
ち
、
⑩
「
御
行
列
御
道
具

帳
」・
⑪
「
御
道
具
帳
」
を
翻
刻
し
、「
好
君
道
具
帳
」
の
記
載
作
品
と
と
も
に
、
徳
川

美
術
館
所
蔵
品
と
の
対
照
表
を
示
し
た（
翻
刻
1
・
2
、
表
3
）。

⑩
「
御
行
列
御
道
具
帳
」
に
は
輿
を
は
じ
め
二
十
件
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
う
ち
七
件

（
件
数
は
道
具
帳
に
基
づ
く
、
以
下
同
。）が
現
存
し
、
当
初
は
輿
だ
け
で
も
菊
折
枝
蒔
絵
と

蜀
江
蒔
絵
、
山
輿
の
三
挺
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
⑪
「
御
道
具
帳
」
は
菊

折
枝
調
度
の
ほ
か
砂
物
鉢
や
屏
風
な
ど
七
十
一
件
を
数
え
、
そ
の
う
ち
五
十
二
件
が
現

存
す
る
。
⑫
「
御
雛
御
道
具
帳
」
は
抱
牡
丹
紋
蒔
絵
と
菊
折
枝
蒔
絵
が
混
在
し
て
い

る
も
の
の
記
載
の
八
十
九
件（
棚
道
具
ま
で
数
え
れ
ば
百
十
七
件
）の
う
ち
七
十
件（
同
じ
く

九
十
八
件
）が
現
存
し
て
い
る
。「
好
君
道
具
帳
」
に
は
⑭
「
転
陵
院
様
御
道
具
」
に
調

度
類
四
十
七
件
、
雛
道
具
二
十
件
、
⑮
「
地
並
御
道
具
」
に
二
十
三
件
の
計
九
十
件
が

記
載
さ
れ
る
が
、
大
半
が
明
治
四
年（
一
八
七
一
）か
ら
六
年
に
か
け
て
売
立
や
下
賜
の

対
象
と
な
っ
て
お
り
、
現
存
す
る
の
は
当
初
の
一
割
程
度
の
十
件
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
徳
川
美
術
館
の
所
蔵
品
に
は
両
道
具
帳
に
記
載
さ
れ
な
い
菊
折
枝
調
度

類
が
二
十
七
件
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
別
の
道
具
帳
に
記
載
さ
れ
、
両
道
具
帳
の
記

載
品
と
は
別
に
管
理
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
各
道
具
帳
に
は
現
存
し
な
い
作
例

（
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）
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も
含
ま
れ
て
い
る（
表
4
）。
こ
れ
ら
が
当
初
よ
り
一
揃
い
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
記
録

の
上
で
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
蒔
絵
の
意
匠
や
様
式
な
ど
が
共
通
し
、
一
連
の
菊

折
枝
調
度
と
み
な
さ
れ
る
。

表
4
の
う
ち
大
き
な
一
群
と
し
て
は
、
明
治
初
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
什
器
原
簿
第
十

号
「
什
器
目
録
」
十
九
冊
の
う
ち
第
十
三
冊
の
「
大
奥
残
道
具　

初
音
道
具
」
記
載
品

で
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
表
4
の
3
花
台
か
ら
28
提
重
ま
で
が
「
大
奥
残
道
具
」
と
し
て
長

持
の
三
番
・
四
番
に
入
れ
ら
れ
一
括
し
て
伝
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
42
長
「

拵
・
43
長
「
は
建
中
寺
宝
蔵
で
管
理
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
46
双
六
盤
か
ら
49
棗
ま
で

は
、
江
戸
で
管
理
さ
れ
て
い
た
た
め
か
道
具
帳
に
記
載
は
な
い
が
、
い
ず
れ
も
大
正
十

年（
一
九
二
一
）に
尾
張
家
か
ら
売
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
売
立
目
録
か
ら
明
ら
か
で
、
近

年
の
寄
贈
・
購
入
に
よ
っ
て
所
蔵
品
と
な
っ
た
。

現
存
作
品
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
も
、「
福
君
道
具
帳
」
と
「
好
君
道
具
帳
」
に

そ
れ
ぞ
れ
の
道
具
は
重
複
す
る
こ
と
な
く
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
以
外
に
も
名

古
屋
と
江
戸
の
各
所
で
管
理
さ
れ
て
い
た
道
具
も
含
め
れ
ば
、
総
数
三
百
二
十
件
に
上

り
、
江
戸
時
代
に
は
膨
大
な
数
量
の
道
具
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き

た
。こ

の
ほ
か
、
尾
張
家
と
の
関
連
を
示
す
記
録
は
な
い
も
の
の
「
菊
折
枝
蒔
絵
色
紙

箱
・
短
冊
箱
」（
京
都
・
三
時
知
恩
寺
蔵
）、「
菊
折
枝
蒔
絵
硯
箱
」（
京
都
・
泉
涌
寺
蔵
）も
蒔

絵
の
仕
様
や
文
様
か
ら
一
連
の
作
例
と
目
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
両
道
具
帳
は
菊
折
枝
調
度
が
好
君
・
福
君
の
所
用
品
で
あ
る
こ
と
を
証

す
る
一
方
で
、
い
ず
れ
も
後
世
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
各
調
度
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
な

伝
来
を
た
ど
っ
た
か
も
明
ら
か
と
な
る
。「
福
君
道
具
帳
」
の
う
ち
⑩
「
御
行
列
御
道

具
帳
」・
⑪
「
御
道
具
帳
」
の
冒
頭
に
あ
る
貼
紙
墨
書（
翻
刻
参
照
）に
よ
れ
ば
、
福
君
の

歿
後
十
一
年
が
過
ぎ
た
嘉
永
四
年（
一
八
五
一
）七
月
に
福
君
の
道
具
類
が
一
括
し
て
江

（
22
）
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五

戸
表
へ
回
送
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
う
ち
昆
布
箱
を
は
じ
め
十
六
件
が
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）に
十
二
代
斉
荘
の
娘
利と
し

姫ひ
め（

一
八
三
六
〜
八
五
）の
引
移
御
用
す
な
わ
ち
婚
礼

調
度
と
さ
れ
て
い
る
。
道
具
の
再
利
用
を
示
す
事
例
だ
が
、
そ
の
際
に
は
必
ず
し
も
道

具
一
式
で
は
な
く
、
鏡
や
歯
黒
染
の
上

じ
ょ
う

水ず
（
潼
子
）・
渡
金
、
茶
弁
当
の
燗
風
炉
と
い
っ

た
金
工
品
を
中
心
に
一
部
の
内
容
品
の
み
の
再
利
用
も
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
安
政
六
年

に
は
蜀
江
蒔
絵
の
輿（
乗
物
）は
じ
め
茶
弁
当
な
ど
が
「
御
簾
中
様
御
用
」
す
な
わ
ち

十
五
代
茂も

ち

徳な
が

の
正
室
政ま
さ

姫ひ
め（

一
八
三
八
〜
一
九
〇
九
）の
道
具
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。

⑫
「
御
雛
御
道
具
帳
」
に
も
冒
頭
に
墨
書
と
貼
札
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
嘉
永
五

年
に
尾
張
で
誕
生
し
た
十
四
代
慶
勝
の
娘
栄て

る

姫ひ
め

の
初
節
供
に
用
い
る
た
め
に
雛
道
具
一

式
が
広
敷
へ
渡
さ
れ
た
。
し
か
し
、
翌
年
栄
姫
が
早
世
し
た
た
め
差
し
戻
さ
れ
、
そ
の

後
安
政
四
年
に
同
じ
く
慶
勝
の
娘
道み

ち

姫ひ
め（

一
八
五
六
〜
七
五
）の
「
御
雛
以
御
用
」
と
す

る
た
め
、
改
め
て
広
敷
用
人
に
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
。

婚
礼
調
度
は
、
姫
君
の
個
人
財
産
と
さ
れ
、
歿
後
に
は
実
家
に
戻
さ
れ
る
例
も
多
い

が
、
好
君
・
福
君
の
婚
礼
調
度
は
、
そ
の
ま
ま
婚
家
で
あ
る
尾
張
家
に
遺
さ
れ
て
御
細

工
所
で
整
理
さ
れ
、
後
に
続
く
同
家
の
姫
君
や
正
室
の
道
具
と
し
て
再
利
用
が
行
わ
れ

て
い
る
。

翻
っ
て
福
君
の
婚
礼
を
考
え
て
み
る
と
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
な
財
政
難
の
な
か
、

福
君
の
婚
礼
調
度
が
す
べ
て
新
調
さ
れ
た
と
は
考
え
難
く
、
道
具
帳
が
示
す
以
上
に
か

な
り
の
部
分
に
お
い
て
好
君
の
婚
礼
調
度
か
ら
大
半
を
受
け
継
ぎ
再
利
用
し
た
可
能
性

が
非
常
に
高
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

三　

福
君
の
婚
礼
準
備

こ
こ
で
、
再
び
福
君
の
婚
礼
準
備
に
話
を
戻
そ
う
。
近
衛
家
伝
来
の
古
記
録
類
を
保

存
管
理
す
る
陽
明
文
庫
に
は
福
君
の
婚
礼
に
関
す
る
詳
細
な
史
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
う
ち
「
福
君
縁
組
控
」
お
よ
び
「
福
君
様
御
縁
談
一
式　

義
」「
福
君
様
御
縁
談

一
式　

礼
」
を
は
じ
め
書
状
類
な
ど
か
ら
福
君
の
婚
礼
準
備
の
様
相
を
時
系
列
で
追
う

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
は
、
両
家
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
る
年
中
の
贈
答

儀
礼
の
対
象
者
・
時
期
・
贈
答
品
に
は
じ
ま
り
、
結
納
や
首
途
式
、
京
都
出
立
の
日

時
、
道
中
の
行
程
や
宿
泊
地
、
福
君
付
の
男
性
の
役
人
・
女
中
の
人
数
や
そ
の
扱
い
な

ど
、
多
方
面
に
わ
た
り
子
細
な
交
渉
の
経
過
と
取
り
決
め
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
本

稿
で
は
婚
礼
調
度
製
作
に
か
か
わ
る
金
銭
や
物
品
の
や
り
と
り
に
注
目
し
て
検
証
し
て

い
き
た
い
。

ま
ず
、
天
保
七
年（
一
八
三
六
）四
月
に
は
、
近
衛
家
側
か
ら
尾
張
家
側
の
窓
口
で
あ

る
尾
崎
八
右
衛
門
に
、「
御
首
途
御
道
中
御
行
列
御
用
御
道
具
類
」
す
な
わ
ち
京
都
出

立
前
に
行
う
首
途
式
と
江
戸
下
向
に
用
い
る
行
列
道
具
を
近
衛
家
に
廻
し
て
く
れ
る
よ

う
に
依
頼
、
ま
た
婚
礼
準
備
に
か
か
る
御
用
脚
金
が
い
く
ら
同
家
に
送
ら
れ
る
か
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
が
さ
れ
て
い
る
。
御
用
脚
金
は
な
か
な
か
届
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、
六

月
五
日
に
も
近
衛
家
側
か
ら
請
求
し
た
記
録
が
残
る
。
こ
れ
に
対
す
る
尾
張
家
側
か
ら

の
回
答
は
左
記
の
通
り
で
あ
る（「
福
君
縁
組
控
」）。

別
紙
御
用
脚
金
之
義 

御
先
例
ハ
金
弐
千
両
近
衛
様
江
被
進
候
処 

今
般
御
再
縁
之

義
ニ
も
候
得
者 

御
婚
礼
式
も
万
端
御
手
軽
ニ
可
被
為
整
旨 

兼
而
被　

仰
出
之
趣
も

有
之
且　

福
君
様
御
下
向
御
用
意
等　

維
学
心
院
様
御
手
前
ニ
而
為
御
取
斗
相
成

候
哉
も
難
斗
候
間　

金
千
五
百
両　

御
同
所
様
江
被
進
相
成
事
ニ
候 

右
之
趣
程
能

御
家
司
へ
可
被
申
聞
置
候 

就
夫　

福
君
様
御
召
服
等
出
来
方
之
義 

此
表
女
中
よ

り
申
越
反
物
類
御
小
道
具
等 

当
三
月
中
御
買
上
相
成
候
分
御
入
用
金
四
百
八
拾
弐

両
弐
歩
弐
朱 
銀
六
匁
弐
分 

頃
日　

維
学
心
院
様
へ
別
段
被
進
相
成 

右
ハ
金
御
下

（
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六
六

向
ニ
付
御
入
用
之
品
ニ
可
有
之
候 

付
而
者 

千
五
百
両
与
相
来
候
而
者 

弐
千
両
程

之
被
進
候
ニ
相
当
候
ニ
付 

前
形
千
五
百
両
之
内
ニ
而
四
百
八
十
二
両
余
引
除
残
金

千
十
七
両
一
歩 

銀
壱
匁
三
分
相
渡
候
間 

右
之
趣　

維
学
心
院
様
江
も
憚
り
被
申

上 

表
方
ヘ
ハ
千
五
百
両
被
進
候
様 

書
付
等
ニ
而
御
達
相
成
候
様
可
被
取
斗
候 

尤

表
方
ニ
も
御
用
三
石
御
入
用
可
有
候
哉 

左
候
ハ
ヽ 

右
金
子
表
方
へ
相
廻
候
義
者

双
方
申
相
次
第　

御
家
を
為
て
も
今
般
之
御
物
入
莫
大
之
事
ニ
付 

右
之
趣
を
以

御
入
用
ニ
而 

程
能
打
合
差
引
相
渡
候 

金
高
ニ
而
何
連
ニ
も
御
用
意
相
整
候
様
可
被

取
斗
候

　

但
金
子
請
取
方
之
義
ハ
於
尾
州
可
被
申
達
候

　
　

六
月

近
衛
家
へ
渡
す
御
用
脚
金
は
、
好
君
の
先
例
に
従
え
ば
二
千
両
と
な
る
と
こ
ろ
、
こ

の
結
婚
は
斉
温
に
と
っ
て
は
再
縁
で
あ
り
、
婚
礼
の
す
べ
て
に
わ
た
り
手
軽
に
と
の
仰

出
の
た
め
、
千
五
百
両
と
な
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
回
答
に
先
立

つ
書
状
で
は
、
福
君
の
御
召
服
・
手
道
具
は
尾
張
家
側
で
準
備
す
る
と
あ
り
、
す
で
に

三
月
に
は
表
方
の
女
中
が
福
君
の
反
物
類
・
小
道
具
な
ど
を
買
上
げ
た
。
物
価
高
も
あ

り
、
そ
の
金
額
が
「
金
四
百
八
拾
弐
両
弐
歩
弐
朱 

銀
六
匁
弐
分
」
と
な
り
、
こ
れ
を

千
五
百
両
か
ら
差
し
引
い
た
金
額
が
「
金
千
十
七
両
一
歩
銀
壱
匁
三
分
」
で
あ
る
。
維

学
心
院
に
は
憚
ら
れ
る
の
で
、
あ
く
ま
で
額
面
は
千
五
百
両
と
し
、
千
両
の
送
金
で
了

解
し
て
欲
し
い
こ
と
が
苦
し
紛
れ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
前
後
の
書
状
で

は
、
代
替
案
と
し
て
福
君
の
縁
組
に
伴
い
、
尾
張
家
か
ら
維
学
心
院
宛
で
近
衛
家
へ
毎

年
合
力
金
二
百
両
を
送
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、
婚
礼
間
近
の
九
月
晦
日

に
な
っ
て
尾
張
家
か
ら
近
衛
家
へ
千
両
が
送
ら
れ
た
の
だ
が
、
先
例
で
は
二
千
両
だ
っ

た
御
用
脚
金
が
福
君
の
婚
礼
で
は
半
額
に
減
額
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
尾
張
家
の
苦
し

い
財
政
事
情
が
垣
間
見
え
る
。

一
方
、
近
衛
家
側
か
ら
婚
礼
に
際
し
、
事
前
に
京
都
へ
送
る
よ
う
に
依
頼
の
あ
っ
た

行
列
道
具
に
つ
い
て
は
、
挟
箱
・
長
「
・
緋
傘
・
茶
弁
当
な
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
四

月
十
四
日
付
の
書
状
か
ら
わ
か
る
。
こ
の
な
か
に
は
福
君
用
の
輿
は
な
く
、
近
衛
家
側

で
網
代
輿
を
新
調
す
る
手
筈
と
な
っ
て
い
た
が
、
七
月
に
な
っ
て
尾
崎
八
右
衛
門
よ
り

福
君
の
乗
る
輿
は
「
塗
輿
」
に
し
、
す
で
に
製
作
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
網
代
輿
は
替

輿（
代
替
用
の
輿
）に
す
る
と
の
尾
張
の
役
所
か
ら
の
方
針
が
伝
え
ら
れ
た
。
結
局
、
尾

張
家
か
ら
行
列
道
具
が
届
け
ら
れ
た
の
は
、
首
途
式
の
三
日
前
と
な
る
十
月
三
日
で
あ

る
。
こ
の
と
き
は
挟
箱
や
長
「
な
ど
の
ほ
か
、山
道
用
と
み
ら
れ
る
山
輿
が
届
け
ら
れ
、

さ
ら
に
京
都
出
立
前
日
の
五
日
に
な
っ
て
蜀
江
蒔
絵
の
輿
が
届
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
新

調
し
た
網
代
輿
が
加
わ
り
、
最
終
的
に
六
日
の
出
立
に
は
、「
御
輿
御
塗
輿
蒔
絵　

御

替
輿
御
網
代
覆
花
色
牡
丹
葵　

御
替
輿
同
覆　

御
山
輿
」
の
三
挺
が
揃
え
ら
れ
た
こ
と
が
行
列

書
か
ら
わ
か
る
。
福
君
は
こ
の
う
ち
塗
輿
で
あ
る
蜀
江
蒔
絵
乗
物
に
乗
輿
し
て
江
戸
に

下
向
し
た
の
で
あ
っ
た
。
実
際
、「
福
君
江
戸
下
向
行
列
図
」
に
は
、
蜀
江
蒔
絵
乗
物

が
葵
紋
と
抱
牡
丹
紋
を
大
き
く
あ
ら
わ
し
た
緋
色
の
日
覆
を
つ
け
、
緋
傘
を
差
し
掛
け

ら
れ
て
進
む
様
子
が
描
か
れ
て
い
る（
挿
図
1
）。

福
君
の
輿
に
つ
い
て
は
、「
松
の
葉
日
記
」
に
も
左
記
の
通
り
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一　

御
輿
ハ
転
陵
院
様
御
召
之
御
料
を
今
度
御
ふ
き
立
に
成
て
御
譲
り
被
遊
御
用

ニ
成
ニ
き　

此
御
輿
初
而
出
来
之
時
ハ
金
千
両
懸
り
候
ト
也 

惣
金
ニ
而
拵
た
る

物
ト
也 

一
説
ニ
今
度
御
城
御
多
門
何
れ
に
納

り
居
候
哉
よ
り
御
差
出
し
ニ
成
拭
ひ
候
は
か

り
に
て
御
用
に
立
と
成 

下
小
田
井
御
小
休
ゟ
被
召
之
ト
云
ニ
漆
の
つ
や
も
ぬ

け
滅
金
の
金
具
ハ
光
り
甚
お
と
な
し
く
大
か
た
御
紋
直
し
の
金
具
の
様
に
相

見
し
た
り 
屋
ね
ニ
ハ
猩
々
緋
の
日
覆
ニ
御
紋
二
ツ
ヽ
あ
り
し
様
に
見
た
り

（
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六
七

十
月
十
一
日
の
名
古
屋
入
城
に
あ
た
り
、
福
君
は
近
郊
の
下し
も

小お

田た

井い

で
小
休
止
を

取
っ
た
際
、
京
都
出
立
時
と
は
ま
た
別
の
輿
に
乗
り
替
え
た
。
転
陵
院
す
な
わ
ち
好
君

の
召
料
で
漆
を
拭
き
直
し
て
譲
ら
れ
た
と
い
う
「
惣
金
」
の
輿
で
あ
る
。
当
初
の
製
作

費
に
は
千
両
が
掛
か
り
、
名
古
屋
城
多
聞
櫓
内
に
あ
っ
た
の
を
持
ち
出
し
て
再
利
用
し

た
た
め
、
漆
の
艶
も
抜
け
、
鍍
金
の
金
具
の
光
り
方
も
控
え
め
で
、
御
紋
直
し
の
金
具

挿図1　福君江戸下向行列図　乗物部分

の
よ
う
に
見
え
た
と
い
う
。
意
匠
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
好
君
の
輿
と
は

「
福
君
道
具
帳
」
か
ら
、
総
梨
子
地
の
菊
折
枝
蒔
絵
の
輿
に
当
た
る
と
考
え
て
よ
い
だ

ろ
う
。

し
か
し
、
十
月
十
五
日
の
名
古
屋
城
出
立
時
に
は
福
君
は
さ
ら
に
別
の
輿
に
乗
り
換

え
た
よ
う
で
、「
松
の
葉
日
記
」
に
は
「
今
日
ハ
立
涌
雲
形
之
蒔
絵
御
輿
ニ
被
為
召
候 

是
ハ
此
間
之
御
紋
直
し
の
御
輿
ト
ハ
違
ひ
少
し
廉
な
る
方
路
頭
ハ
被
召
之
に
や
」
と
あ

る
。
立
涌
雲
形
蒔
絵
の
輿
で
、
入
城
時
の
輿
に
比
べ
て
廉
っ
ぽ
く
見
え
た
と
い
う
。
つ

ま
り
、
福
君
の
江
戸
下
向
に
は
、
少
な
く
と
も
蜀
江
蒔
絵
・
網
代
・
山
輿
・
菊
折
枝
蒔

絵
・
立
涌
雲
形
蒔
絵
の
計
五
挺
の
輿
が
用
意
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
菊
折
枝

蒔
絵
と
み
ら
れ
る
輿
は
、
記
録
の
上
で
は
下
小
田
井
か
ら
名
古
屋
城
ま
で
お
よ
そ
五
キ

ロ
、
わ
ず
か
一
里
余
り
の
道
中
で
使
用
さ
れ
た
の
み
で
、
他
の
輿
と
は
別
格
の
扱
い
で

あ
っ
た
。
婚
礼
行
列
は
い
わ
ば
政
治
的
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
国
許
に
お

い
て
は
名
古
屋
城
入
城
が
一
番
の
見
せ
場
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
菊
折
枝
蒔
絵
乗
物

は
「
惣
金
」
す
な
わ
ち
総
梨
子
地
で
あ
る
た
め
、
十
一
代
藩
主
の
継
室
に
ふ
さ
わ
し
い

格
式
の
高
さ
を
あ
ら
わ
す
輿
と
し
て
特
別
視
さ
れ
、
い
ざ
と
い
う
見
せ
場
だ
け
に
使
用

さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
史
料
が
示
す
諸
事
情
か
ら
勘
案
す
る
に
、
少
な
く
と
も
福
君
の
行
列
道
具

は
、
実
家
で
あ
る
近
衛
家
で
は
な
く
、
婚
家
の
尾
張
家
で
用
意
さ
れ
た
「
待
請
道
具
」

で
あ
り
、
し
か
も
乗
物
は
新
調
で
は
な
く
既
存
の
道
具
を
再
利
用
し
て
調
え
ら
れ
た
と

み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
近
衛
家
側
で
は
、禁
裏
へ
の
贈
答
品（
下
賜
品
も
含
む
か
）を
は
じ
め
、

夫
と
な
る
斉
温
へ
婚
礼
の
贈
り
物
と
し
て
「
「 

銘 

和
泉
守
国
清
」「
鳳
凰
蒔
絵
白
銀

造
毛
抜
形
太
「
拵
」（
い
ず
れ
も
徳
川
美
術
館
蔵
）を
進
上
す
る
た
め
、
既
存
の
太
「
拵
を

補
修
し
て
調
え
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、
菊
折
枝
調
度
の
よ
う
な
大
揃
え
の
婚
礼

調
度
の
製
作
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
が
江
戸
へ
と
運
搬
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
ま
た
前
章

（
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六
八

で
述
べ
た
よ
う
に
、
福
君
歿
後
に
遺
さ
れ
た
婚
礼
調
度
の
ほ
と
ん
ど
が
実
家
に
戻
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
尾
張
家
の
御
細
工
所
で
整
理
さ
れ
、
後
に
続
く
尾
張
家
の
夫
人
や
子
女

の
道
具
に
再
利
用
さ
れ
た
の
も
、
婚
礼
調
度
製
作
の
主
体
、
す
な
わ
ち
出
資
先
が
尾
張

家
で
あ
っ
た
こ
と
に
理
由
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
尾
張
家
の
六
十
二
万
石
に
対
し
、
近
衛

家
は
三
千
石
に
満
た
な
い
家
領
で
あ
り
、
財
政
的
に
は
格
段
の
差
が
あ
る
。
大
名
家
と

公
家
と
の
婚
姻
に
あ
た
っ
て
は
、
好
君
の
時
に
は
二
千
両
、
福
君
の
時
に
は
実
質
千
両

の
御
用
脚
金
と
呼
ば
れ
る
支
度
金
が
近
衛
家
へ
渡
さ
れ
た
よ
う
に
、
公
家
へ
の
財
政
的

援
助
が
行
わ
れ
、
大
揃
え
の
婚
礼
調
度
は
「
待
請
道
具
」
と
し
て
大
名
家
側
で
製
作
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

紋
直
し
と
製
作
年
代
を
め
ぐ
る
問
題

第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
婚
礼
調
度
の
再
利
用
自
体
は
少
な
く
な
く
、
他
に
も
再

利
用
の
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
輿
す
な
わ
ち
乗
物
は
再
利
用
率
が
高

か
っ
た
と
み
ら
れ
、
尾
張
家
で
も
近
衛
家
に
嫁
い
だ
福
君
の
義
母
・
維
学
心
院
の
黒
塗

牡
丹
唐
草
蒔
絵
乗
物
が
歿
後
に
尾
張
家
へ
返
却
さ
れ
、
十
四
代
慶
勝
の
正
室
矩
姫
の
婚

礼
調
度
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
後
年
の
記
録
と
な
る
が
、『
南
紀
徳
川
史
』
に
は
、
文
久
二
年（
一
八
六
二
）の
紀

伊
徳
川
家
十
四
代
茂も

ち

承つ
ぐ

と
伏
見
宮
家
の
倫み
ち
の
み
や宮の
婚
礼
に
あ
た
り
、「
御
道
具
向
」
と
し

て
「
御
婚
礼
御
道
具
之
事
左
記
御
広
敷
御
用
人
よ
り
政
府
へ
提
出
書
に
遽
れ
ば
可
成
御

有
物
を
御
用
ひ
不
得
止
分
の
み
新
調
た
る
を
知
る
べ
し
」
と
、
既
存
の
婚
礼
調
度
は
で

き
る
限
り
再
利
用
し
、
止
む
を
得
な
い
場
合
に
限
り
新
調
す
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ

た
。
再
利
用
の
候
補
と
な
っ
た
の
は
、
文
化
十
三
年（
一
八
一
六
）に
紀
伊
徳
川
家
十
一

代
斉な

り

順ゆ
き

の
正
室
と
な
っ
た
豊
姫
の
「
葵
紋
竹
菱
蒔
絵
調
度
」
で
あ
っ
た
。

（
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菊
折
枝
調
度
も
す
で
に
指
摘
が
あ
る

通
り
、
好
君
の
婚
礼
調
度
を
福
君
の
婚

礼
調
度
と
し
て
再
利
用
し
た
一
例
と
い

え
る
が
、
先
述
し
た
「
松
の
葉
日
記
」

の
記
事
で
、
注
意
を
要
す
る
点
が
あ

る
。
そ
れ
は
福
君
入
城
時
の
輿
が
「
御

紋
直
し
の
御
輿
」
で
あ
っ
た
と
の
文
言

で
あ
る
。「
紋
直
し
」
す
な
わ
ち
家
紋

の
付
け
直
し
は
、
再
利
用
に
伴
い
必
然

的
に
行
わ
れ
、
決
し
て
珍
し
い
事
象
で

は
な
い
。
し
か
し
、
好
君
は
福
君
と
同

じ
近
衛
家
出
身
で
尾
張
家
に
嫁
い
で
い

る
た
め
、
記
事
の
通
り
、
輿
が
単
純
に

好
君
か
ら
福
君
へ
譲
ら
れ
た
と
す
る
な

ら
ば
、
紋
直
し
の
必
要
は
生
じ
な
い
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
菊
折

枝
蒔
絵
乗
物（
挿
図
2
）の
家
紋
を
熟
視

す
る
と
、
蒔
絵
に
よ
る
抱
牡
丹
紋
の
円

内
の
梨
子
地
の
色
合
い
が
一
段
明
る

く
、
梨
子
地
粉
の
密
度
も
周
囲
と
は
異

な
る（
図
1
）。
金
具
に
つ
い
て
も
、
金

鍍
金
で
魚
々
子
地
に
唐
草
と
葵
・
抱
牡

丹
の
両
紋
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
う
ち
抱
牡
丹
紋
は
周
囲
と
色
合
い

（
41
）

挿図2　菊折枝蒔絵乗物
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九

が
異
な
り
、
魚
々
子
が
乱
れ
、
打
ち
直
さ
れ
た
よ
う
に
も
見
え
る（
図
2
）。
ま
た
丸
鋲

も
抱
牡
丹
紋
は
葵
紋
に
比
べ
、
周
囲
に
疵
が
付
い
て
い
る
た
め
、
打
ち
直
し
の
可
能
性

が
高
い（
図
3
）。
実
は
こ
う
し
た
紋
直
し
は
、
乗
物
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
菊
折

枝
調
度
の
大
半
に
見
受
け
ら
れ
る
。
雛
道
具
を
除
き
、
菊
折
枝
蒔
絵
の
現
存
作
品
だ
け

を
抜
き
出
し
、
ど
れ
ほ
ど
紋
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
表
5
に
ま
と
め
た
。
な
お
、

表
3
に
挙
げ
た
道
具
帳
の
記
録
と
現
存
作
品
と
を
照
合
す
る
限
り
、
家
紋
に
異
同
は
な

く
、
道
具
帳
記
載
後
に
は
少
な
く
と
も
紋
直
し
が
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
を
付
け

加
え
て
お
く
。
家
紋
は
、
両
紋
す
な
わ
ち
葵
紋
と
抱
牡
丹
紋
の
両
方
が
付
く
か
、
も
し

く
は
葵
紋
の
み
か
に
二
分
さ
れ
、
総
数
八
十
六
件
の
う
ち
、
両
紋
付
は
三
十
六
件
、
葵

紋
付
は
五
十
件
で
、
圧
倒
的
に
葵
紋
付
が
多
い
。
両
紋
が
付
く
の
は
行
列
道
具
お
よ
び

厨
子
棚
・
黒
棚
・
書
棚
と
い
っ
た
棚
道
具
、
貝
桶
、
鏡
台
と
い
っ
た
、
婚
礼
調
度
の
な

か
で
も
婚
儀
で
人
目
に
触
れ
る
こ
と
の
多
い
調
度
で
あ
る
。
ち
な
み
に
抱
牡
丹
紋
の
み

が
付
く
例
は
婚
礼
調
度
に
は
な
く
、
抱
牡
丹
紋
散
蒔
絵
雛
道
具
に
限
ら
れ
る
。

な
お
、
婚
礼
調
度
の
尾
張
家
製
作
説
を
裏
付
け
、
紋
直
し
を
う
か
が
わ
せ
る
史
料
と

し
て
、「
尾
崎
八
右
衛
門
書
状　

吉
村
伊
勢
介
・
清
水
玄
蕃
允
宛　
（
天
保
七
年
）四
月

十
二
日
付
」（
陽
明
文
庫
蔵
）が
あ
る
。

以
手
紙
得
御
意
候 

然
者　

福
君
様
御
道
具
之
内
御
紋
附
候
分
有
之
候
付 

御
紋
本

大
中
小
御
取
調
御
廻
被
下
候
様 

自
尾
州
申
越
候
間 

早
行
御
廻
被
下
候
得
度 

如
此

御
届
候 

以
上

　
　

四
月
十
二
日

福
君
の
道
具
に
「
御
紋
」
を
付
け
る
に
あ
た
り
、
そ
の
見
本
帳
で
あ
る
「
御
紋
本
」

を
送
っ
て
ほ
し
い
と
の
尾
張
家
か
ら
の
依
頼
状
で
あ
る
。「
福
君
縁
組
控
」
に
は
、
こ

の
要
請
を
受
け
て
近
衛
家
か
ら
の
返
答（
天
保
七
年
四
月
二
十
日
付
）が
左
記
の
通
り
記
さ

れ
る
。

　

四
月
廿
日

一　

御
紋
形
御
治
定
之
本
紙
大
中
小
三
枚 

尾
崎
八
右
衛
門
ニ
相
渡 

尤
牡
丹
古

形
を
以
書
写
ス
高
槻
主
水
認
片
書
ア

リ
下
画
之
墨
塗
形
也 

尋
常
之
御
紋
也

但
し
是
迄
福
君
様
御
紋
ハ
牡
丹
少
々
違
ひ
枝
な
し
牡
丹
の
處 

今
度
普

通
の
牡
丹
ニ
御
改
被
進
候
也

大
中
小
の
家
紋
の
紙
形
三
枚
を
尾
張
家
側
の
尾
崎
八
右
衛
門
へ
渡
し
た
。
そ
の
家
紋

は
高
槻
主
水
が
描
い
た
墨
塗
で
「
古
形
」
の
抱
牡
丹
紋
で
あ
る
。
福
君
の
御
紋
は
こ
れ

ま
で
牡
丹
が
少
し
違
っ
て
枝
の
な
い
「
枝
な
し
牡
丹
」
で
あ
っ
た
が
、
今
度
の
家
紋
は

普
通
の
牡
丹
紋
と
し
て
い
る
。
図
を
伴
わ
な
い
の
で
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
実
際
、

乗
物
に
は
二
種
の
抱
牡
丹
紋
が
確
認
で
き
る
。
一
つ
は
牡
丹
の
葉
で
取
り
囲
ん
だ
輪
の

中
の
上
部
に
葉
を
二
枚
あ
ら
わ
し
、
輪
の
中
の
空
間
が
少
な
い
タ
イ
プ（
図
1　

牡
丹
ａ

と
す
る
）、
も
う
一
つ
は
内
側
の
二
枚
の
葉
が
な
く
、
牡
丹
の
周
囲
に
リ
ン
グ
状
に
枝

葉
を
巡
ら
せ
、
輪
の
中
の
空
間
が
広
い
タ
イ
プ（
図
4　

牡
丹
ｂ
と
す
る
）で
あ
る
。「
枝

な
し
牡
丹
」
と
は
、
お
そ
ら
く
牡
丹
ｂ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
数

が
少
な
く
、
乗
物
の
抱
牡
丹
紋
の
う
ち
棒（
図
4
）と
飾
り
金
具（
図
5
）の
み
、
こ
の
ほ

か
菊
折
枝
蒔
絵
雛
道
具（
図
6
）と
三
時
知
恩
寺
蔵
の
色
紙
箱
・
短
冊
箱
だ
け
に
確
認
で

き
る
の
み
で
あ
る
。
乗
物
お
よ
び
色
紙
箱
・
短
冊
箱
に
は
牡
丹
紋
の
付
け
直
し
の
跡
が

確
認
さ
れ
る
が
、
雛
道
具
の
家
紋
は
付
け
直
し
で
は
な
く
、
当
初
か
ら
こ
の
牡
丹
ｂ
を

採
用
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
な
か
で
も
乗
物
の
牡
丹
紋
の
う
ち
図
1
〜
5
は
付
け
直

し
と
み
ら
れ
る
が
、
屋
根
部
分
に
は
当
初
か
ら
の
牡
丹
紋
が
確
認
で
き（
図
7
）、
ま
た

（
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）

（
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）
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七
〇

一
部
の
葵
紋
に
も
付
け
直
し
の
痕
跡
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
付
け
直
し
の
様

子
は
調
度
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
た
め
、
表
5
か
ら
菊
折
枝
調
度
の
紋
直
し
の
傾

向
と
し
て
、
次
の
三
点
を
指
摘
し
て
お
く
。

①
行
列
道
具
に
抱
牡
丹
紋
の
付
け
直
し（
牡
丹
ａ
）が
多
い
。
そ
の
ほ
か
守
掛
・
大
文

箱
・
薬
通
箱
・
貝
桶
・
鏡
台
に
同
様
の
紋
直
し
が
見
受
け
ら
れ
る（
図
8
・
9
）。

②
全
体
的
に
は
両
紋
付
か
葵
紋
付
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
葵
紋
の
紋
直
し
が
多
い
。
そ

の
場
合
、
葵
紋
の
大
き
さ
に
大
小
が
あ
り
、
大
の
方
に
紋
直
し
の
痕
跡
が
認
め
ら

れ
る（
図
10
・
11
）。

③
紋
直
し
は
梨
子
地
に
限
定
さ
れ
、
村
梨
子
地
・
蠟
色
塗
・
黒
塗
に
は
見
受
け
ら
れ

な
い
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
好
君
の
道
具
を
そ
の
ま
ま
再
利
用
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
紋
直

し
は
必
要
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
①
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
行
列
道
具
や
貝
桶
な
ど
婚

儀
の
中
核
と
な
る
調
度
に
抱
牡
丹
紋
の
紋
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
慮
し

て
、
安
永
七
年（
一
七
七
八
）の
好
君
の
歿
後
か
ら
、
天
保
七
年（
一
八
三
六
）福
君
の
婚
礼

ま
で
の
間
に
少
な
く
と
も
一
度
は
別
の
姫
君
の
婚
礼
調
度
と
し
て
利
用
さ
れ
、
別
の
家

紋
が
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
間
で
浮
上
す
る
該
当
者
は
、
寛
政
十
一

年（
一
七
九
九
）に
十
代
斉
朝
の
正
室
と
し
て
嫁
い
だ
将
軍
家
斉
の
娘
淑ひ
で

姫ひ
め（

一
七
八
九
〜

一
八
一
七
）と
、
文
政
十
一
年（
一
八
二
八
）に
斉
温
の
先
妻
と
し
て
嫁
し
た
田
安
斉
匡
の

娘
愛
姫
の
二
人
で
あ
る
。
蒔
絵
の
婚
礼
調
度
は
、
婚
家
の
家
格
に
よ
っ
て
そ
の
仕
様
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
梨
子
地
は
最
も
高
い
格
式
を
誇
る
仕
様
と
し
て
、
将
軍

家
お
よ
び
御
三
家
御
三
卿
に
嫁
し
た
正
室
の
婚
礼
調
度
に
の
み
許
さ
れ
た
。
③
の
指
摘

の
通
り
、
梨
子
地
の
み
紋
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
よ
り
高
い
格
式
が
求

め
ら
れ
る
尾
張
家
の
正
室
の
待
請
道
具
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

候
補
の
二
人
は
、
い
ず
れ
も
実
家
は
将
軍
家
・
田
安
家
で
、
家
紋
は
葵
で
あ
る
。
②
の

指
摘
は
、
両
紋
付
の
家
紋
の
う
ち
、
抱
牡
丹
紋
を
葵
紋
に
付
け
直
し
て
、
葵
紋
の
み
と

し
た
と
考
え
れ
ば
、
辻
褄
が
合
う
。
さ
ら
に
①
に
指
摘
し
た
点
は
、
両
紋
→
葵
紋
→
両

紋
と
紋
直
し
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
福
君
の
婚
礼
時
に
は
す
べ
て
の
婚
礼
調
度
を

両
紋
に
は
付
け
替
え
ず
、
主
要
な
調
度
の
み
抱
牡
丹
紋
と
し
、
大
半
を
葵
紋
の
ま
ま
と

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
葵
紋
付
の
調
度
の
中
に
は
紋
直
し
の
跡
が
み
ら

れ
な
い
作
例
も
あ
り
、
当
初
よ
り
葵
紋
だ
け
を
付
け
た
調
度
も
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
現
存
す
る
菊
折
枝
調
度
は
、
梨
子
地
の
色
合

い
や
、
蒔
絵
や
金
貝
に
お
け
る
金
銀
の
使
用
の
割
合
、
菊
折
枝
の
文
様
の
量
感
や
密
度

の
精
粗
に
差
が
あ
り
、
複
雑
に
異
な
る
。
判
断
が
難
し
い
作
例
も
多
い
が
、
特
徴
ご
と

に
左
記
の
五
タ
イ
プ
に
分
類
し
、
表
5
中
に
併
せ
て
示
し
た
。

Ａ　
　

黄
色
味
が
強
い
梨
子
地
肌
。
菊
折
枝
は
薄
肉
高
蒔
絵
で
あ
ら
わ
さ
れ
、
最
も

量
感
が
あ
り
写
実
的
で
あ
る
。
一
枝
に
つ
く
花
数
が
多
く
、
全
体
の
密
度
も

高
い
。
銀
蒔
絵
の
比
率
が
高
い（
図
12
）。

Ｂ　
　

黄
色
味
の
あ
る
梨
子
地
肌
。
菊
折
枝
の
一
枝
が
短
く
、
一
枝
に
つ
く
花
数
は

さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
銀
蒔
絵
・
銀
金
貝
の
比
率
が
高
い
。
紋
直
し
で
な
い
葵

紋
は
縁
輪
内
が
金
沃
懸
地
で
あ
る（
図
13
）。

Ｃ　
　

黄
色
味
の
あ
る
梨
子
地
肌
で
、
菊
折
枝
の
花
数
が
多
く
、
こ
ん
も
り
と
し
た

花
房
に
特
徴
が
あ
り
、
全
体
の
密
度
も
高
い
。
金
の
金
貝
を
多
用
す
る
た

め
、
梨
子
地
肌
と
あ
い
ま
っ
て
、
全
体
と
し
て
見
た
と
き
、
最
も
金
色
が
感

じ
ら
れ
る（
図
14
）。

Ｄ　
　

や
や
赤
味
の
あ
る
梨
子
地
肌
。
菊
折
枝
の
花
数
が
少
な
い
。
枝
ぶ
り
も
細
く

単
調
で
全
体
に
平
板
な
印
象
を
受
け
る（
図
15
・
16
）。
中
に
は
、
赤
味
の
強

い
梨
子
地
肌
の
作
例
も
あ
る
。

（
44
）

（
45
）
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Ｅ　
　

右
の
四
タ
イ
プ
に
該
当
し
な
い
作
。
も
し
く
は
判
断
が
難
し
い
作
。

調
度
に
よ
り
紋
直
し
や
塗
直
し
が
あ
り
、
ま
た
大
揃
え
の
婚
礼
調
度
の
場
合
、
同
時

に
梨
子
地
・
村
梨
子
地
・
黒
地（
蠟
色
塗
・
黒
塗
も
含
む
）の
道
具
を
揃
え
、
そ
の
格
式
や

蒔
絵
師
に
よ
っ
て
様
式
の
違
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
一
概
に
判
断
で
き
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
葵
紋
は
時
代
に
よ
っ
て
様
式
が
変
化
し
、
製
作
年
代
を
判
定
す
る
基

準
と
な
る
。
Ｃ
タ
イ
プ
の
当
初
か
ら
の
葵
紋
は
、
縁
輪
お
よ
び
葉
柄
が
細
く
、
三
つ
葉

も
葉
先
が
接
す
る
こ
と
な
く
空
間
が
比
較
的
広
い
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
中
期
の
特
徴

を
示
す
と
い
え
る（
図
19
）。
Ｃ
タ
イ
プ
を
基
準
と
し
て
そ
の
他
を
確
認
す
る
と
、
Ａ
タ

イ
プ
は
紋
直
し
が
多
く
、
葵
紋
に
よ
る
時
代
判
定
は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
、

当
初
と
み
ら
れ
る
葵
紋
は
薄
肉
の
高
蒔
絵
で
蒔
絵
粉
の
色
合
い
も
変
化
に
富
み
、
空
間

が
広
い（
図
17
）。
ま
た
菊
の
折
枝
の
表
現
が
最
も
古
様
で
あ
る
。
当
初
と
み
ら
れ
る
銀

蒔
絵
に
錆
足
が
出
て
、
風
格
あ
る
古
色
を
示
す
。
Ｂ
タ
イ
プ
は
菊
折
枝
の
表
現
は
や
や

平
板
な
も
の
の
、
葵
紋
は
基
本
的
に
縁
輪
内
を
金
沃
懸
地
と
し
、
Ｃ
よ
り
縁
輪
内
に
占

め
る
三
つ
葉
の
割
合
が
小
さ
く
、
古
様
を
示
す（
図
18
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｄ
タ
イ
プ

の
葵
紋
は
Ｃ
タ
イ
プ
に
比
べ
、
全
体
の
傾
向
と
し
て
、
葵
の
葉
が
や
や
大
き
く
空
間
が

狭
く
な
っ
て
い
る（
図
20
・
21
）。
中
に
は
付
け
直
し
が
な
く
と
も
、
葉
先
が
よ
り
直
線

的
で
縁
輪
内
の
空
間
が
か
な
り
狭
い
江
戸
時
代
後
期
の
特
徴
に
近
い
葵
紋
も
見
い
だ
さ

れ
る（
図
22
）。
菊
の
折
枝
の
表
現
は
い
ず
れ
も
花
数
に
乏
し
く
、
平
板
か
つ
単
調
で
あ

る
。
中
に
は
梨
子
地
肌
の
赤
味
が
よ
り
強
く
、
全
体
と
し
て
経
年
劣
化
を
あ
ま
り
感
じ

さ
せ
な
い
作
例
が
あ
り
、
Ｄ
タ
イ
プ
は
さ
ら
に
分
類
も
可
能
だ
が
、
葵
紋
の
表
現
と
梨

子
地
肌
の
特
徴
が
時
代
的
に
一
致
し
な
い
例
も
あ
り
、
判
断
が
難
し
い
。
Ｄ
タ
イ
プ
の

分
類
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
全
体
的
の
流
れ
と
し
て
は
Ａ
タ
イ
プ
が
最
も
古
く
、
降
順

に
時
代
が
下
が
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

葵
紋
が
江
戸
時
代
中
期
の
特
徴
を
示
す
Ｃ
タ
イ
プ
は
、
蒔
絵
に
よ
る
家
紋
だ
け
で
な

（
46
）

（
47
）

く
金
具
も
両
紋
が
付
く
こ
と
が
多
い
。
後
世
の
例
と
な
る
が
、
十
三
代
将
軍
家
定
の
継

室
で
あ
っ
た
天
璋
院
篤
姫
、
十
四
代
将
軍
家
茂
の
正
室
・
皇
女
和
宮
の
婚
礼
関
係
の
史

料
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
幕
府
が
用
意
し
た
待
請
道
具
の
蒔
絵
調
度
に
は
将
軍
家
と
実

家
の
両
紋
を
付
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
「
両
御
紋
」
と
の
言
葉
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
婚
家
で
製
作
す
る
待
請
道
具
に
は
両
紋
を
付
け
る
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
と
み

ら
れ
る
。
こ
の
例
に
従
え
ば
、
Ｃ
タ
イ
プ
は
宝
暦
二
年（
一
七
五
二
）の
好
君
の
婚
礼
時

に
待
請
道
具
と
し
て
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｄ
タ
イ
プ
も
伝
承
か
ら
、
行
列
道

具
の
乗
物
は
好
君
の
婚
礼
調
度
と
推
測
さ
れ
る
が
、
Ｃ
に
比
べ
る
と
菊
折
枝
の
枝
ぶ
り

も
痩
せ
て
単
調
な
表
現
で
あ
る
た
め
、
Ｃ
タ
イ
プ
と
果
た
し
て
同
時
期
で
あ
る
か
は
、

現
時
点
で
即
断
は
控
え
た
い
。
Ｄ
タ
イ
プ
の
う
ち
、
当
初
か
ら
葵
紋
だ
け
が
付
け
ら
れ

た
作
例
の
な
か
で
は
、
寛
政
十
一
年
の
淑
姫
の
婚
礼
調
度
と
し
て
不
足
分
を
新
調
補
完

し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

Ａ
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
、
紋
直
し
が
多
い
も
の
の
、
紐
金
具
等
に
牡
丹
紋
が
見
受

け
ら
れ
、
古
様
を
示
す
こ
と
か
ら
、
好
君
・
福
君
と
同
じ
く
近
衛
家
か
ら
享
保
三
年

（
一
七
一
八
）に
六
代
継
友
の
正
室
と
し
て
嫁
い
だ
安
己
君（
表
1
参
照
）の
婚
礼
調
度
が
想

定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
Ａ
タ
イ
プ
の
中
に
は
、
注
意
を
要
す
る
作
例
も
あ
る
。
双
六
盤

（
表
5
「
福
君
道
具
帳
」
62
）は
、
取
手
金
具
に
葵
紋
と
十
二
裏
菊
紋
を
付
け
る（
挿
図
3
・

図
23
）。
ま
た
、
近
年
寄
贈
さ
れ
た
双
六
盤（
表
5
「
そ
の
他
道
具
帳
」
46
）は
、
Ｂ
タ
イ
プ

に
分
類
さ
れ
る
が
、
や
は
り
外
箱
の
蓋
表
に
葵
紋
と
十
二
裏
菊
紋
を
金
蒔
絵
で
あ
ら
わ

す（
挿
図
4
・
図
24
）。
各
双
六
盤
の
寸
法
が
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
伝
来
の
途

中
で
箱
が
入
れ
替
っ
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
葵
紋
と
と
も
に

付
け
ら
れ
た
家
紋
が
牡
丹
紋
で
は
な
く
十
二
裏
菊
紋
で
あ
っ
た
こ
と
は
特
筆
に
値
し
よ

う
。
な
ぜ
な
ら
、
菊
折
枝
調
度
が
必
ず
し
も
近
衛
家
で
は
な
く
、
別
家
と
の
婚
礼
調
度

と
し
て
製
作
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
か
ら
で
あ
る
。
紋
直
し
は
必
ず
し
も
抱
牡
丹

（
48
）

（
49
）
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七
二

紋
→
葵
紋
と
は
限
ら
ず
、
十
二
裏
菊
紋
→
葵
紋
の
場
合
も
あ
り
得
る
こ
と
に
な
る
。
裏

菊
紋
は
宮
家
が
想
定
さ
れ
る
が
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
尾
張
家
は
宮
家
と
は
婚
姻
関
係

に
な
く
、
婚
姻
関
係
の
あ
る
宮
家
が
ら
み
で
は
広
幡
家
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
広

幡
家
は
八
条
宮
智
仁
親
王
の
三
男
忠
幸
に
始
ま
る
清
華
家
で
、
忠
幸
の
娘
瑩
珠
院
新に

い

君ぎ
み（

一
六
五
四
〜
九
二
）が
寛
文
七
年（
一
六
六
七
）に
三
代
綱つ
な

誠な
り

の
正
室
と
し
て
嫁
い
で
い

る
。
但
し
、
通
常
知
ら
れ
る
広
幡
家
の
家
紋
は
十
六
裏
菊
紋
で
あ
る
た
め
、
断
定
は
難

し
い
。

こ
の
ほ
か
現
存
作
例
の
う
ち
で
は
、
鞍
・
鐙（
表
5
「
そ
の
他
道
具
帳
」
41
）が
、
菊
折

枝
の
文
様
が
隙
間
な
く
高
蒔
絵
で
あ
ら
わ
さ
れ
、
葵
紋
も
三
つ
葉
の
小
さ
い
江
戸
時
代

前
期
の
様
式
を
示
す（
挿
図
5
・
図
25
）。
由
岐
裏
に
「
天（
一
六
八
二
）

和
二
年
正
月
吉
日
」
の
銘
が
あ

り
、
銘
に
従
え
ば
製
作
年
代
が
十
七
世
紀
後
半
ま
で
遡
り
得
る
可
能
性
が
あ
る
。
男
性

用
に
比
べ
、
小
振
り
の
た
め
女
性
用
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
だ
が
、
こ
の
様
式

の
作
例
は
一
件
し
か
な
く
、
そ
も
そ
も
婚
礼
調
度
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
菊
折
枝
調
度
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
製
作
年
代
や
製
作
事
情
が
異
な
る

調
度
が
複
合
的
に
集
成
し
て
伝
来
し
て
お
り
、
紋
直
し
も
数
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て

い
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
諸
相
は
簡
単
に
読
み
解
け
る
も
の
で
は
な
い
が
、
何
世
代
に
も

わ
た
り
、
再
利
用
と
不
足
分
の
新
調
補
完
を
繰
り
返
し
、
こ
れ
だ
け
の
大
規
模
な
婚
礼

調
度
群
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
菊
折
枝
で
も
、
村
梨
子
地
や
蠟
色
塗
・
黒
塗

と
は
異
な
り
、
梨
子
地
の
調
度
が
明
治
維
新
後
も
さ
ほ
ど
散
逸
せ
ず
に
残
さ
れ
た
の

は
、
梨
子
地
と
い
う
仕
様
が
尾
張
家
の
高
い
格
式
を
象
徴
す
る
が
ゆ
え
に
大
切
に
保
管

さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
梨
子
地
は
器
物
の
表
面
に
ま
ん
べ
ん
な
く
梨
の
肌
の
よ
う
に

金
粉
を
蒔
き
付
け
る
た
め
、
使
用
す
る
金
粉
の
量
が
夥
し
く
、
黒
地（
蠟
色
塗
・
黒
塗
）

に
比
べ
て
数
段
手
間
も
か
か
る
。
意
匠
面
に
お
い
て
も
尾
張
家
伝
来
で
同
じ
梨
子
地
の

「
松
橘
蒔
絵
調
度
」（
聖
聡
院
従
姫
所
用
）を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
流
水
の
あ
る
土
坡
に
松
橘

挿図5　鞍・鐙

挿図3　双六盤（福君道具帳62）挿図4　双六盤（その他道具帳46）
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七
三

の
樹
木
を
風
景
模
様
と
し
た
「
松
橘
蒔
絵
調
度
」
に
比
べ
、
菊
の
折
枝
を
全
体
的
に
散

ら
し
た
だ
け
の
意
匠
は
、
新
調
補
完
す
る
に
し
て
も
汎
用
性
が
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

大
名
婚
礼
調
度
の
現
存
作
例
を
見
る
限
り
、
江
戸
時
代
後
期
は
将
軍
家
に
お
い
て
も

村
梨
子
地
も
し
く
は
黒
地（
蠟
色
塗
・
黒
塗
）に
唐
草
蒔
絵
の
婚
礼
調
度
が
主
流
で
あ
り
、

補
完
の
た
め
と
し
て
も
福
君
の
婚
礼
時
に
ど
れ
だ
け
梨
子
地
の
調
度
が
新
調
さ
れ
た
か

は
疑
わ
し
い
。
む
し
ろ
福
君
婚
礼
時
に
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の

が
、
菊
折
枝
蒔
絵
雛
道
具
で
あ
る
。
こ
の
雛
道
具
は
、
葵
紋
と
抱
牡
丹
紋
の
両
紋
付
だ

が
、
梨
子
地
粉
に
金
粉
だ
け
で
な
く
銀
粉
も
し
く
は
錫
粉
が
混
じ
っ
て
い
る
の
か
、
全

体
に
茶
色
味
が
強
く
見
え
る（
図
26
）。
こ
の
梨
子
地
の
色
合
い
は
、
後
補
と
み
ら
れ
る

婚
礼
調
度
の
蓑
箱
・
挟
箱
の
担
い
棒
と
共
通
し
、
時
代
の
降
下
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
担

い
棒
の
抱
牡
丹
紋
は
牡
丹
ａ
で
、
雛
道
具
は
先
述
の
通
り
牡
丹
ｂ
で
あ
り
、
注
意
を
要

す
る
。
但
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
み
た
い
。
牡
丹
ｂ
が
先
述
し
た

御
紋
本
の
「
是
迄
福
君
様
御
紋
ハ
牡
丹
少
々
違
ひ
枝
な
し
牡
丹
」
に
該
当
す
る
と
仮
定

す
れ
ば
、
御
紋
本
を
要
求
す
る
以
前
に
、
ま
ず
牡
丹
ｂ
を
付
け
て
雛
道
具
を
新
調
し

た
。
と
こ
ろ
が
婚
礼
調
度
に
牡
丹
紋
の
付
け
直
し
を
行
う
際
に
好
君
時
代
の
抱
牡
丹
紋

と
の
違
い
に
気
づ
い
た
た
め
、
改
め
て
御
紋
本
を
近
衛
家
に
要
求
し
、
行
列
道
具
を
は

じ
め
棚
道
具
な
ど
に
は
牡
丹
ａ
で
紋
直
し
を
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
く
ま
で

推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
両
紋
付
で
あ
る
こ
と
、
Ｃ
タ
イ
プ
と
は
梨
子
地
の
色
合
い
が
異

な
る
こ
と
か
ら
、
菊
折
枝
蒔
絵
雛
道
具
は
福
君
の
婚
礼
時
の
製
作
が
有
力
視
さ
れ
る
。

お　

わ　

り　

に

福
君
の
婚
礼
は
、
天
保
年
間
の
厳
し
い
財
政
・
社
会
事
情
の
中
、
諸
事
手
軽
に
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
、実
家
で
あ
る
近
衛
家
へ
の
御
用
脚
金
も
半
減
さ
れ
た
。
そ
の
反
面
、

嫁
入
り
行
列
は
総
勢
千
人
に
も
及
び
、
供
回
り
の
者
に
衣
服
を
新
調
さ
せ
、
華
美
が
尽

く
さ
れ
た
。
夫
の
斉
温
が
家
督
相
続
し
て
以
来
、
一
度
も
国
入
り
せ
ず
、
藩
主
斉
温
に

対
す
る
政
治
的
な
求
心
力
が
失
わ
れ
る
な
か
で
、
国
許
の
名
古
屋
で
公
家
筆
頭
の
近
衛

家
か
ら
迎
え
た
継
室
の
福
君
の
嫁
入
り
行
列
と
い
う
政
治
的
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
派
手
や
か
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
藩
主
の
権
威
を
取
り
戻
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
の
壮
大
な
行
列
の
な
か
で
一
番
の
目
玉
が
、「
惣
金
」
の
菊
折
枝
蒔
絵
乗

物
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
尾
張
家
に
お
け
る
菊
折
枝
調
度
の
位
置
付
け
を
よ
く
示
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
総
梨
子
地
の
乗
物
自
体
、
現
存
作
例
と
し
て
は
菊
折
枝
を
含
め
四
件

し
か
知
ら
れ
ず
、
し
か
も
い
ず
れ
の
所
用
者
も
徳
川
将
軍
家
や
尾
張
・
水
戸
と
い
っ
た

徳
川
家
一
門
が
ら
み
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。乗
物
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

総
梨
子
地
の
婚
礼
調
度
は
、
高
い
格
式
を
視
覚
的
に
示
し
、
か
つ
尾
張
家
藩
主
の
正
室

の
格
式
を
整
え
る
道
具
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
菊
折
枝
調
度
が
公
家
の
近
衛
家
か
ら
嫁
ぐ
好
君
・
福
君
を
迎
え
入
れ
る

た
め
、
尾
張
家
で
用
意
さ
れ
た
待
請
道
具
で
あ
っ
た
こ
と
を
史
料
分
析
に
よ
り
解
明
し
、

併
せ
て
好
君
・
福
君
以
外
の
尾
張
家
の
藩
主
正
室
や
娘
た
ち
の
道
具
と
し
て
何
世
代
に

も
わ
た
り
、
再
利
用
と
不
足
分
の
新
調
補
完
を
繰
り
返
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
可
能
性

を
指
摘
し
た
。
再
利
用
あ
る
い
は
使
い
回
し
と
い
う
言
葉
は
、
価
値
が
半
減
す
る
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
梨
子
地
に
か
か
る
金
額
と
手
間
を
考
え
れ
ば
、
大
揃
え
の
婚

礼
調
度
を
一
度
に
新
調
す
る
よ
り
も
遥
か
に
財
政
的
負
担
が
少
な
い
だ
け
で
な
く
、
新

調
だ
と
し
て
も
村
梨
子
地
や
黒
地（
蠟
色
塗
・
黒
塗
）の
婚
礼
調
度
で
は
決
し
て
創
出
し

え
な
い
視
覚
効
果
の
高
さ
や
価
値
を
、
総
梨
子
地
の
菊
折
枝
調
度
に
見
出
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
百
数
十
年
余
り
の
長
き
に
わ
た
っ
て
大
揃
え
の
ま
ま
脈
々
と
尾
張
家
の

女
性
た
ち
の
間
で
再
利
用
さ
れ
つ
つ
受
け
継
が
れ
て
き
た
菊
折
枝
調
度
は
、
江
戸
時
代

を
通
じ
て
建
中
寺
で
秘
蔵
さ
れ
て
き
た
国
宝
「
初
音
の
調
度
」
と
は
ま
た
別
の
意
味
で
、

（
50
）
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尾
張
家
を
代
表
す
る
婚
礼
調
度
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

一
方
、
何
世
代
に
も
わ
た
り
使
用
さ
れ
て
き
た
が
ゆ
え
に
、
製
作
年
代
を
は
じ
め
、

葵
紋
・
抱
牡
丹
紋
の
付
け
直
し
の
時
期
や
、
二
つ
の
双
六
盤
に
付
け
ら
れ
た
十
二
裏
菊

紋
の
所
用
者
な
ど
、
本
稿
で
解
明
で
き
た
と
は
言
い
難
い
問
題
点
も
多
く
残
る
。
本
文

で
は
特
に
触
れ
な
か
っ
た
が
、
菊
折
枝
調
度
に
は
外
箱
の
合
口
に
、
梅
の
丸
文（
梅
印

　

挿
図
6
）や
橘
文（
橘
印　

挿
図
7
）の
金
蒔
絵
が
施
さ
れ
て
い
る
双
六
盤
や
提
重
な
ど

の
一
群
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
所
用
者
を
示
す
手
印
と
も
み
ら
れ
る
が
、
い
か
な
る
法
則

の
も
と
に
付
け
ら
れ
た
の
か
は
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
。

大
名
婚
礼
調
度
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
持
参
道
具
と
待
請
道
具
が
あ
り
、
実
家
お
よ

び
婚
家
が
武
家
か
公
家
か
に
よ
っ
て
も
婚
礼
調
度
の
格
式
は
さ
ま
ざ
ま
に
違
い
を
見
せ

る
。
本
稿
は
、
天
保
期
に
公
家
か
ら
武
家
に
嫁
い
だ
福
君
の
婚
礼
と
婚
礼
調
度
の
再
利

用
の
一
事
例
を
報
告
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
江
戸
時
代
の
大
名
家
の
婚
礼
お
よ
び
大
名

婚
礼
調
度
研
究
の
発
展
に
お
い
て
、
本
稿
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

挿図6　薬通箱 外箱　梅印

挿図7　提重 外箱　橘印

註（
1
）　

徳
川
美
術
館
編
『
徳
川
美
術
館
蔵
品
抄
7　

婚
礼
』　

徳
川
美
術
館　

一
九
九
一
年
四
月
。

徳
川
美
術
館
編
『
徳
川
美
術
館
蔵
品
抄
5　

雛　

ひ
ゐ
な
』　

徳
川
美
術
館　

一
九
八
九
年

二
月
。

小
池
富
雄
「
俊
恭
院
福
君
の
婚
礼
調
度
と
雛
道
具
」（
徳
川
美
術
館
編
『
徳
川
美
術
館
蔵
品

抄
5　

雛　

ひ
ゐ
な
』　

徳
川
美
術
館　

一
九
八
九
年
二
月
）。

吉
川
美
穂
執
筆
『
日
本
最
大
の
婚
礼
調
度
─
さ
ち
ぎ
み
様
の
お
嫁
入
り
─
』　

徳
川
美
術

館　

二
〇
一
七
年
二
月
。

（
2
）　

名
古
屋
市
編『
名
古
屋
市
史　

政
治
編
第
二
』　

名
古
屋
市
役
所　

一
九
一
五
年
十
二
月
。

林
董
一
『
将
軍
の
座　

徳
川
御
三
家
の
政
治
力
』　

風
媒
社　

二
〇
〇
八
年
十
二
月
。

（
3
）　
「
国
秘
録
」
第
二
十
三（
御
女
中
向
御
定
書
写 

尾
州
御
広
敷
御
役
附
大
抵　

松
の
葉
日
記

　

凪
の
記
）　

徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵（
旧
蓬
左
二
八
─
三
）。

（
4
）　

霞
会
館
華
族
家
系
大
成
編
輯
委
員
会
編
纂
『
平
成
新
修 

旧
華
族
家
系
大
成　

下
巻
』　

霞

会
館　

一
九
九
六
年
十
一
月
。
な
お
、「
俊
恭
院
女
君
御
行
状
」（
続
学
舎
叢
書
26　

上
田
仲
敏

著　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）に
よ
れ
ば
、
実
母
は
「
大
聖
寺
宮
御
内
津
田
右
兵
衛　

妹　

玉

川
」
と
あ
る
。

（
5
）　

前
掲
註（
4
）「
俊
恭
院
女
君
御
行
状
」
参
照
。
以
下
、
本
章
に
お
け
る
福
君
の
経
歴
は
、

同
書
に
よ
る
。

（
6
）　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
編
『
稿
本 

藩
士
名
寄　

二
七
〜
二
九　

お
ノ
一
〜
お
ノ
三
』　

名
古

屋
市
蓬
左
文
庫　

一
九
九
八
年
十
月
。

（
7
）　
「
天
保
六
乙
未
年 

福
君
様
尾
州
様
へ
御
縁
組
ニ
付 

今
出
川
御
殿
へ
文
通
贈
答
之
控 

自
二

月 

御
納
戸
方
」　

陽
明
文
庫
蔵（「
陽
明
文
庫
文
書
分
類
目
録
」
家
門
篇
三　

八
七
八
七
）。
本

文
中
で
は
「
福
君
縁
組
控
」
と
略
称
す
る
。

（
8
）　
「
天
保
七
丙
申
歳
八
月　

福
君
様
御
参
内
之
節
御
献
上
幷
被
下
之
扣　

御
納
戸
方
」　

陽
明

文
庫
蔵（「
陽
明
文
庫
文
書
分
類
目
録
」
家
門
篇
三　

八
七
八
九
）。

（
9
）　
「
福
君
様
御
縁
談
一
式　

義　

同
年
七
月
廿
七
日
ヨ
リ
九
月
廿
二
日
迠　

検
定
所
」　

陽
明

文
庫
蔵（「
陽
明
文
庫
文
書
分
類
目
録
」
家
門
篇
三　

八
七
六
八
）。
本
文
中
で
は
「
福
君
縁
談

一
式　

義
」
と
略
称
す
る
。

（
10
）　
「
福
君
様
御
縁
談
一
式　

禮　

天
保
七
年
九
月
二
十
三
日
ヨ
リ
十
月
六
日
マ
テ　

検
定

所
」　

陽
明
文
庫
蔵（「
陽
明
文
庫
文
書
分
類
目
録
」
家
門
篇
三　

八
七
六
七
）。
本
文
中
で
は

「
福
君
縁
談
一
式　

礼
」
と
略
称
す
る
。
同
書
に
は
「
御
拝
領
物
」
と
記
さ
れ
る
が
、
三
十
六

歌
仙
手
鑑
、
十
躰
和
歌
巻
の
表
具
や
金
具
等
の
製
作
に
関
わ
る
見
積
書
や
請
求
書
が
近
衛
家
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（
陽
明
文
庫
蔵
）に
残
さ
れ
て
お
り
、
拝
領
と
い
う
形
を
取
り
な
が
ら
、
実
は
近
衛
家
が
製
作
用

意
し
た
と
み
ら
れ
る
。

（
11
）　

外
箱
の
蓋
裏
貼
紙
に
「
天
保
七
年
十
月　

進
上
」
の
墨
書
が
あ
る
。

（
12
）　

近
松
真
知
子
「
大
名
の
婚
姻
─
変
遷
・
法
令
・
縁
組
・
結
納
・
輿
入
れ
・
婚
礼
・
献
立
─
」

（『
徳
川
美
術
館
蔵
品
抄
7　

婚
礼
』
徳
川
美
術
館　

一
九
九
一
年
四
月
）。

（
13
）　

前
掲
註（
7
）。「
福
君
縁
組
控
」
天
保
七
年
四
月
付
書
状
控
。

福
君
様
御
下
向
御
婚
礼
ニ
付
而
ハ
多
分
之
御
物
入
ニ
有
之
候 

中
納
言
様
御
再
縁
之
義
ニ
も
候
得

者 

御
婚
礼
式
も
御
手
軽
之
調
ニ
付
其
余
之
儀
も
万
端
右
に
准
じ
御
省
略
取
斗
候
間 

維
学
心
院

様
よ
り 

福
君
様
御
下
向
ニ
付
御
世
話
被
成
進
候
哉
も
前
形
之
趣
を
以
御
省
略
筋
可
取
斗
旨（
後

略
）

（
14
）　

前
掲
註（
3
）参
照
。

（
15
）　
「
国
秘
録　

安
政
御
改
革
惣
帳
」
第
四（
惣
帳
五　

尾
城
三
之
丸
艮
隅
御
屋
形
御
住
居
聖
聡

院
様
・
俊
恭
院
様
御
附
衆
之
員
・
御
本
丸
御
女
中
向
キ
之
録
）　

徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵（
旧
蓬

左 

三
一
─
二
四
）。
内
訳
は
御
用
人
二
人
・
御
用
役
六
人（
内 

御
賄
頭
兼
一
人
）・
御
賄
頭
一

人
・
御
傳
目
付
十
一
人
・
御
傳
六
人
・
御
同
朋
一
人
・
御
用
達
四
人
・
御
徒
組
頭
一
人
・
御
物

書
三
人
・
御
徒
七
人
・
御
台
所
人
組
頭
二
人（
内 

御
台
所
人
勤
一
人
）・
御
賄
人
組
頭
一
人（
外

に
仕
理
一
人
）・
御
台
所
人
四
人
・
御
賄
人
六
人
・
坊
主
二
人
・
御
物
書
添
書
二
人
・
同
心
組

頭
共
十
八
人
・
御
勝
手
口
番
十
三
人
・
御
下
男
組
頭
二
人
・
御
中
間
組
頭
三
人
・
御
輿
之
者
八

人
・
中
間
三
十
二
人
・
下
男
十
三
人
で
あ
る
。

（
16
）　
「
御
用
留
」　

徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵（
尾
一
─
一
）。

（
17
）　

④
「
六 

道
具
帳
」・
⑤
「
五 

道
具
帳
」
は
三
之
丸
御
屋
形
で
御
屋
形
付
役
人
が
使
用
し

た
と
み
ら
れ
る
備
品
類
を
記
す
。

（
18
）　

⑫
「
御
雛
御
道
具
帳
」
は
前
掲
註（
1
）『
徳
川
美
術
館
蔵
品
抄
5　

雛　

ひ
ゐ
な
』
に
翻

刻
さ
れ
る
。

（
19
）　

前
掲
註（
1
）『
徳
川
美
術
館
蔵
品
抄
7　

婚
礼
』
に
は
、「
内
家
局
江
引
渡
候
分 

俊
恭
院

様 

御
道
具
帳
」
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、「
御
行
列
御
道
具
帳
」「
道
具
帳
」
の
二
つ
と
内
容

を
比
較
し
て
み
れ
ば
、
内
容
が
重
複
す
る
も
の
の
「
内
家
局（
以
下
略
）」
の
方
が
作
品
件
数
や

後
世
の
書
入
れ
と
い
っ
た
情
報
が
少
な
い
。
ま
た
「
内
家
局（
以
下
略
）」
は
末
尾
に
「
巳
九
月
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
述
す
る
「
好
君
道
具
帳
」
と
同
様
、
明
治
二
年（
己
巳　

一
八
六
九
）の

記
録
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ
る
。

（
20
）　

前
掲
註（
1
）『
徳
川
美
術
館
蔵
品
抄
7　

婚
礼
』
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
21
）　

⑮
「
地
並
御
道
具
」
は
他
の
意
匠
の
蒔
絵
を
は
じ
め
、
陣
羽
織
や
直
垂
や
武
具
な
ど
も
記

載
さ
れ
、
好
君
の
道
具
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
が
、
菊
折
枝
調
度
が
含
ま
れ
る
た
め
、
表
3

で
は
蒔
絵
調
度
の
み
取
り
上
げ
た
。
ま
た
「
地
並
御
道
具
」
以
降
に
は
俊
恭
院（
福
君
）・
聖
聡

院（
従
姫
）・
光
雲
院（
安
己
君
）な
ど
の
所
用
道
具
が
記
載
さ
れ
る
が
、
割
愛
し
た
。
こ
の
う
ち

俊
恭
院（
福
君
）所
用
と
さ
れ
る
道
具
は
、
表
3
「
福
君
道
具
帳
」
と
照
合
す
る
と
、「
利
姫
引

移
道
具
」
と
一
致
す
る
た
め
、
一
旦
は
利
姫
の
引
移
道
具
と
さ
れ
た
も
の
の
、
実
際
は
使
用
さ

れ
ず
、
尾
張
家
に
残
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

（
22
）　

硯
箱
は
皇
室
と
の
ゆ
か
り
が
深
い
京
都
・
泉
涌
寺
に
伝
来
し
た
桜
町
天
皇（
一
七
二
〇
〜

五
〇
）の
遺
愛
品
で
あ
る
。
桜
町
天
皇
の
母
は
近
衛
家
煕
の
娘
・
尚ひ
さ

子こ
（
一
七
〇
二
〜
二
〇
）で

あ
り
、
そ
の
妹
の
安
己
君
が
尾
張
家
六
代
継
友
へ
嫁
い
で
い
る
。
こ
の
た
め
硯
箱
は
、
十
八
歳

の
若
さ
で
世
を
去
っ
た
母
の
遺
品
、
も
し
く
は
二
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
叔
母
の
形
見
と
し
て

天
皇
へ
と
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
時
知
恩
寺
は
五
摂
家
筆
頭
の
近
衛

家
が
か
つ
て
管
理
し
た
尼
門
跡
寺
院
で
あ
る
。
近
衛
家
と
尾
張
家
は
第
一
章
で
先
述
し
た
よ
う

に
複
数
の
婚
姻
関
係
で
結
ば
れ
て
お
り
、
両
家
の
ゆ
か
り
は
深
い
。
短
冊
・
色
紙
箱
は
、
形
見

分
け
な
ど
と
し
て
近
衛
家
に
も
た
ら
さ
れ
た
品
を
姫
た
ち
の
菩
提
を
弔
う
た
め
三
時
知
恩
寺
に

寄
進
、
も
し
く
は
姫
君
自
身
に
よ
っ
て
存
命
中
に
親
戚
の
尼
門
跡
に
贈
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
京
都
国
立
博
物
館 

研
究
員 

永
島
明
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
23
）　

利
姫
は
父
斉
荘
が
田
安
家
四
代
当
主
で
あ
っ
た
天
保
七
年
に
田
安
邸
で
誕
生
し
た
。
父
が

尾
張
家
の
家
督
を
相
続
し
た
た
め
、
弘
化
二
年
に
清
水
斉
彊
の
養
女
と
な
り
、
斉
荘
の
養
子
と

な
っ
た
鎰
丸（
後
、
尾
張
家
十
三
代
慶
臧
）と
縁
組
し
た
。
慶
臧
が
嘉
永
二
年
に
逝
去
し
た
た

め
、
嘉
永
四
年
に
浅
野
慶
熾
と
縁
組
、
安
政
三
年
に
嫁
い
だ
。

（
24
）　

本
稿
で
は
特
に
触
れ
な
い
が
、
③「
銀
器
御
道
具
帳
」
記
載
の
銀
器
は
、
銀
の
銚
子
や
湯

当
な
ど
が
天
保
十
五
年
二
月
に
十
二
代
斉
荘
の
「
花
閭
製
藤
花
銀
金
具
付
組
重
墨
箱
」（
徳
川
美

術
館
蔵
）の
隅
金
具
と
す
る
た
め
鋳
潰
さ
れ
た
。
ま
た
、
銀
長
柄
銚
子
・
加
銚
子
な
ど
が
嘉
永

五
年
に
栄
姫
の
道
具
と
す
る
た
め
広
敷
へ
、
銀
の
燗
風
炉
や
銚
子
が
文
久
元
年（
一
八
六
一
）に

江
戸
下
向
す
る
元
千
代（
十
六
代
義
宜
）の
道
具
と
し
て
御
数
寄
屋
へ
渡
さ
れ
て
お
り
、
男
女
を

問
わ
ず
、
銀
器
は
再
利
用
さ
れ
る
確
率
が
高
い
。
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（
25
）　

政
姫
は
、
二
本
松
丹
羽
家
九
代
長
富
の
娘
で
あ
る
。
茂
徳
と
政
姫
の
婚
姻
は
、
茂
徳
が
尾

張
家
分
家
の
高
須
松
平
家
十
一
代
当
主
だ
っ
た
嘉
永
六
年
に
行
わ
れ
た
。
安
政
五
年
に
茂
徳
が

本
家
の
尾
張
家
の
家
督
相
続
し
た
際
に
、
尾
張
家
正
室
の
格
を
整
え
る
た
め
に
再
利
用
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
茂
徳
は
慶
応
二
年（
一
八
六
六
）に
一
橋
徳
川
家
十
代
当
主
と
な
っ
た
た

め
、
夫
婦
で
一
橋
家
に
引
き
移
っ
た
。

（
26
）　

柳
谷
慶
子
「
武
家
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」（『
新 

体
系
日
本
史
9 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
』　

山
川
出
版

社　

二
〇
一
四
年
七
月
）。

（
27
）　

前
掲
註（
7
）「
福
君
縁
組
控
」
の
う
ち（
天
保
七
年
）四
月
十
四
日
付
書
状
控
。

　
　
　
（
前
略
）

一　

御
首
途
御
道
中
御
行
列
御
用
御
道
具
類
御
廻
し
ニ
相
成
候　

御
品
数
承
知
い
た
し
度
事

　
　
　
　
　
　

付
札
御
行
列
御
道
具
御
廻
し
相
成
候
分

前
帋
之
通
ニ
而
候　
　
　
　
　
　

一　

御
先
例
被
進
候 

御
用
脚
金
之
義 

此
度
何
程
被
進
候
事
哉 

兼
而
承
置
度 

尤
被
進
候
ハ
ゝ

御
早
ク
御
廻
し
ニ
相
成
候
様
い
た
し
度
事

　
　
　
　
　
　

付
札
御
用
脚
金
之
義
頃
日

御
達
申
御
通
ニ
候
旨

　
　
　
　

四
月

　

右　

尾
崎
八
右
衛
門
へ
文
通
ニ
而
相
廻
ス

　
　
　

前
帋
左
之
通

　
　
　
　

御
道
中
御
行
列
御
道
具
御
廻
し
ニ
相
成
候
分

御
挟
箱　
　

一
對　
　

御
長
「　
　

一
振　
　

御
緋
傘　
　

一
本

御
立
傘　
　

一
本　
　

御
茶
弁
当　

一
荷　
　

御
水
荷
箱　

一
荷

御
蓑
箱　
　

壱　
　
　

御
桐
油
箱　

一
荷　
　

山
御
駕　
　

一
挺

御
用
所
箱　

壱　
　
　

御
幕
箱　
　

二
荷

　
　
　
（
後
略
）

（
28
）　

前
掲
註（
7
）「
福
君
縁
組
控
」
の
う
ち
天
保
七
年
六
月
付
書
状
控
。

　

演
説
頭
書

先
達
而
以
来 

追
々
申
聞
有
之
候 

御
用
脚
金
之
事 

別
紙
之
趣 

関
東
ゟ
申
来
候
ニ
付 

右
ニ
添

候
事
付
共 

弐
通
相
達
候
ニ
付
而
ハ 

書
面
ニ
有
之
候
通 

今
般
ハ
万
端
御
手
軽
与
之
事
ニ
付 

御

先
例
よ
り
被
進
高
も
相
減
来 

其
上
当
三
月
中
御
買
上
品
之
代
も
引
除
残
金
千
両
餘
之
内
を

以
程
能
及
御
打
合
い
つ
れ
ニ
も
右
金
高
ニ
而
御
用
意
御
整
有
之
様
可
取
斗
旨
申
来
候 

就
夫
御

先
例
者
尤
被
進
高
も
多　

其
御
方
様
御
一
手
ニ
而
万
端
御
用
意
等
御
整
被
進
候
趣
ニ
相
見
候

処 

此
度
之
義
者
御
案
内
之
通 

御
召
服
を
初
御
手
道
具
等 

多
分
此
方
ニ
而
御
用
意
被
進
も
有

之
義
ニ
付
而
者　

其
御
方
様
ニ
而
御
用
意
被
進
候
御
品
々
等
之
義 

今
般
申
来
候
趣
ニ
而
如
何
様

之
御
調
ニ
相
成
申
候
哉 

右
御
入
用
筋
之
廉
品
幷
御
入
用
金
高
大
法
御
取
調
御
申
聞
有
之
様

致
度
候 

右
者
関
東
へ
早
々
相
達
度
義
も
有
之
候
間　

其
御
心
得
□
早
速
御
申
聞
有
之

様
致
度
事

　
　

但
別
紙
拙
者
へ
申
談
之
書
付　

追
而
被
戻
候
事

　
　
　

六
月

（
29
）　

前
掲
註（
7
）「
福
君
縁
組
控
」
の
う
ち
天
保
七
年
六
月
付
書
状
写
。

　

福
君
様
御
縁
組
ニ
付　

近
衛
様
江
年
々
御
合
力
金
被
進
方
之
義 

追
々
御
申
聞
之
趣
有
之
候

ニ
付 

当
年
よ
り
弐
百
金
ツ
　ヽ

維
学
心
院
様
江
被
進
候
間　

近
衛
様
江
御
廻
し
被
進
候
様
ニ

与
之
御
事
ニ
候
旨 

成
瀬
隼
人
正
殿
申
越
候 

仍
而
此
段
御
達
申
置
候
事

六
月

（
30
）　

前
掲
註（
10
）「
福
君
縁
談
一
式　

礼
」
の
う
ち
天
保
七
年
九
月
晦
日
条
。

（
前
略
）

　
　

覚

一　

金
千
両
也

右
者
今
度　

福
君
様
御
下
向
ニ
付
御
用
脚
金　

維
学
心
院
様
被
進
之
内 

右
之
員
数
被
進

之 

慥
ニ
受
取
申
候
處
如
件

　
　

天
保
七
丙
申
歳
九
月
晦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
衛
殿
御
内 

吉
村
伊
勢
介
㊞

　
　
　

尾
崎
八
右
衛
門
殿

（
31
）　

前
掲
註（
27
）参
照
。

（
32
）　

前
掲
註（
9
）の
う
ち
「
福
君
縁
談
一
式　

義
」
天
保
七
年
七
月
付
書
状
控
。

先
達
而
御
再
談
有
之
候　

福
君
様
御
召
網
代
御
輿
之
義 

最
初
御
申
聞
之
趣 

尾
州
へ
相
達
候

処 
御
道
中
御
用
之
義
ハ
塗
御
輿
被
為
召 

網
代
御
輿
之
義
者
御
替
輿
之
積
ニ
候
間
前
段 

有
君

様
御
同
様
再
御
到
来
ニ
者
不
及
候
間 

重
段
御
達
申
候
様
之
申
来 

若
者
頃
日
御
申
聞
候
通
出

来
方
被
申
付
有
之
由
ニ
候
得
共 

何
卒
御
解
御
申
渡
候
義
者 

出
来
申
間
敷
哉
□
御
申
聞
之
事

　
　
　
　

七
月
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付
札

御
輿
之
儀 

都
而　

其
御
方
様
ニ
而
御
取
斗
御
座
候
様
ニ 

先
達
而
付
札
を
以
及
御
答
候
処 

今
度

網
代
御
輿
一
挺
新
調
ニ 

被
仰
付
度
旨
ニ
付 

此
御
殿
ニ
而
申
付
候
様 

過
日
依
御
頼 

則
申
付
候

義
ニ
而
最
早
過
半
出
来
之
様
子
ニ
付 

迚
も
打
留
メ
候
事
難
致
候
間 

右
新
調
網
代
御
輿
ニ
御
道

中
可
為
召
候
事

（
33
）　
「
尾
崎
八
右
衛
門
書
状　

吉
村
伊
勢
介
・
清
水
玄
蕃
允
宛　

十
月
三
日
付
」（「
陽
明
文
庫
文

書
分
類
目
録
」
家
門
篇
三　

八
八
四
三
）　

陽
明
文
庫
蔵
。

以
手
紙
得
貴
意
候 

昨
日
大
久
保
藤
四
郎
ゟ
御
申
聞
有
之
候　

福
君
様
御
道
具
之
内 

別
帋
之

通
相
廻
之
候 

以
上

十
月
三
日

尚
々
別
帋
之
外
御
茶
弁
当
幷
御
水
荷
之
儀
ハ
御
賄
所
相
廻
候
間 

右
様
御
心
得
被
下
度
候

　
　

覚

一　

御
長
「　

一
振　

一　

御
緋
傘　

一
本　

一　

御
立
傘　

一
本

一　

御
挟
箱　

一
對　

一　

御
蓑
箱　
　

壱　　

一　

御
桐
油
箱　

壱

右
之
外
ニ
頃
日
御
恰
好
之
網
代
御
輿
壱
挺
御
輿
臺
と
も

以
上

（
34
）　

前
掲
註（
10
）「
福
君
縁
談
一
式　

礼
」
の
う
ち
天
保
七
年
十
月
五
日
条
。

一　

尾
崎
八
右
衛
門 

梶
五
郎
三
郎
ゟ
御
輿
相
廻
ス 

如
左
申
来

以
手
紙
得
御
意
候 

然
者
過
刻
御
申
越
有
之
候　

福
君
様
明
日
被
為
召
罷 
塗
御
輿
幷

別
紙
之
通
相
廻
申
候
間 

宜
御
差
斗
被
下
候 

仍
此
段
得
御
意
度 

如
此
御
座
候 
以
上

　
　

十
月
五
日

猶
々
本
文

御
輿
之
儀
別
紙
之
外
御
雨
覆
等
之
儀
者
取
扱
之
者
へ
相
渡
相
廻
申
候
間 

右
様
御
承

知
可
然
御
差
斗
可
下
候 

且
又
右
之
外
網
代
御
輿
花
色
紗
綾
御
油
箪
壱
相
廻
申
候
間 

宜
御
差
斗
可
被
下
候 

以
上

蜀
江
蒔
絵

一
御
輿　
　
　
　

壱
挺

御
内
幕
附

一
同
花
色
紗
綾
御
油
箪　

壱

一
御
輿
臺　
　
　

壱
對

一
泥
臺　
　
　
　

壱

一
花
色
紗
綾
蝋
引
御
桐
油　

壱
通
り

　
　
　
　

以
上

　

な
お
、
こ
の
蜀
江
蒔
絵
乗
物
は
現
存
し
な
い
も
の
の
、
同
じ
意
匠
の
婚
礼
調
度
が
徳
川
美
術

館
に
現
存
し
て
い
る
。
蜀
江
蒔
絵
の
婚
礼
調
度
は
、
紀
伊
徳
川
家
七
代
宗
将
の
娘
で
、
尾
張
家

九
代
宗
睦
の
世
子
治
行
の
正
室
と
な
っ
た
聖
聡
院
従
姫（
一
七
五
七
〜
一
八
〇
四
）所
用
と
記
録

か
ら
判
明
す
る
。
従
姫
は
安
永
九
年（
一
七
八
〇
）四
月
十
一
日
に
治
行
と
婚
儀
を
挙
げ
、
天
明

元
年（
一
七
八
一
）に
嫡
男
五
郎
太
を
産
ん
だ
が
、
寛
政
五
年（
一
七
九
三
）に
治
行
、
翌
六
年
に

五
郎
太
に
先
立
た
れ
た
。
享
和
二
年
に
は
江
戸
を
離
れ
て
尾
張
の
三
之
丸
御
屋
形
に
移
り
、
文

化
元
年（
一
八
〇
四
）同
地
で
歿
し
た
。
享
年
四
十
八
歳
。

（
35
）　

前
掲
註（
10
）の
う
ち
天
保
七
年
十
月
六
日
条
。

（
36
）　
「
勘
定
書
」
の
う
ち
「
坂
井
与
兵
衛
覚
書　

申
八
月
付
」
陽
明
文
庫
蔵（「
陽
明
文
庫
文
書

分
類
目
録
」
家
門
篇
三　

八
九
五
八
）。
近
衛
家
御
納
戸
方
に
宛
て
た
坂
井
与
兵
衛
の
覚
書
で
、

太
「
拵
の
葵
紋
の
金
具
や
切
羽
・
紫
革
な
ど
の
部
品
を
新
調
し
て
補
修
し
、
太
「
身
を
研
ぎ
直

し
た
際
の
修
理
の
代
金
表
が
残
さ
れ
て
い
る
。
修
理
代
は
、
総
計
銀
五
百
四
十
三
匁
か
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

（
37
）　

慶
応
元
年
の
時
点
で
家
領
は
二
千
八
百
六
十
二
石
八
斗
一
升
二
合
六
勺
で
あ
っ
た
。『
幕

末
公
家
集
成
』　

新
人
物
往
来
社　

一
九
九
三
年
二
月
。

（
38
）　

高
橋
あ
け
み
執
筆
『
大
名
家
の
婚
礼
─
お
姫
さ
ま
の
嫁
入
り
道
具
─
』　

仙
台
市
博
物
館

二
〇
〇
〇
年
三
月
。

室
瀬
和
美
「
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
梨
子
地
葵
紋
散
松
菱
梅
花
唐
草
蒔
絵
女
乗
物
の
修
復

に
つ
い
て
」（『
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
研
究
報
告
』
第
六
号　

東
京
都
江
戸
東
京
博
物

館　

二
〇
〇
一
年
）。

日
高
真
吾
『
女
乗
物
─
そ
の
発
生
経
緯
と
装
飾
性
』　

東
海
大
学
出
版
会　

二
〇
〇
八
年

二
月
。

日
高
真
吾
「
女
乗
物
を
科
学
す
る
」・
小
池
富
雄
「
大
名
婚
礼
道
具
の
華
「
女
乗
物
」」・

齋
藤
慎
一
「
徳
川
将
軍
家
の
女
乗
物
」（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
編
『
特
別
展　

珠
玉
の

輿
〜
江
戸
と
乗
物
〜
』　

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
・
読
売
新
聞
東
京
本
社　

二
〇
〇
八
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七
八

年
十
二
月
）。

高
橋
あ
け
み
『
大
名
家
の
婚
礼
調
度
─
仙
台
伊
達
家
の
場
合
─
』　

大
崎
八
幡
宮　

二
〇
一
五
年
十
月
。

（
39
）　

小
池
富
雄
「
黒
漆
葵
紋
散
牡
丹
唐
草
蒔
絵
調
度
に
つ
い
て
─
近
衛
基
前
夫
人
維
君
の
婚
礼

調
度
─
」（『
金
鯱
叢
書
』
第
二
〇
輯　

徳
川
黎
明
会　

一
九
八
三
年
九
月
）。

（
40
）　
『
南
紀
徳
川
史
』
巻
之
百
二
十
七　

第
十
四
巻　

名
著
出
版　

一
九
七
一
年
十
月
。

高
橋
あ
け
み
「
大
名
の
婚
礼
に
つ
い
て
」（『
大
名
家
の
婚
礼
─
お
姫
さ
ま
の
嫁
入
り
道
具

─
』　

仙
台
市
博
物
館　

二
〇
〇
〇
年
三
月
）。

（
41
）　
「
陽
明
文
庫
文
書
目
録
」
家
門
篇
三　

八
八
四
三
。

（
42
）　

前
掲
註（
7
）参
照
。

（
43
）　

前
掲
註（
1
）小
池
論
文
、
註（
38
）高
橋
論
文
参
照
。

（
44
）　

淑
姫
は
将
軍
家
斉
の
長
女
に
当
た
る
。
尾
張
家
二
代
光
友
の
正
室
千
代
姫
以
来
、
将
軍
姫

君
が
尾
張
家
に
嫁
す
と
い
う
尾
張
家
に
と
っ
て
名
誉
な
婚
姻
で
あ
っ
た
。
淑
姫
は
斉
朝
に
嫁
ぐ

以
前
、
九
代
宗
睦
の
世
嗣
治
行
の
長
男
五
郎
太
と
寛
政
二
年（
一
七
九
〇
）縁
組
、
同
五
年
に
結

納
ま
で
取
り
交
わ
し
て
い
た
が
、
翌
六
年
に
五
郎
太
が
逝
去
し
た
た
め
、
尾
張
家
養
子
に
決

ま
っ
て
い
た
斉
朝
と
縁
組
し
た
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
、
愛
姫
の
婚
礼
で
は
、
福
君
と
あ
ま
り
に

時
期
が
近
す
ぎ
、
二
人
の
内
で
は
淑
姫
の
方
が
可
能
性
と
し
て
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
断
定
は

控
え
た
い
。

（
45
）　

前
掲
註（
40
）『
南
紀
徳
川
史
』・
高
橋
論
文
参
照
。

　

野
口
明
日
香
「
大
名
婚
礼
調
度
の
装
飾
と
格
」（
德
川
記
念
財
団
・
東
京
都
江
戸
東
京
博
物

館
編
集
『
徳
川
将
軍
家
の
婚
礼
』
德
川
記
念
財
団　

理
事
長 

德
川
恒
孝　

二
〇
一
七
年
一

月
）。

　

地
蒔
で
は
、「
黒
地
」「（
村
）梨
子
地
」「
濃
梨
子
地
」
の
順
に
格
式
が
上
が
る
。『
南
紀
徳

川
史
』
に
よ
る
と
紀
伊
徳
川
家
で
は
、
他
の
御
三
家
や
田
安
・
一
橋
家
に
嫁
ぐ
場
合
、
そ
れ

以
外
の
京
都
の
宮
家
や
上
級
公
家
へ
嫁
ぐ
場
合
の
、
三
パ
タ
ー
ン
で
取
り
揃
え
る
道
具
の
格

式
が
異
な
る
。
ど
の
家
に
嫁
ぐ
場
合
も
「
黒
蠟
色
御
蒔
絵
御
紋
散
ら
し
」
を
基
本
と
す
る

が
、
御
三
家
・
御
三
卿
の
場
合
は
最
も
豪
華
で
、
こ
れ
に
加
え
、
婚
礼
の
と
き
に
「
御
塗
濃

梨
子
地
御
紋
散
ら
し
」、「
平
生
筋
御
手
道
具
」
と
し
て
「
黒
蠟
色
唐
草
御
蒔
絵
御
紋
散
ら
し
」

の
三
種
類
の
手
道
具
を
揃
え
た
。

（
46
）　

前
掲
註（
40
）参
照
。

（
47
）　

四
辻
秀
紀
・
龍
澤
彩
「
葵
紋
の
変
遷
」（『
尾
張
の
殿
様
物
語
』　

徳
川
美
術
館　

二
〇
〇
七

年
四
月
）。

（
48
）　
「
篤
姫
御
方
御
待
請
並
御
婚
礼
御
用
留
」
お
よ
び
「
和
宮
様
御
婚
礼
御
入
用
帳
」。
い
ず
れ

も
国
立
公
文
書
館
蔵
。

（
49
）　

安
己
君
は
近
衛
家
煕
の
娘
で
、
正
徳
五
年（
一
七
一
五
）七
月
二
日
縁
組
、
十
一
月
晦
日
結

納
。
享
保
三
年（
一
七
一
九
）五
月
十
一
日
に
京
都
を
発
ち
、
同
月
二
十
五
日
に
江
戸
に
到
着
、

六
月
十
一
日
に
婚
礼
を
挙
げ
た
。

（
50
）　

前
掲
註（
38
）齋
藤
論
文
参
照
。

〔
付
記
〕　

本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
二
月
十
日
か
ら
四
月
九
日
ま
で
、
徳
川
美
術
館
第
五
展
示
室
お

よ
び
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
『
日
本
最
大
の
婚
礼
調
度
─
さ
ち
ぎ
み
様
の

お
嫁
入
り
─
』
に
お
け
る
研
究
成
果
に
基
づ
き
ま
す
。
本
展
に
御
出
品
い
た
だ
い
た
公
益
財
団

法
人
陽
明
文
庫 

文
庫
長 

名
和
修
氏
を
は
じ
め
、
泉
涌
寺
・
三
時
知
恩
寺
・
京
都
国
立
博
物
館

の
御
所
蔵
者
お
よ
び
碁
盤
・
将
棋
盤
・
双
六
盤
の
御
寄
贈
者
に
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し

た
。
ま
た
、
史
料
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
原
史
彦
氏
・
並
木
昌
史
氏
に
ご
教
示
賜
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
記
し
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。 

（
徳
川
美
術
館　

學
藝
員
）
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通番 名　称 地塗または
地蒔　　　 意匠・仕様 家紋 員数 備　考 図録

番号
「福君道具帳」
⑩御行列御道具帳

1 輿（乗物） 蜀江蒔絵 葵 一挺 安政6年2月輿・輿家・〇印附属品、
政姫御用　※1

2 輿（乗物） 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一挺 ※1 婚34
3 山輿 黒塗 胴 猩々緋包 葵牡丹 一挺 文久2年12月江戸表へ回す　※1

4 茶弁当 黒塗 蜀江蒔絵葵紋散 葵 一荷 安政2年燗風呂のみ利姫引移御用、
安政6年2月小道具、政姫御用

5 茶弁当 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一荷
安政2年銀ちろり等3点利姫引移御
用、安政6年2月燗風呂等6点政姫
御用　※1

婚37

6 茶弁当 黒塗 唐草模様葵紋散 葵 一荷 明治6年4月売立
7 水弁当 溜塗 溜塗朱葵紋 葵 一荷 天保15年6月広敷へ渡す
8 荷弁当 黒塗 黒塗葵紋付 葵 一荷 明治6年3月売立
9 挟箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一対 ※1 婚31
10 蓑箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一荷 ※1 婚36

11 長刀 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一振 文久2年9月道姫・豊姫御間飾御用
広敷用人へ渡切 婚32

12 緋傘 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 二本 ※1 婚35

13 雨傘 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一本 慶応元年袋猩々緋表、政姫茶弁当油
箪用　※1 婚35

14 緋傘 表記なし 蜀江蒔絵葵紋散 葵 一本 御用　※1
15 雨傘 表記なし 蜀江蒔絵葵紋散 葵 一本 入札払　※1
16 四半纏 一本 安政6年新御殿引移御用
17 四半纏 一張

18 高張提灯 朱 葵牡丹紋・
二ツ引印 葵牡丹 一張 安政6年新御殿引移御用

19 高張提灯 黒 丁子丸印付 一張
20 雨具入御半長持 朱 葵牡丹紋付 葵牡丹 一棹

⑪御道具帳
1 守掛 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 婚39
2 厨子棚 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 婚41
3 十二手箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 安政2年鏡1面のみ利姫引移御用 婚44
4 火取香炉 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 婚75
5 大文箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 婚70
6 小文箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 婚69
7 硯箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一
8 黒棚 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 婚42
9 払箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹（一） 婚48
10 小角赤 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一
11 元結箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 婚47
12 渡金箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 安政2年渡金のみ利姫引移御用 婚61
13 歯黒箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 安政2年上水のみ利姫引移御用 婚60
14 書棚 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 婚43
15 払髪箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一 婚52
16 眉作箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 婚50
17 畳紙箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一 婚64
18 角盥・楾 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 婚66
19 毛垂箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 婚57
20 爪取箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一 婚55
21 爪取盥 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一 婚56
22 旅櫛箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一 婚65
23 小櫛箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一 婚49

表3　福君道具帳・好君道具帳対照表
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24 櫛文庫 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一 婚51
25 手水盥 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 婚68
26 手拭掛 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 婚67
27 上指箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一 婚84
28 乳請 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一 婚54
29 昆布箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一 安政2年利姫引移御用 婚59
30 大角赤 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一
31 水引箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一 安政2年利姫引移御用
32 薫物壺・台 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一通り 婚74
33 十種香盤（四種盤）梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一通り 婚82
34 沈割 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一通り 安政2年利姫引移御用 婚80
35 香炉箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一 婚76
36 廻り香炉・台 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一 安政2年利姫引移御用 婚73
37 匂箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一 婚78
38 香台・唐銅鶴香炉 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 婚100
39 薄板 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一 安政2年利姫引移御用 婚99
40 見台 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一脚
41 寄掛 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一 婚85
42 祝枕 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一対 婚72
43 衣桁 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一組 婚87
44 袋棚 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一 婚91
45 鼻紙箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 婚62
46 茶碗台・蓋 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 五 婚106

47 台子 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一飾 弘化4年4月維学心院へ貸渡す、安
政2年利姫引移御用 

48 丸盆 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 二 婚106
49 棗 梨子地 紗綾紋蒔絵 葵 五
50 薬通箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 二 安政2年1つのみ利姫引移御用 婚94
51 平煙草盆 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一面 婚102
52 瓶子 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一対 婚105
53 炭斗 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一対 婚101
54 櫛台 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一通り 文久2年広敷へ渡す
55 髢箱 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 安政2年利姫引移御用
56 耳盥・台輪 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 文久2年広敷へ渡す
57 楊枝箱 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 二 安政2年1つのみ利姫引移御用
58 昆布箱 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 福島屋へ下賜

59 貝桶 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一対 安政3年油箪裏のみ払、慶応元年
猩々緋油箪、政姫茶弁当に用いる 婚40

60 碁盤 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一面 安政2年利姫引移御用、明治6年東
京廻り 婚90

61 将棋盤 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一面 安政2年利姫引移御用、明治6年東
京廻り 婚88

62 双六盤 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一面 安政2年利姫引移御用、明治6年東
京廻り 婚89

63 茶箪笥 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一 婚93
64 唐銅砂物鉢 一 盗難
65 唐銅砂物鉢 一 天保14年5月広敷賄所へ渡す
66 砂物鉢 船虫食木地 一 天保14年5月広敷賄所へ渡す
67 伏籠 黒塗 一 明治6年売立
68 冠棚 金砂子塗 梅蒔絵 一 婚188
69 小袖箪笥 蠟色塗 葵牡丹 二棹
70 長持 春慶塗 葵 六棹
71 綟子張障子屏風 二双

⑫御雛御道具帳
1 輿（乗物） 梨子地 葵牡丹紋散（菊折枝蒔絵）葵牡丹 一挺 ※2 雛80
2 挟箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一対 ※2 雛78
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3 長刀 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一振 ※2 雛66
4 日傘 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一本 ※2 雛82
5 茶弁当 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一荷 ※2 雛77
6 貝桶 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一荷 ※2 雛83
7 碁盤 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一面 ※2
8 将棋盤 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一面 ※2
9 双六盤 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一面 ※2
10 行器 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一荷 ※2 雛76
11 差樽（指樽） 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一対 ※2 雛71

12

厨子棚 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一 ※2 雛85
　手箱 一 雛85
　香盆 一 雛85
　香炉 一 雛85
　火道具 一 雛85
　薫物壺・台 一 雛85
　短冊箱 一 雛85
　文箱 一 雛85
　硯箱 一 雛85
　水引箱 一 雛85

13

黒棚 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一 ※2 雛84
　元結箱 一 雛84
　大小角赤 一 雛84
　聞香炉 一 雛84
　櫛箱 一 雛84
　歯黒箱 一 雛84
　渡金箱 一 雛84
　沈箱 一 雛84

14 書棚 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一 ※2 雛86
15 文台・硯箱 梨子地 牡丹紋散 牡丹 三通り ※2
16 机 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一 ※2
17 腰物掛 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 ※2 雛64
18 守懸 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 ※2 雛65
19 枕箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 ※2 雛59
20 見台 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 ※2 雛40
21 花瓶　唐銅 一 ※2 雛55
22 花台 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 ※2 雛55
23 煙草盆 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 ※2 雛61
24 台子 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一飾 ※2 雛90
25 脇息 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 ※2 雛62
26 櫛台 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 ※2 雛36
27 鏡台 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一通り ※2 雛35
28 鏡・鏡建 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一通り ※2 雛33
29 耳盥 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 ※2 雛30
30 茶碗台 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 ※2 雛72
31 眉作箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 ※2 雛23
32 衣桁 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 ※2 雛58
33 源氏箪笥 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 ※2 雛41
34 大小（刀・拵） 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一通り ※2 雛64
35 懸硯 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 ※2 雛39
36 琴箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 ※2 雛53

37 三味線箱・
三味線 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 ※2 雛52

38 提重 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 ※2 雛75
39 重箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一組 ※2 雛74
40 食籠 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一荷 ※2 雛73
41 長持 梨子地 葵牡丹付 葵牡丹 二棹 ※2 雛79
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42 葛籠 牡丹 一荷 ※2 雛92
43 伏籠 桑木地 一 ※2 雛88

44 手水手洗・
手拭懸 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一通り ※2 雛37

・38
45 衝立 松竹鶴桜 二 ※2 雛67

46 二枚折屏風 片 ※2 雛
p122

47 掛盤 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 二通り ※2 雛69
48 膳部 梨子地 鉄仙唐草 葵 一通り ※2 雛174
49 盃台 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 ※2 雛70
50 乗物 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一挺 雛91
51 挟箱 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一対 広敷にて紛失
52 長刀 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一振
53 日傘 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一本
54 長持 梨子地 牡丹紋付 牡丹 二棹 雛93

55

厨子棚 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 雛21
　手箱 一 雛34
　香盆 一 雛60

　文箱大小 二 雛42
・43

　短冊箱 一 雛45
　色紙箱 一 雛25
　水引箱 一

56

黒棚 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 雛20
　元結箱 一 雛26

　大小角赤 二 雛31
・32

　香炉箱 一 雛60
　歯黒箱 一 雛29
　渡金箱 一 雛28
　沈箱 一 雛54

57 書棚 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 雛22
58 料紙箱 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一通り
59 見台 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一
60 碁盤 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一面 雛50
61 将棋盤 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一面 雛49
62 双六盤 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一面 雛51
63 衣桁 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一
64 文台・硯箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一通り 雛47
65 机 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 雛48
66 鏡台 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一通り 雛89
67 手水盥・湯当・手拭懸 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一
68 耳盥・嗽茶碗・台 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一
69 払箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 雛27
70 畳紙箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 雛24
71 角盥・楾 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一 安政5年2月広敷へ渡す 雛87
72 貝桶 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一対 雛19
73 銀砂物鉢 一
74 銀長柄銚子 二通り 安政5年2月広敷へ渡す 雛70
75 台子 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一飾 雛56

76 行器 梨子地 鉄仙唐草 葵 一荷 雛p116
参考

77 広蓋 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 安政5年2月広敷へ渡す 雛57
78 広蓋 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一 安政5年2月広敷へ渡す
79 守箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 安政5年2月広敷へ渡す 雛65
80 料紙箱・硯箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一通り 安政5年2月広敷へ渡す 雛46
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81 丸伏籠 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 天保14年5月広敷へ渡す

82 泔台・銀茶碗 一 安政5年2月広敷へ渡す 雛p122
参考

83 柳台・沓 三通り 雛81
84 輿台 黒塗 二挺分 雛91
85 香炉 梨子地 松竹梅 一 雛191
86 空焼香炉 梨子地 松竹梅 葵牡丹 一 安政5年2月広敷へ渡す 雛191
87 燗鍋　銀 葵 一
88 文箱 梨子地 牡丹紋散 牡丹 一

89 長持 梨子地 牡丹紋散 牡丹 三棹 安政4年2月道姫御用、広敷へ渡す
梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 二棹

「好君道具帳」
⑭転陵院様御道具

1 担 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一荷 明治4年秋払

2 鏡台 梨子地 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一通り
明治5年小道具のうち鏡巣1を嶋本文
太郎へ下賜、小箱1棗1 を前野小平
治へ下賜、明治6年剃刀箱2を売立

婚53

3 枕香炉箱 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一 婚77

4
書物箱 村梨子地 秋草蒔絵 葵 二通り
二十一代集 四十一冊 婚137
夫木和歌集 三十七冊

5 指樽 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一対 明治6年3月売立
6 盃台 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 二 婚104
7 小櫛箱 黒塗 菊折枝蒔絵 葵 一 渡辺貞信へ下賜
8 乱箱 黒塗 菊折枝蒔絵 葵 一 杉山又吉へ下賜
9 眉作箱 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 明治6年4月売立
10 厨子棚 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一飾 明治6年4月売立

11 十二手箱 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一
明治4 〜 5年に小箱11合を1合ずつ
桑原善六はじめ11名に下賜、明治6
年4月売立

12 鏡台 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 明治6年4月売立、小道具のみ葵印
へ組入

13 沈箱 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一通り 明治6年葵印へ組入、明治9年7月
東京へ回す

14 角手洗・楾 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一通り 明治4年払
15 硯箱 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 明治5年正月山川茂兵衛へ下賜
16 黒棚 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 明治6年4月売立
17 書棚 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一飾 明治6年4月売立
18 払箱 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 明治6年4月売立
19 元結箱 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 明治6年4月売立
20 物裁 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一通 明治6年4月売立
21 呉服箱 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 明治6年4月売立
22 冊屑箱 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 明治5年正月山本定助へ下賜
23 小角赤 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 明治6年4月売立
24 大角赤 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 明治6年4月売立
25 帯箱 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 明治4年払
26 伽羅箱箪笥 黒塗 菊折枝蒔絵 葵 一 葵印へ組入

27 茶碗台 黒塗 菊折枝蒔絵 葵 五 明治5年正月に1つずつ堀田徳ヱ衛
門はじめ5名へ下賜

28 手拭懸 黒塗 菊折枝蒔絵 葵 一脚 明治6年4月売立
29 手水盥・湯当 黒塗 菊折枝蒔絵 葵 一 明治6年4月売立
30 守脇差箱 黒塗 菊折枝蒔絵 葵 一 明治5年正月山田伊三郎へ下賜
31 守掛 黒塗 菊折枝蒔絵 葵 一 明治5年正月林市郎兵衛へ下賜

32 手拭懸 梨子地 葵 一 明治5年正月森田久右ヱ門へ下賜
梨子地 菊折枝蒔絵 一 明治6年4月売立

33 鼻紙台 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 祖父江重兵衛へ下賜
34 鼻紙箱 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 明治5年正月堀江徳兵衛へ下賜
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35 香盆 黒塗 菊折枝蒔絵 一枚 明治6年4月売立
36 水弁当 朱塗 牡丹紋 牡丹 一荷 明治5年6月払
37 銅野風炉 一 明治5年払
38 見台 黒塗 菊折枝蒔絵 葵牡丹 一 明治6年6月売立
39 唐銅鹿香炉 一 明治4年12月森嘉兵衛へ下賜

40

書物箱 黒塗 秋草蒔絵 二通り 明治4年払
東鑑
太平記
目録

41 楊枝箱 黒塗 唐草蒔絵 葵 一 明治4年12月中島屋藤左ヱ門へ下賜
42 平多葉粉盆 黒塗 菊折枝蒔絵 三面 明治6年4月売立
43 寄掛 黒塗 菊折枝蒔絵 一 明治6年4月売立
44 枕香炉・重香合 黒塗 菊折枝蒔絵 一 明治6年4月売立

45 棗 黒塗 菊蒔絵 葵 二 明治5年3月下賜
黒塗 二 明治5年払

47 床机 黒塗 一 明治5年払
48 膳弁当 梨子地 菊蒔絵 葵 一荷 明治5年10月売立

（以下、雛道具）
1 几帳 梨子地 蝶鳥蒔絵 二 明治4年払
2 蚊帳 一 明治4年払
3 袴　紅精好 一 明治4年払
4 乱箱 梨子地 梅蒔絵 葵 一 明治4年払
5 燗鍋 松梅 葵 二 明治4年払

6 六枚折屏風　四季
遊 一双 明治4年払

7 青貝卓　麒麟置物 一 明治4年払
8 花台　唐桑（損傷） 一対 明治4年払
9 花瓶　銀滅金 一対 明治4年払
10 行器 黒塗 唐草 一荷
11 指樽 黒塗 唐草 一対 明治4年払
12 茶台・茶碗 梨子地 鉄仙唐草蒔絵 葵 一面 明治4年払
13 碁盤 梨子地 鉄仙唐草蒔絵 葵 一面 明治4年払　個人蔵
14 将棋盤 梨子地 鉄仙唐草蒔絵 葵 一面 明治4年払　個人蔵
15 双六盤 梨子地 鉄仙唐草蒔絵 葵 一面 明治4年払　個人蔵
16 棗 梨子地 鉄仙唐草蒔絵 葵 一 明治4年払
17 湯当 濃梨子地 牡丹唐草 葵 一通り 明治4年払
18 台子 梨子地 葵御紋散 葵 一飾 明治4年払
19 耳手洗 濃梨子地 牡丹唐草蒔絵 葵 一 明治4年払
20 手鑑 一冊 明治4年払

⑮地並御道具

1 鏡台・鏡建 梨子地 唐草 葵 一通り 明治4年小道具青山藤助はじめ6名
へ下賜、5年東京へ回す

2 手拭 梨子地 南天 二脚 明治5年払
3 提重 梨子地 一組 明治5年払
4 耳手洗・台輪（輪台）梨子地 菊折枝蒔絵 葵 一通り 婚58

5 鏡台・鏡建 梨子地 菊折枝蒔絵 一通り 明治4年12月小道具酒井紹兵衛はじ
め4名へ下賜

6 櫛台 梨子地 梅唐草蔦紋散 葵 一 栄光院道具
7 鏡家 梨子地 梅唐草蔦紋散 葵 二面 明治5年正月東京へ回す

8 大小角赤 梨子地 菊折枝蒔絵 葵 二 婚45
・46

9 多葉粉盆 村梨子地 竹に長春 一面 明治4年払
10 櫛箱 梨子地 松竹梅 一箱 明治5年5月東京へ回す
11 柄付鏡家 梨子地 松竹梅 二 明治5年払

12 刀懸 村梨子地 葵 二脚 明治5年正月渡辺甚吉へ下賜
梨子地 葵 明治4年12月下村庄之助へ下賜
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凡例：
・現存作品は太字で表した。適宜、旧字は新字に改めた。
・作品名称は、各道具帳に基づくが、現行の名称と異なる場合は、現行の名称を（　）内に示した。
・家紋は、葵紋を「葵」、抱牡丹紋を「牡丹」、桐紋を「桐」と略称した。
・員数は、現存品以外は台帳の表記に基づく。（　）内の漢数字は、現存数を示す。
・図録番号は『徳川美術館蔵品抄7　婚礼』（徳川美術館　1991年4月）記載の場合は「婚」、
　『徳川美術館蔵品抄5　雛　ひゐな』（徳川美術館　1989年2月）記載の場合は「雛」と冠した。
・備考は、各道具帳に基づき、年月・対象者・処置の順で記した。
・※1…安政3年もしくは4年に油箪のみ払い、※2…安政4年2月道姫御雛御用として広敷御用人へ渡す。

13 台子 濃梨子地 松梅 葵 一飾
14 台子 濃梨子地 梅唐草 葵 一飾
15 台子 濃梨子地 花菱 一飾 明治5年払
16 手水盥・湯桶 梨子地 菊折枝蒔絵 一
17 手拭懸 梨子地 菊折枝蒔絵 一脚
18 手水盥・湯桶 村梨子地 菊ノ丸 一通り 明治4年払
19 呉服箱 梨子地 紋散し 葵 一対 明治5年払
20 元結箱 梨子地 菊唐草葵 葵 一 明治5年払
21 耳手洗・木椀 梨子地 牡丹唐草 葵 一通り
22 櫛台 梨子地 梅唐草 桐 一 明治6年3月売立
23 鏡家・鏡建 梨子地 梅唐草 葵・桐 二

№ 名　称 地塗・地蒔 家紋 員数 記載道具帳 備　考 図録番号
1 菊折枝蒔絵棹台 梨子地 葵 一基 旧原簿12 婚86
2 菊折枝蒔絵側箪笥 梨子地 葵 一棹 旧原簿20 婚92

3 菊折枝蒔絵花台 梨子地 葵 二（一基）什器原簿10、11 明治21年2基のうち1基を男爵家へ
分譲 婚98

4 菊折枝蒔絵櫛台 梨子地 不明 一 什器原簿10、11 明治21年男爵家へ分譲
5 菊折枝蒔絵 空棚 梨子地 不明 一 什器原簿10、11 明治21年男爵家へ分譲

6 菊折枝蒔絵掛子付
沈箱 梨子地 不明 一 什器原簿10、11 明治21年男爵家へ分譲

7 菊折枝蒔絵湯桶 梨子地 不明 二 什器原簿10、11 明治21年男爵家へ分譲
8 菊折枝蒔絵盥 梨子地 不明 一 什器原簿10、11 明治21年男爵家へ分譲
9 菊折枝蒔絵手拭掛 梨子地 不明 一 什器原簿10、11 明治21年男爵家へ分譲
10 菊折枝蒔絵刀掛 梨子地 不明 一 什器原簿10、11 明治21年男爵家へ分譲

11 菊折枝蒔絵耳盥・
輪台 梨子地 不明 一 什器原簿10、11 明治21年男爵家へ分譲

12 菊折枝蒔絵嗽茶碗
蓋付 梨子地 不明 一 什器原簿10、11 明治21年男爵家へ分譲

13 柄付鏡 梨子地 不明 一 什器原簿10、11 明治21年男爵家へ分譲
14 菊折枝蒔絵鏡建 梨子地 不明 一 什器原簿10、11 明治21年男爵家へ分譲
15 菊折枝蒔絵楊子箱 梨子地 不明 一 什器原簿10、11 明治21年男爵家へ分譲
16 菊折枝蒔絵楊枝台 梨子地 不明 一 什器原簿10、11 明治21年男爵家へ分譲

17 菊折枝蒔絵紙台
（鼻紙台） 梨子地 葵 二（一基）什器原簿10、11 明治21年2基のうち1基を男爵家へ

分譲 婚63

18 菊折枝蒔絵乱箱 梨子地 葵 一 什器原簿10、11 明治21年男爵家へ分譲
19 菊折枝蒔絵伏籠 梨子地 葵 一基 什器原簿10 婚83
20 菊折枝蒔絵巻物箱 梨子地 葵 一合 什器原簿10 婚95
21 菊折枝蒔絵軸台 梨子地 葵 一基 什器原簿10 婚96
22 文正草子絵巻 三巻 什器原簿10 婚229
23 菊折枝蒔絵色紙箱 梨子地 不明 一 什器原簿10、11 明治21年男爵家へ分譲

24 菊折枝蒔絵硯仕込
短冊箱 梨子地 不明 一 什器原簿10、11 明治21年男爵家へ分譲

25 菊折枝蒔絵料紙
硯箱 梨子地 不明 一対 什器原簿10、11 明治21年男爵家へ分譲

表4　その他道具帳記載の菊折枝調度
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26 菊折枝蒔絵机 梨子地 不明 一 什器原簿10、11 明治21年男爵家へ分譲
27 菊折枝蒔絵机 梨子地 葵 一基 什器原簿10 婚97
28 菊折枝蒔絵提重 梨子地 葵 一具 什器原簿10 婚108
29 菊折枝蒔絵文台 梨子地 葵牡丹 一基 什器原簿1 婚71

30 菊折枝蒔絵煙草盆 村梨子地 なし 二（一基）什器原簿10 2基のうち1基は明治15年東京へ回
送 婚202

31 菊折枝蒔絵茶台　 村梨子地 葵 五基 什器原簿10 婚201

32 菊折枝蒔絵八寸
重箱 蠟色 葵牡丹 一 什器原簿10 明治7年12月東京へ回送

33 菊折枝蒔絵重箱 蠟色 葵牡丹 一 什器原簿1

34 菊折枝蒔絵重箱 梨子地 葵 一重 現行の台帳に「大奥八棹」に収めら
れていたとある 婚103

35 菊折枝蒔絵十種
香箱 梨子地 葵 一合 什器原簿2 婚81

36 菊折枝蒔絵小箪笥
（香箪笥） 梨子地 葵 一基 什器原簿2、10 婚79

37 銀菊折枝文茶碗 葵牡丹 一口 什器原簿10 松印（矩姫）行列道具の茶弁当内容品 婚125※
38 菊折枝蒔絵碁盤 蠟色 葵 一面 什器原簿1
39 菊折枝蒔絵双六盤 蠟色 葵 一面 什器原簿1
40 菊折枝蒔絵将棋盤 蠟色 葵 一面 什器原簿1
41 菊折枝蒔絵鞍・鐙 梨子地 葵 一具 什器原簿2 婚38
42 菊折枝蒔絵長刀拵 蠟色 葵牡丹 一本 武器原簿4 建中寺宝蔵 婚33-1

43 長刀　銘 丹後守
藤原寿命 一振 武器原簿4 建中寺宝蔵 婚33-2

44 長刀　銘 伯耆守
信照 一振 武器原簿5 婚32-1

45 菊折枝蒔絵長持 梨子地 葵 二棹 婚109

46 菊折枝蒔絵双六盤 梨子地 葵 一面 売立目録211
（東京） 大正10年売立、平成29年寄贈

47 菊折枝蒔絵碁盤 梨子地 葵 一面 売立目録211
（東京） 大正10年売立、平成29年寄贈

48 菊折枝蒔絵将棋盤 梨子地 葵 一面 売立目録211
（東京） 大正10年売立、平成29年寄贈

49 葵紋付棗 黒塗 葵 一対 売立目録281
（名古屋）

外箱蓋裏に桜形（福君所用）の朱印が
ある。大正10年売立、平成12年購
入

50 葵紋・抱牡丹紋散
重箱 黒塗 葵牡丹 一組 重箱蓋裏・底、外箱に梅の丸文と「清」

金粉字形あり。平成29年購入

凡例：
・現存作品は太字で表した。適宜、旧字は新字に改めた。
・員数は、現存品以外は各道具帳の表記に基づく。（　）内は現存数を示す。
・図録番号は表3凡例に基づく。
・記載道具帳は、表では整理番号のみに留めたが、名称と成立年代（推定を含む）は以下の通り。

什器旧原簿第12号「転陵院様御道具」（好君道具帳）。末尾に、「俊恭院様（福君）」とある一群がある。重複
があるため、表3では省略したが、棹台はこの道具帳にのみ記される。
什器旧原簿第20号「東京廻御側御道具類」1冊　江戸時代後期成立か。江戸で管理された御側御道具帳で慶
応2年（1866）に尾張へ回送された。
什器原簿第1号「御器物目録」9冊　明治13年7月
什器原簿第2号「道具目録」6冊　明治10年代成立か
什器原簿第10号「什器目録」19冊のうち第11冊「御厨子棚始・能道具・刀懸・雑之部」および第13冊「大
奥残道具 初音道具」　明治初年頃成立か
什器原簿第11号「什器目録 男爵家へ御分譲品」5冊　明治21年成立
武器原簿第4号 「建中寺 定光寺 相応寺 性光（高）院 御太刀始下調帳」1冊　明治44年成立
武器原簿第5号「御鎗御長刀等元帳」1冊　明治5年成立

・売立目録は、大正10年に東京と名古屋の二か所で行われた際の目録番号を示した。
・記載道具帳には複数の道具帳に重複して記載される場合もあるが、初出および特記事項があるものに留めた。
・※…牡丹唐草蒔絵茶弁当　内容品。
・「男爵家」は、尾張家14代慶勝の11男慶恕が明治21年に創設した分家である。
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番号 名称 地蒔・
地塗　 家紋 紋直しの有無 金具 様式 備考 図録

番号
福君道具帳
⑩御行列御道具帳

2 輿（乗物） 梨子地 葵牡丹 牡丹付け直し
葵牡丹
牡丹は
付け直し

D 婚34

5 茶弁当 梨子地 葵牡丹 牡丹付け直し 葵 D 婚37
9 挟箱 梨子地 葵牡丹 牡丹付け直し 葵牡丹 D 婚31
10 蓑箱 梨子地 葵牡丹 牡丹付け直し 葵牡丹　 D 婚36
11 長刀 梨子地 葵牡丹 なし 葵牡丹※1 D 婚32
12 緋傘 梨子地 葵牡丹 なし 葵牡丹 D 婚35
13 雨傘 梨子地 葵牡丹 なし 葵牡丹 D 婚35

⑪御道具帳
1 守掛 梨子地 葵牡丹 牡丹付け直し 葵牡丹 D 婚39
2 厨子棚 梨子地 葵牡丹 葵一部付け直し 葵牡丹 C 婚41
3 十二手箱 梨子地 葵牡丹 葵一部付け直し 牡丹 C 婚44
4 火取香炉 梨子地 葵牡丹 なし なし C 婚75
5 大文箱 梨子地 葵牡丹 ともに沃懸地、牡丹付け直し 牡丹 B 婚70
6 小文箱 梨子地 葵牡丹 葵のみ沃懸地 牡丹 C 婚69
8 黒棚 梨子地 葵牡丹 葵一部付け直し 葵 C 婚42
9 払箱 梨子地 葵牡丹 なし 牡丹 C 婚48
11 元結箱 梨子地 葵牡丹 葵牡丹ともに付け直し 牡丹 A 婚47
12 渡金箱 梨子地 葵牡丹 葵牡丹ともに付け直し 牡丹 C 婚61
13 歯黒箱 梨子地 葵牡丹 葵牡丹ともに付け直し 牡丹 C 婚60
14 書棚 梨子地 葵牡丹 葵一部付け直し 葵 C 婚43
15 払髪箱 梨子地 葵 葵大小あり、大に付け直し 葵 C 婚52
16 眉作箱 梨子地 葵牡丹 葵大小あり、大に付け直し 牡丹 C 婚50
17 畳紙箱 梨子地 葵 葵大小あり、大に付け直し 葵 C 婚64
18 角盥・楾 梨子地 葵牡丹 なし 葵牡丹 D 婚66
19 毛垂箱（剃刀箱） 梨子地 葵牡丹 葵付け直し なし C 婚57
20 爪取箱 梨子地 葵 葵大小あり、大に付け直し なし D 婚55
21 爪取盥 梨子地 葵 なし なし D 婚56
22 旅櫛箱 梨子地 葵 なし 葵 D 婚65
23 小櫛箱 梨子地 葵 なし 葵 C 婚49
24 櫛文庫 梨子地 葵 葵大小あり、大に付け直し 葵 C 婚51
25 手水盥 梨子地 葵牡丹 なし なし D 婚68
26 手拭掛 梨子地 葵牡丹 葵牡丹ともに付け直し 葵 C 婚67
27 上指箱 梨子地 葵 なし 葵 D 婚84
28 乳請 梨子地 葵 なし なし D 婚54
29 昆布箱 梨子地 葵 葵大小あり、大付け直し 葵 C 婚59
32 薫物壺・台 梨子地 葵牡丹 牡丹付け直し なし C 婚74

33 十種香盤
（四種盤） 梨子地 葵 なし なし D 婚82

34 沈割 梨子地 葵 台は地塗直しか なし B 婚80
35 香炉箱 梨子地 葵 なし なし D 婚76
36 廻り香炉・台 梨子地 葵 なし なし D 婚73
37 匂箱 梨子地 葵 葵一部付け直し 葵 D 婚78
38 香台・唐銅鶴香炉 梨子地 葵牡丹 なし なし D 婚100
39 薄板 梨子地 葵 なし なし D 婚99
41 寄掛 梨子地 葵 葵大小あり、大付け直し なし C 婚85
42 祝枕 梨子地 葵牡丹 なし なし D 婚72
43 衣桁 梨子地 葵牡丹 葵大小あり、大付け直し 葵牡丹 C 婚87
44 袋棚 梨子地 葵 葵大小あり、大付け直し 葵 D 婚91
45 鼻紙箱 梨子地 葵牡丹 なし なし D 婚62

表5　菊折枝調度 家紋・様式分類表
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46 茶碗台・蓋 梨子地 葵 なし なし D 婚106
48 丸盆 梨子地 葵 なし なし D 婚106

50 薬通箱 梨子地 葵牡丹 牡丹付け直し
薬通箱：牡丹　
黒塗箱：葵牡
丹

A 外箱「梅印」 婚94

51 平煙草盆 梨子地 葵牡丹 煙草箱：葵牡丹ともに付け直
し なし D 婚102

52 瓶子 梨子地 葵牡丹 葵大小あり、大付け直し なし D 婚105
53 炭斗 梨子地 葵 葵大小あり、大付け直し なし D 婚101
59 貝桶 梨子地 葵牡丹 牡丹付け直し なし C 婚40
60 碁盤 梨子地 葵 なし なし A 外箱「梅印」 婚90
61 将棋盤 梨子地 葵 なし なし A 外箱「梅印」 婚88
62 双六盤 梨子地 葵 なし 葵・十二裏菊 A 外箱「梅印」 婚89
63 茶箪笥 梨子地 葵 葵大小あり、大付け直し 葵 E 外箱「梅印」 婚93

好君道具帳
2 鏡台 梨子地 葵牡丹 葵牡丹ともに付け直し 牡丹 C 婚53
3 枕香炉箱 梨子地 葵 葵大小あり、大付け直し 葵 D 婚77
6 盃台 梨子地 葵 なし なし D 婚104

地並御道具
4 耳手洗・台輪（輪台）梨子地 葵 なし なし B 婚58

8 大小角赤 梨子地 葵 大小とも付け直しなし、
葵沃懸地 大小葵 B 婚45

・46
その他道具帳

1 棹台 梨子地 葵 なし なし D 婚86
2 側箪笥 梨子地 葵 葵一部付け直し 葵 D 婚92
3 花台 梨子地 葵 葵大小あり、大付け直し なし D 婚98
17 紙台（鼻紙台） 梨子地 葵 なし 葵 D 婚63
19 伏籠 梨子地 葵 なし なし D 婚83
20 巻物箱 梨子地 葵 葵一部付け直し なし D 婚95
21 軸台 梨子地 葵 なし なし D 婚96
27 机 梨子地 葵 なし、葵沃懸地 なし D 婚97
28 提重 梨子地 葵 なし なし D 外箱「橘印」 婚108
29 文台 梨子地 葵牡丹 なし 葵 D 婚71
30 煙草盆 村梨子地 なし なし なし D 婚202
31 茶台　 村梨子地 なし なし なし D 婚201
34 重箱 梨子地 葵 葵大小あり、大付け直し なし D 外箱「梅印」 婚103
35 十種香箱 梨子地 葵 なし 葵 D 婚81
36 小箪笥（香箪笥） 梨子地 葵 葵大小あり、大付け直し 葵 A 婚79
39 双六盤 蠟色 葵 なし なし ※2
40 将棋盤 蠟色 葵 なし なし ※2 外箱「梅印」
41 鞍・鐙 梨子地 葵 なし なし E 婚38
42 長刀拵 蠟色 葵牡丹 なし 葵牡丹 ※2 婚33-1
45 長持 梨子地 葵 なし 葵 D 婚109

46 双六盤 梨子地 葵 なし、葵沃懸地 なし B
外 箱： 葵 紋、
十二裏菊紋の
金蒔絵

47 碁盤 梨子地 葵 葵大小あり、大付け直し なし D
48 将棋盤 梨子地 葵 なし なし D

凡例：
・作品番号・図録番号は表3・4に基づく。
・作品名称のうち「その他道具帳」記載作品は、「菊折枝蒔絵」を省略した。
・葵紋は「葵」、抱牡丹紋は「牡丹」と略称した。
※1…一部に菊の縁輪の葵紋が含まれる。※2…菊折枝の様式はDに近い。
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共
蜀
江
之
蒔
絵
葵
御
紋

　
　
　
　
　
　

散
シ
御
内
張
梨
子
地
御
天
井
間
毎
ニ
金

　
　
　
　
　
　

張
付
百
草
之
極
彩
色
御
金
物
類
滅
金

此
一
〆　
　　
御
連
子
葵
紋
紗
ニ
而
張
り
御
翠
簾
幷

江
戸
廻　
　　
細
割
紅
糸
ニ
而
あ
み
御
縁
紅
本
金
紗

相
成　
　
　

 　
御
窓
覆
紺
地
本
金
紗
御
肘
懸
ケ
緋
天
鵞

　
　
　
　
　
　

絨
包

　

紅
糸
御
金
物
滅
金

　

一　

御
総
角
御
房　
　
　
　

六

　

御
縁
赤
地
紗
本
金
宝
尽
シ

　

一　

御
下
蓙　
　
　
　
　
　

壱
枚

　

黒
掻
合
塗

　

一　

御
輿
臺　
　
　
　
　
　

壱
對

　

猩
々
緋
葵
牡
丹
両
御
紋
付
御
裏
緋
紗
綾

　

一　

同
御
油
箪　
本
文
御
油
箪　

壱
對

　
　
　
　
　
　
　

内
壱
安
政
三
辰
年
御
拂
相
成
候

　

黒
塗
掻
合

　

一　

御
棒
箱　
　
　
　
　
　

壱

　

猩
々
緋
葵
牡
丹
両
御
紋
付
御
裏
紅
鏡
御
紐
紅
糸

　

一　

御
日
覆　
安
政
三
辰
年　
　
枚

　
　
　
　
　
　
　
御
拂
相
成
候　
一
通〻
り

　

花
色
紗
綾
葵
牡
丹
両
御
紋
付

　

一　

御
油
箪　
　
　
　
　
　

一
通
り

　

緋
縮
緬

　

一　

御
内
幕
「
不
見
」（
貼
札
）　

三　

盗
難

　

猩
々
緋
葵
牡
丹
両
御
紋
付
御
裏
紅
紗
綾

　

一　

御
油
箪
安
政
四
巳
年
二
月　
壱
枚

　
　
　
　
　
　
江
戸
表
江
御
差
下

　

同
断
御
金
物
滅
金

　
　
　
　

一　

御
雨
覆　
　
　
　
　
　

壱

　

猩
々
緋
裏
紅
鏡　
御
前
安
政
三
辰
年
御
拂

　

一　

御
腰
巻
内
御
前
壱

　
　
　
　
　
　
御
左
右
後
安
政
四
巳
年
壱
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
戸
表
江
御
差
下

　

黒
掻
合
塗

　

一　

御
眷
駄
一
山
口
ニ
出
候
分
歟
一
通
り

　

黒
天
鵞
絨
ニ
而
包

　

一　

籐　
　
虫
入
ニ
而
取
捨　
　

一
通
り

　

黒
掻
合
塗



俊
恭
院
福
君
の
婚
礼
と
菊
折
枝
蒔
絵
調
度

九
〇

　

一　

御
輿
家
損
シ
一
山
口
ニ
見
ユ　

壱

　
　

イ
御
輿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
挺

天
五
十
七　
　
　
　

納
判
六
十
四
番
上
江
組
入

　
　
　
　
　
　

右
外
廻
り
御
棒
共
梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　
　
　
　
　
　

葵
牡
丹
両
御
紋
散
シ
御
金
物
類
滅
金

　
　
　
　
　
　

御
内
通
り
金
張
付
菊
之
絵
極
彩
色
寄

　
　
　
　
　
　

梨
子
地
塗
御
天
井
金
張
付
唐
草
唐

　
　
　
　
　
　

花
之
絵
御
連
子
紫
紋
紗
ニ
而
張
リ
御
翠

　
　
　
　
　
　

簾
竹
細
割
本
紅
糸
ニ
而
あ
み
御
窓
覆

　
　
　
　
　
　

紺
地
錦

　

紅
糸
御
金
物
滅
金

　

一　

御
総
角
御
房　
　
　
　

六

　

御
縁
白
綾

　

一　

御
下
蓙　
　
　
　
　
　

一
枚

　

黒
掻
合
塗　

　

一　

御
輿
臺　
　
　
　
　
　

壱
對

　

猩
々
緋
葵
牡
丹
両
御
紋
付
御
裏
紅
鏡

　

一　

同
御
油
箪
安
政
三
辰
年　

壱
對

　
　
　
　
　
　
　
御
拂
ニ
相
成

　

黒
掻
合
塗

　

一　

御
棒
箱　
　
　
　
　
　

壱　

天
五
十
七　
　
　

納
判
六
十
四
番
下
江
組
入

　

猩
々
緋
葵
牡
丹
両
御
紋
付
御
裏
紅
鏡

　

一　

御
雨
覆
安
政
三
辰
年　
　
壱

　
　
　
　
　
　
御
拂
相
成

　

猩
々
緋
御
裏
紅
鏡　
前
壱
安
政
三
辰
年
御
拂

　

一　

御
輿
巻
内
前
壱　
　
　

一
通
り

　
　
　
　
　
　
左
右
後

　

猩
々
緋
葵
牡
丹
両
御
紋
付
黒
塗
寄
組
仕
立
御
金
物

　

滅
金
唐
草
毛
彫
葵
御
紋
付

　

一　

御
日
覆
安
政
三
辰
年　
　
壱

　
　
　
　
　
　
御
拂

　

猩
々
緋
御
金
物
滅
金

　

一　

御
張
出
シ
安
政
三
辰
年　

一
通
り

　
　
　
　
　
　
　
御
拂

　

緋
縮
緬

　

一　

御
内
幕
従
前　
　
　　
一
通
り　
盗
難

　

縁
紺
地
錦

　

一　

御
内
簾　
　
　
　
　
　

弐
枚

　

花
色
紗
綾
葵
牡
丹
両
御
紋
付

　

一　

御
油
箪　
　
　
　
　
　

一
通
り

　

黒
掻
合
塗

　

一　

御
眷
駄　
　
　
　
　
　

一
通
り

　

黒
掻
合
塗
り

　

一　

御
輿
家　
　
　
　
　
　

 

壱

山
御
輿　
文
久
二
戌
年
十
二
月　
　

壱
挺

　
　
　
　
江
戸
表
江
御
差
下

　
　
　

右
外
廻
り
御
棒
共
黒
塗
御
胴
廻
り
猩
々
緋
ニ
而

　
　
　

包
葵
牡
丹
両
御
紋
白
羅
紗
ニ
而
差
抜
御
内
通

　
　
　

寄
黒
塗
胴
板
金
砂
子
御
連
子
萌
黄
紋

　
　
　

紗
ニ
而
張
御
肘
懸
黒
天
鵞
絨
包
御
翠

　
　
　

簾
竹
細
割
本
阿
み
御
縁
本
金
萌
黄

　
　
　

紗
御
金
物
類
滅
金

　

猩
々
緋
葵
牡
丹
両
御
紋
付
御
裏
紅
鏡



俊
恭
院
福
君
の
婚
礼
と
菊
折
枝
蒔
絵
調
度
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一

　

一　

御
日
覆
安
政
四
巳
年
江
戸
表
江　

壱

　
　
　
　
　
　
御
差
下

　

猩
々
緋
御
裏
紅
鏡

　

一　

御
輿
巻　
　
　
　
　
　

一
通
り　
盗
難

　

同
断

　

一　

御
張
出
シ　
　
　
　
　

一
通
り　
盗
難

　

同
断

　

一　

御
雨
覆
安
政
三
辰
年　
　

 

壱

　
　
　
　
　
　
御
拂
相
成

　

紫
糸
御
金
物
滅
金

　

一　

御
総
角
御
房　
　
　
　

 
六
ツ

　

花
色
紗
綾
葵
牡
丹
両
御
紋
付

　

一　

御
油
箪　
　
　
　
　
　

一
通
り

　

黒
塗
掻
合

　

一　

御
輿
臺　
　
　
　
　
　

一
對

　

御
縁
白
綾

　

一　

御
下
蓙　
　
　
　
　
　

壱
枚

　

黒
塗
掻
合

　

一　

御
眷
駄　
　
　
　
　
　

一
通
り

　

天
鵞
絨
包

　

一　

籐　
　
　
　
　
　
　
　

一
通
り

地
黒
塗
蜀
江
蒔
絵
葵
御
紋
散
御
金
物
類

滅
金
唐
草
毛
彫

　

一　

御
茶
弁
当　
　
　
　
　
　

一
荷

　
　
　
　
安
政
六
年
二
月
御
小
道
具
共

　
　
　

内　
　
　
　
　
　
　
　
花
色
木
綿
御
油
箪
掛

　
御
簾
中
様
御
用
差
下

　
　
　
　

肥
田
孫
三
郎
殿
談

　

葵
御
紋
付

　

一　

長
形
銀
御
燗
風
呂　
　

壱

　
　
　
　
　
　
目
方
御
蓋
共
五
百
六
拾
匁

　

同
断
安
政
二
卯
年

　
　
　

利
姫
様
御
引
移
御
用
ニ
付
江
戸
表
江
差
下

　

一　

角
形
同
断　
　
　
　
　

壱

　
　
　
同
断

　
　
　
　
　
　
目
方
御
蓋
共
三
百
五
匁

　

唐
草
毛
彫
葵
御
紋
付　

　

一　

銀
御
ち
ろ
里　
　
　
　

壱

此
分
巳
二
月
□
□　

目
方
御
蓋
共
九
十
匁
五
左
衛
門
ゟ
□
□

江
戸
表
江
差
下　
　

黒
塗
は
か
ま
壱
ツ
添

　

同
断

　

一　

同
御
天
目　
　
　
　
　

壱

　
　
　

安
政
二
卯
年

　
　
　

利
姫
御
引
移
候
付
江
戸
表
江
差
下

　
　
　
　
　
　
　
目
方
御
蓋
共
五
拾
匁

　

蜀
江
蒔
絵
葵
御
紋
付

　

一　

御
足
打　
　
　
　
　
　

壱

　

同
断

　

一　

角
切
形
御
片
木　
大
小
弐

　

同
断

　

一　

御
茶
臺
御
蓋
共　
　
　
　

壱

　

同
断

　

一　

御
四
ツ
椀　
　
　
　
　

壱
組

　

蜀
江
蒔
絵
葵
御
紋
付

　

一　

御
平　
　
　
　
　
　
　

壱

　

同
断

　

一　

御
棗　
　
　
　
　
　
　

壱

　

同
断

　

一　

御
杓
子　
　
　
　
　
　

壱
本

　

猩
々
緋
葵
牡
丹
両
御
紋
付



俊
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院
福
君
の
婚
礼
と
菊
折
枝
蒔
絵
調
度
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二

一　

御
油
箪　
　
　
　
　
　
　

一
對

　
　

本
文
御
油
箪
安
政
三
辰
年

　
　

御
拂
相
成

黒
塗

一　

御
棒　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

一　

外
家　

弐　

黒
掻
合
塗
木
綿
真
田
附

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵
葵
牡
丹
両
御
紋
散

天
六
十
三　

御
金
物
銀
唐
草
毛
彫
納
判
六
十
九
番
上
下
江
組
入

ロ
一　

御
茶
弁
当　
　
　
　
棒
共　
　

一
荷

　
安
政
六
未
年
二
月
朱
丸
印
御
燗
風
呂
初
六
ケ
条
之
分

　
　
　
　

内

　
御
簾
中
様
御
用
差
下

　
　

肥
田
孫
三
朗
殿
談

〇
一　

長
形
銀
御
燗
風
呂　
　
　

壱（
貼
札
）

　
　
　
　

 

目
方
御
蓋
共
五
百
六
拾
匁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
天
保
十
五
辰
年

〇
一　

角
形
同
断　
　
　
　
　
　

壱　
正
月
御
小
納
戸

　
　
　
　

 

目
方
御
蓋
共
弐
百
九
拾
五
匁　
御
渡
相
成
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
朱
書
召
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銀
器
御
道
具
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
内
三
百
目
之
方
相
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戌
四
月
改

　

菊
折
枝
彫
葵
御
紋
付

一　

銀
御
ち
ろ
り　
　
　
　
　

壱

　
右　
　
　

 

銀
御
さ
や
附

　
安
政
二
卯
年　
　

目
方
さ
や
蓋
共
七
拾
五
匁

　
利
姫
様
御
用
ニ
付
江
戸
表
江

　
御
差
下　
　

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵
葵
御
紋
付

　
　
　
　
　
　

 

は
か
ま
壱
ツ
添

一　

銀
御
薬
鑵　
　
　
　
　
　

壱

　
同
断　
　
　
　
目
方
蓋
共
壱
五
拾
五
匁

　
　
　
　
　
同
□
□
よ
り
申
来

〇
一　

同
断　
此
分
安
政
二
年
卯
十
月　

壱

　
　
　
　
　
御
広
敷
御
用
人
江
渡
ス　
　
　

三
年
辰
二
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　

目
方
蓋
共
百
拾
五
匁　

返
納
品
多
門
へ
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□
□
ゟ

　
　
　
　
　
　

 

安
政
二
卯
年　
　
　
　
　

 

□
□
□
□

一　

銀
御
湯
漉 

利
姫
様
御
引
移
御
用
ニ
付
壱

　
　
　
　
　
　

 

江
戸
表
江
御
差
下

　
　
　
　
　
　

 

目
方
輪
共
弐
拾
五
匁

〇
一　

同
断　
　
　
　
　
　
　
　

壱

　
　
　
　
　
　

 

但
柄
ハ
木
ニ
而
出
来
目
方
輪
共
弐
拾
五
匁

　

唐
草
毛
彫
葵
御
紋
付

〇
一　

銀
御
銚
子　
　
　
　
　
　

壱

　
　
　
　
　
　
　
目
方
蓋
共
百
五
匁

　

菊
折
枝
彫
葵
御
紋
付

〇
一　

銀
御
天
目　
　
　
　
　
　

壱

　
　
　
　
目
方
蓋
共
四
拾
五
匁

是
ゟ
末
十
四
ヶ
条
請
取
候
節
ゟ
無
之

天
六
十
三　

白
陶
器

一　

御
天
目　
　
　
　
　
　
　

弐

六
十
九
番
江　
　
葵
御
紋
付
朱
蓋
壱
枚
添

組
入　

葵
御
紋
染
付

一　

御
茶
碗　
　
　
　
　
　
　

弐

竹
之
模
様

一　

御
小
盃　
　
　
　
　
　
　

壱

春
慶
塗
葵
御
紋
付

一　

御
茶
碗
入
小
箱　
　
　
　

壱

真
鍮

一　

底
取
り　
　
　
　
　
　
　

壱

同一　

灰
押　
安
政
三
卯
年　
　
　
壱

　
　
　
　
　
利
姫
様
御
引
移
御
用
ニ
付

　
　
　
　
　
江
戸
表
江
御
差
下

天
六
十
三

同
断　

一　

御
茶
筌　
　
　
　
　
　
　

壱
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組
入　
　
　
　
　
白
木
箱
入

一　

御
茶
杓　

御
筒
共　
　
　

弐
本

　
　
　

内
象
牙　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　

竹　
　
　
　
　
　
　

壱
本

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵
葵
御
紋
付

天
六
十
三
一　

御
棗　
　
　
　
　
　
　
　

弐

納
判　
　

同
断

六
十
九
番
一　

御
茶
臺　
　
　
　
　
　
　

壱

組
入　
　

同
断
葵
牡
丹
両
御
紋
付

一　

御
天
目　
　
　
　
　
　
　

壱

　
　
　
　
　
御
蓋
共

同
断
葵
御
紋
付

一　

御
高
茶
臺　
　
　
　
　
　

壱

同
断
葵
牡
丹
両
御
紋
付

一　

御
茶
箱　
　
　
　
　
　
　

壱

真
鍮　
　
　
　
　
　
　
　

大
小
ノ
方
壱
膳

一　

御
火
箸　
　
　
　
　
　
　

弐
膳

猩
々
緋
葵
牡
丹
両
御
紋
付

　
　
　

一　

御
油
箪　
　
　
　
　
　
　

一
通
り

黒
塗　
　
　
本
文
御
油
箪
安
政
三
辰
年

一　

御
棒　
御
拂
相
成　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　
　

木
綿
袋
入

一　

御
茶
傘　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　
　

黒
木
綿
袋
入

　
　
　
　
　
　
此
黒
木
綿
袋
之
儀
嘉
永
三
戌
年

　
　
　
　
　
　
三
月
十
六
日
御
数
寄
屋
方
相
渡
ス

葵
牡
丹
両
御
紋
付　
此
御
桐
油
木
綿
袋
共
嘉
永
三
戌

一　

絹
御
桐
油　
　
三
月
十
六
日　

一
通
り

　
　
　

黒
木
綿
袋
入
御
数
寄
屋
方
相
渡
ス

一
外
家　
　
　

弐　

黒
掻
合
塗
木
綿
真
田
付

地
黒
塗
唐
草
模
様
葵
御
紋
散

御
金
物
類
滅
金

　

ハ
一　

御
茶
弁
当　
　
　
　
　

一
荷

　
　

明
治
六
酉
四
月
調
売
立　

花
色
木
綿
御
油
箪
掛

　
　
　

外
家　

壱　

黒
掻
合
塗
木
綿
真
田
附

　
　
　

黒
塗

　
　

一　

御
棒　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　

一　

外
家　

壱　

黒
掻
合
塗

溜
塗
朱
葵
御
紋
付　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
右
衛
門
殿
御
覧

一　

御
水
弁
当　
　
　
　
　

一
荷　
　
　
　
天
保
十
五
辰
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
色
木
綿
御
油
箪
掛
六
月
御
廣
敷
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
渡
ス

　
　

黒
塗
鉄
金
物
附

　
　

一　

志
や
う
き　
　
　
　
　

壱
對

　
　

黒
塗

　
　

一　

御
棒　
　
　
　
　
　
　

壱
本

黒
塗
葵
御
紋
付

　

ニ
一　

御
荷
弁
当　
　
　
　
　

一
荷

　
　
　

明
治
六
三
月
売
立
真
鍮
鍵
壱
ツ
附

　
　
　
　

内
御
拂
相
成
候
事

黒
塗
内
朱
葵
御
紋
付　
　
　
本
二

　

御
懸
盤　
　
　
　
　
　
　
　

二
膳

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
ツ
組

　

御
椀　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
組

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
小

　

御
平　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
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同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　

御
坪　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐

同
　

御
腰
高　
　
　
　
　
　
　
　

弐

同
　

御
吸
物
椀　
　
　
　
　
　
　

四

同
　

御
飯
鉢　

御
臺
附　
　
　
　

壱　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箱
入

　

御
杓
子　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　

御
箸　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
膳

同
　

御
盃　

惣
朱
御
紋
付　
　
　

弐
枚

同
　

御
湯
当　
　
　
　
　
　
　
　

壱

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角

　

御
露
物
入　

御
ふ
た
附　
　

弐

同
　

御
吸
筒　
　
　
　
　
　
　
　

壱

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
ツ
組

　

御
重　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
組

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角

　

御
切
溜　
　
　
　
　
　
　
　

弐

同
　

御
通
ひ
膳　
　
　
　
　
　
　

五
枚

同
　

御
貝
杓
子　
柄
黒
塗　
　　
壱
本

　

御
杓
子　
　
　
　
　
　
　
　

壱

　

御
茶
碗　
御
蓋
付　
　
　　
弐

　

御
鱠
皿　
　
　
　
　
　
　
　

弐
枚

　

御
煎
物
皿　
　
　
　
　
　
　

弐
枚

　

御
小
皿　
　
　
　
　
　
　
　

弐
枚

　

鉄
御
銚
子　
　
　
　
　
　
　

壱

此
三
ヶ
条
引
分　
　

御
蓋
銀
葵
御
紋
付
唐
草
彫 

小

同
節
御
拂　

唐
銅
御
鍋　
　
　
　
　
　
　

 

弐
枚

　
　
　
　

 

御
蓋
黒
掻
合
塗
朱
葵
御
紋
付

　

鉄
五
徳　
　
　
　
　
　
　
　

壱

萌
黄
羅
紗
葵
御
紋
付

　

御
油
箪　
　
　
　
　
　
　
　

壱
對

　
　
　
本
文
御
油
箪
安
政
三
辰
年

　
　
　
御
拂
相
成

　

御
棒　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
本

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵
葵
牡
丹
両
御
紋
付
御
金
物
銀

唐
草
毛
彫
両
御
紋
付

　

ホ
一　

御
挟
箱　
　
　
　
　
　

壱
對

天
五
十
八　
　

納
判
六
十
五
番
上
下
被
組
入
花
色
木
綿
御
油
箪
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

片
シ
ハ
無

　

猩
々
緋
葵
牡
丹
両
御
紋
付

　

一　

御
油
箪　
　
　
　
　
　

一
通
り

　
　
　
　
　
本
文
御
油
箪
安
政
三
辰
年

　
　
　
　
　
御
拂
相
成

　

本
紅
糸
打

　

一　

御
紐
本
文
御
對
箱
紐
片
シ
分
万
延
一
對
内
残
壱

　
　
　
　
　
元
甲
年
建
中
寺
本
堂
御
両
面

　
　
　
　
　
円
鏡
附
総
角
御
取
繕
御
用
相
成
候
事

　

一　

御
棒　
　
　
　
　
　
　

一
對

　

一　

外
家　

弐　

黒
掻
合
塗

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵
葵
牡
丹
両
御
紋
付
御
金
物
銀

唐
草
毛
彫
両
御
紋
付

　

ヘ
一　

御
蓑
箱　
　
　
　
　

壱
□　
（
貼
札
）「
△
」

天
五
十
九　

納
判
六
十
六
番
江
組
入

　

猩
々
緋
葵
牡
丹
両
御
紋
付
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△
一　

御
油
箪　
　
　
　
　
　

一
通
り

　
　
　
　
　
　
本
文
御
油
箪
安
政
三
辰
年

　
　
　
　
　
　
御
拂
相
成

　

本
紅
糸
打

△
一　

御
紐　
　
　
　
　
　
　

一
通
り

　

一　

御
棒　
　
　
　
　
　
　

壱
本

　
　

外
家　

壱　

黒
掻
合
塗

同
断
御
切
羽
継
合

　

ト
一　

御
長
「　
　
　
　
　

一
振　
（
貼
札
）「
△
」

天
六
十
二　

同
断
六
十
八
番
江
組
入

　

猩
々
緋
葵
牡
丹
両
御
紋
付

　

一　

御
袋　
本
文
御
袋
裏
解　
　
　
　

 
壱

　
　
　
　
　
　
安
政
三
辰
年
御
拂
ニ
相
成

　

本
紅
糸
打
房
付

　

一　

御
紐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱

　

一　

外
家　
　

壱　

黒
掻
合
塗

　
　
　
　

文
久
二
年
戌
九
月

　
　
　
　

道
姫
様　

豊
姫
様
御
間
飾
御
用
ニ
相
成
候
付

　
　
　
　

御
広
敷
御
用
人
江
御
渡
切
ニ
相
成

　
　
　
　
　
　
　

御
長
刀　

御
紐　

外
家

右
御
長
刀
御
紐
外
家
共
慶
応
二
卯
年
二
月
十
二
日
御
広
敷
御
用
人
大
相
成

甚
左
衛
門
よ
り
手
紙
を
以
差
戻
ニ
相
成
候
事

葵
牡
丹
両
御
紋
付
御
柄
梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵
両
御
紋
散

御
金
物
銀
唐
草
彫

天
六
十
四
チ
一　

御
緋
傘　
　
　
　
　
　
　
　

弐
本

　
　
　
　
　

納
判
七
十
番
上
下
江
組
入

　

猩
々
緋
葵
牡
丹
両
御
紋
付

　

一　

御
袋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐

　
　
　
　
　
本
文
御
袋
裏
斗

　
　
　
　
　
安
政
三
辰
年
御
拂
ニ
相
成

本
紅
糸

　

一　

御
紐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐

　
　
　
　
　

真
鍮
栓
付

同
断

天
六
十
五
リ
一　

御
雨
傘　
　
　
　

壱
本

　

同
断
七
十
一
番
江
組
入

猩
々
緋
葵
牡
丹
両
御
紋
付

　

一　

御
袋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱

　
　
　
　
　
本
文
御
袋
安
政
三
辰
年

　

本
紅
糸　
御
拂
ニ
相
成

　

一　

御
紐　
但
表
猩
々
緋
慶
応
元
年　
　

壱

　
　
　
　
　
　
前
御
簾
中
様
御
茶
弁
当
御
油
箪
用

　
　
　
　
　
　
御
用
ひ
相
成
候

　

一　

外
家　
　

壱　

黒
掻
合
塗

　

葵
牡
丹
両
御
紋
付
御
柄
蜀
江
蒔
絵
葵
御
紋
散
シ

　

御
金
物
滅
金
唐
草
彫

チ
一　

御
緋
傘　
　
　
　
　

壱
本

猩
々
緋
葵
牡
丹
両
御
紋
附

一　

御
袋　
本
文
御
袋
安
政
三
辰
年　
　

一
通
り

　
　
　
　
　
御
拂
ニ
相
成

　
　
　
　
真
鍮
せ
ん
付

本
紅
糸

一　

御
紐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
通
り

　

同
断

　

一　

御
雨
傘　
　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　
　

入
札
御
拂
相
成
事

　
　

猩
々
緋
葵
牡
丹
両
御
紋
付

一　

御
袋　
本
文
御
袋
安
政
三
辰
年　
　

一
通
り

　
　
　
　
　
御
拂
ニ
相
成
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本
紅
糸

一　

御
紐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
通
り

一　

外
家　
　

壱　

黒
掻
合
塗

□
龍
門
朱
葵
御
紋
付
幷
二
ツ
引
印
付
安
政
六
未
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
御
殿
御
引
移
御
用

　

一　

四
半
御
纏　
　
　
　

壱
本

　
　
　
　
　
　
　

竿
共

　

同
断
黒
ニ
而
丁
子
丸
印
三
ツ
付

ヌ
一　

同
断　
　
　
　
　
　

壱
本

　

朱
葵
牡
丹
両
御
紋
付
幷
二
ツ
引
印
附

　

一　

御
纏
高
張
提
灯　
　

壱
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　

竿
共

　
　
請
取
候
節
よ
り
無
之

　

同
断
黒
ニ
而
丁
子
丸
印
壱
ツ
付

　

一　

同
断　
　
　
　
　
　

壱
張

　

朱
葵
御
紋
幷
黒
ニ
而
二
ツ
引
印
付

　

一　

同
断
安
政
六
未
年　
　

弐
張

　
　
　
　
　
新
御
殿
御
引
移
御
用
被
成

　
　
　

御
茶
弁
当

ル
一　

御
挟
箱　

棒
之
箱　

壱

　
　
　

御
蓑
箱　
　
　

黒
掻
合
塗
木
綿
真
田
附

　

朱
塗
牡
丹
両
御
紋
付

　

一　

御
雨
具
入
御
半
長
持
壱
棹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
永
元
年
申
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
文
長
持
本
文
御
長
持
留
書
付
ゟ
御
修
復
ニ

　
　
　
　
　
　
　

内　
　
相
成

　
　

是
ゟ
以
下
請
取
候
節
よ
り
無
之

　
　
　

金
葵
牡
丹
両
御
紋
付
紗
綾

一　

御
輿
桐
油　
　
　
　
　
　
　
　

三
枚

同

一　

御
挟
箱
桐
油　
　
　
　
　
　
　

弐
對
分

同一　

御
蓑
箱
桐
油　
　
　
　
　
　
　

弐
枚

同一　

御
茶
弁
当
桐
油　
　
　
　
　
　

弐
荷
分

同一　

御
輿
臺
桐
油　
　
　
　
　
　
　

二
對
分

同一　

御
緋
傘　

桐
油　
　
　
　
　
　

三
勺

　
　

御
雨
傘

同一　

御
輿
之
棒
桐
油　
　
　
　
　
　

三
通
り

同一　

御
水
弁
当
桐
油　
　
　
　
　
　

壱
荷
分

葵
牡
丹
両
御
紋
付

一　

御
荷
弁
当
桐
油　
　
　
　
　
　

壱
荷
分

同一　

御
長
持
桐
油
大
小　
　
　
　
　

八
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翻
刻
2
　
⑪
「
御
道
具
帳
」

　
　
　
　
　
凡
例　

ゴ
チ
ッ
ク
体
は
朱
字
を
示
す
。

（
内
題
）

御
道
具
帳

（
貼
札
）

「
嘉
永
四
亥
年
七
月

俊
恭
院
様
此
御
道
具
之
部

初
御
守
掛
よ
り
末
綟
子
張
御
障
子

屏
風
迄
不
残
書
抜
江
戸
表
江

御
廻
ニ
相
成
候
事

　
　

但
有
合
之
分
」

　

壱
番
御
長
持
入

壱梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　

葵
牡
丹
両
御
紋
散
惣
御
金
物
銀
葵
御
紋
付
唐
草
彫

改　

一　

御
守
掛　
　
　
　
　

壱　

浅
黄
木
綿
御
油
箪
掛

天
七
ノ
三　
納
判
五
十
二
号
江
組
入

　
　
　
　
　

外
家
壱　
　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
綿
真
田
附

弐同
断

同
断
御
金
物
銀
葵
牡
丹
両
御
紋
付
唐
草
彫

　

一　

御
厨
子
棚　
　
　
　

壱　

同
断

天
壱　

 

納
判
壱
番
江
組
入

　
　
　
　

 

外
家
壱　
　

真
掻
合
塗
鉄
金
物
附

三梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵　

　

葵
牡
丹
両
御
紋
散
内
張
赤
地
金
入
銀
覆
輪

　

鋲
銀
牡
丹
御
紋
毛
彫
御
敷
紙

一　

拾
弐
御
手
箱　
　
　

壱　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

天
十
七
上　

 

納
判
十
八
番
江
組
入

　
　
　

内　
御
鏡
壱
面
安
政
二
卯
年

　
　
　
　
　
利
姫
様
御
引
移
り
御
用
江
戸
表
江
差
下

　
　

丸
御
鏡
家
入　
　

 

弐
面　

同
絹
和
巾
包

　
　
　
　
内
壱
面
有

　
　
　
　
　
　

御
敷
紙　

内
△
壱
面

　
　

丸
御
香
合　
　
　

 

弐　

同
断

　
　

三
ツ
御
櫛　
　
　

 

拾
弐
具
御
畳
紙
包

　
　

角
御
香
合　
　
　

 

八　
　

浅
黄
絹
御
和
巾
包

　

 

外
家
壱　
　
　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目

　
　
　
　
　
　

 　

木
綿
真
田
附

四同
断

葵
牡
丹
両
御
紋
散

一　

御
火
取
香
炉　
　
　

 

壱　

浅
黄
木
絹
御
和
巾
包

天
六　
　
　

 

銀
御
伏
籠
添

　
　
　
　
　
　
　
　
此
目
弐
拾
壱
匁
六
分

　
　
　

同
断
六
番
江
組
入

　
　
　

外
家
壱　

同
断

五梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

葵
牡
丹
両
御
紋
散
銀
鋲
牡
丹
御
紋
毛
彫
御
敷
紙

一　

大
御
文
箱　
　
　
　

壱　

浅
黄
木
絹
御
和
巾
包



俊
恭
院
福
君
の
婚
礼
と
菊
折
枝
蒔
絵
調
度

九
八

天
十
八 　
　

納
判
二
十
号
江
組
入

　
　
　

外
家
壱　
　
　
　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
綿
真
田
附　

六同
断

　

同
断
一　

小
御
文
箱　
　
　
　

壱　

同
断

天
十
九　
　

 

同
断
二
十
一
号
江
組
入

　
　
　

外
家
壱　

同
断

七同
断

　

葵
牡
丹
両
御
紋
散

一　

御
硯
箱　
　
　
　
　

壱　

同
断

天
十
七
下　
　

同
断
十
九
号
江
組
入

　
　
　
　

内

　
　
　

御
硯
箱　
　
　
　

壱

　
　
　

銀
御
水
入
臺
座
共　

壱

　
　
　
　
　
　
　
此
目
八
匁
三
分
ヨ
ハ
ク

　
　
　

御
墨
御
墨
敷
共　
　

壱
挺

　
　
　

御
筆　
　
　
　
　

壱
對
浅
黄
絹
御
和
巾
包

　
　
　

御
差
「　
　
　
　

壱
本
浅
黄
絹
御
和
巾
包

　
　
　

御
錐　
　
　
　
　

壱
本
同
断

　
　
　

御
墨
挟　
　
　
　

壱　

同
断

　
　

外
家
壱　
　
　
　
　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
綿
真
田
附

八梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　

葵
牡
丹
両
御
紋
散
惣
御
金
物
銀
両
御
紋
唐
草
毛
彫

一　

御
黒
棚　
　
　
　
　

壱　

浅
黄
木
綿
御
油
箪
掛

天
弐　
　
　

納
判
二
番
江
組
入

　
　
　
　
　

外
家　

壱　

真
掻
合
鉄
金
物
附

九同
断

　

葵
牡
丹
両
御
紋
散
銀
鋲
牡
丹
御
紋
毛
彫
御
敷
紙

一　

御
拂
箱　
　

同
断
御
和
巾
包　
　
　
　
　
　

　
　
　

同
断
九
番
江
組
入

　
　
　
　
　

内
十
四
番

　
　
　
　

三
ツ
御
櫛　
　

拾
壱
具
御
畳
紙
包

　
　
　
　

二
ツ
御
櫛　
　

壱
具　

同
断

　
　
　
　

御
櫛
拂　
　
　

壱
對
御
畳
紙
包

　
　
　

外
家
壱　
　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目

　
　
　
　
　
　
　
　

木
綿
真
田
附

十梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　

葵
牡
丹
両
御
紋
散
銀
鋲
牡
丹
御
紋
毛
彫
御
敷
紙

一　

小
御
角
赤　
　
　
　

壱　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

天
十
六　
　

 

納
判
十
六
番
上
江
組
入

　
　
　

外
家
壱　
　
　

同
断

十
一

同
断

　

同
断

一　

御
元
結
箱　
　
　
　

壱　

同
断

天
三
十
六　
　

同
三
十
九
号
江
組
入

　
　
　
　

内

　
　
　

絵
御
元
結　
　
　

壱
通　

御
畳
紙
包



俊
恭
院
福
君
の
婚
礼
と
菊
折
枝
蒔
絵
調
度

九
九

　
　

外
家
壱　
　
　

同
断

十
二
同
断

　

同
断

一　

御
渡
金
箱　
　
　
　

壱　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

天
丗
九　
　
　

同
四
十
二
号
江
組
入

　
　
　
　

内

　
　

△
銀
御
渡
金　
　
　

壱
枚
御
畳
紙
包

　
　
　
　
　

此
目
八
拾
八
匁　
御
渡
金
斗
安
政
二
卯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
姫
様
御
引
移
り
御
用
江
戸
表
江
差
下

　
　
　

御
歯
黒
筆　
　
　

壱
對
同
断

　
　

外
家
壱　
　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目

　
　
　
　
　
　
　

木
綿
真
田
附

十
三

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　

葵
牡
丹
両
御
紋
散
銀
鋲
牡
丹
御
紋
毛
彫
御
敷
紙

一　

御
歯
黒
箱　
　
　
　

壱　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

天
三
十
八　

 

納
判
四
十
一
番
江
組
入

　
　
　
　

内

　
　
　

御
附
子
箱　
　
　

弐　

浅
黄
絹
御
和
巾
包

　
　

△
銀
御
志
よ
う
す　

弐　

同
断

　
　
　
　
　
此
目
三
拾
三
匁　

御
上
水
斗
安
政
二
卯
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
姫
様
御
引
移
り
御
用
差
下

　
　
　

同
御
歯
黒
差　
　

壱　

同
断

　
　
　
　
　
此
目
三
拾
八
匁
ツ
ヨ
ク

　
　

外
家
壱　

同
断

十
四

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　

葵
牡
丹
両
御
紋
散
惣
御
金
物
銀
葵
御
紋
唐
草
毛
彫

一　

御
書
棚　
　
　
　
　

壱　

浅
黄
木
綿
御
油
箪
懸

天
三　
　
　

納
判
三
番
江
組
入

　
　
　

外
箱
壱　
　
　
　

真
掻
合
塗
鉄
金
物
付

十
五

同
断

　

葵
御
紋
附
御
金
物
銀
葵
御
紋
附

一　

御
拂
髪
箱　
　
　
　

壱　

同
断
御
和
巾
包

天
十
五　
　

同
断
十
五
番
江
組
入

　
　
　

外
家
壱　
　
　
　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
綿
真
田
付

十
六
同
断

　

葵
牡
丹
両
御
紋
附
銀
鋲
牡
丹
御
紋
毛
彫
御
敷
紙

一　

御
眉
作
箱　
　
　
　

壱　

同
断

天
三
十
五　

 

同
三
十
八
番
江
組
入

　
　
　
　

内

　
　

御
眉
墨
香
合　
　

弐　

浅
黄
絹
御
和
巾
包

　
　
　
　

御
眉
は
き　
　

弐
對

　
　
　
　

大
女
郎　
　
　

弐
對　

御
畳
紙
包

　
　
　
　

小
女
郎　
　
　

弐
對　

　
　
　
　

御
紅
筆　
　
　

弐
對

　
　
　
　

御
真
筆　
　
　

弐
對

　
　
　
　

御
白
粉
筆　
　

弐
對　

御
畳
紙
包

　
　
　
　

御
真
立　
　
　

壱
本

　
　
　
　

御
真
は
つ
し　

壱
本

　
　
　
　

御
髪
撫　
　
　

壱
本



俊
恭
院
福
君
の
婚
礼
と
菊
折
枝
蒔
絵
調
度

一
〇
〇

　
　
　
　

御
際
置　
　
　

壱
本　

同
断

　
　
　

外
家
壱　
　
　
　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
綿
真
田
附

十
七

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　

葵
御
紋
附
銀
鋲
葵
御
紋
毛
彫
御
敷
紙

一　

御
畳
紙
箱　
　
　
　

壱　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

天
三
十
七　

 

納
判
四
十
番
江
組
入

　
　
　

外
家
壱　
　
　
　

同
断

十
八

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　

葵
牡
丹
両
御
紋
散
御
金
物
銀
葵
御
紋
唐
草
毛
彫

一　

御
角
盥
御
楾
共　
　

壱
通
浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

天
五
十
三　

 

納
判
五
十
七
番
江
組
入

　
　
　

外
家
壱　
　
　
　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
綿
真
田
附

十
九

同
断

　

葵
牡
丹
両
御
紋
散

一　

御
毛
垂
箱　
　
　
　

壱　

同
断

天
三
十
三　

 

同
断
三
十
六
番
江
組
入

　
　
　
　

内

　
　
　

御
毛
垂　
　
　
　

弐
對

　
　
　
　
　
　
柄
金
入
包

　
　

外
家
壱　
　
　
　
　

同
断

廿

同
断

葵
御
紋
付

一　

御
爪
取
箱　
　
　
　

壱　

同
断

天
三
十
四　

 

同
三
十
七
番
江
組
入

　
　
　
　

内

　
　
　

御
爪
取　
　
　
　

五
對
浅
黄
絹
御
和
巾
包

　
　
　
　
　
　
御
金
物
銀

　
　

外
家
壱　
　
　
　
　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
綿
真
田
附

廿
壱

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　

葵
御
紋
付

一　

御
爪
取
盥　
　
　
　

壱　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

天
四
十
二　

 

納
判
四
十
五
番
江
組
入

　
　
　

外
家
壱　
　
　
　

同
断

廿
二

同
断

　

葵
御
紋
散
銀
葵
御
紋
御
金
物
御
敷
紙

一　

御
旅
櫛
箱　
　
　
　

壱　

同
断

天
三
十　
　
　

同
三
十
三
号
江
組
入

　
　
　
　

内

　
　
　

丸
御
鏡
家
入　　
壱
面　

浅
黄
絹
御
和
巾
包

　
　
　
　
　
　
御
敷
紙

　
　
　

打
御
鏡
立　
　
　

壱　

同
断

　
　
　

御
油
桶
御
柄
杓
共　

弐　

同
断

　
　
　

御
白
粉
箱　
　
　

壱　

同
断

　
　
　

御
附
子
箱　
　
　

壱　

同
断

　
　
　

御
鋏　
　
　
　
　

壱
挺　

御
畳
紙
包



俊
恭
院
福
君
の
婚
礼
と
菊
折
枝
蒔
絵
調
度

一
〇
一

　
　
　

御
白
粉
解　
　
　

壱　

浅
黄
絹
御
和
巾
包

　
　
　

銀
御
化
粧
水
入　

壱　

同
断

　
　
　
　
　
　
此
目
弐
拾
四
匁
弐
分

　
　
　

御
真
襟
墨
入　
　

弐　

同
断

　
　
　

二
重
組
御
毛
垂
箱
壱　

同
断

　
　
　

三
ツ
御
櫛　
　
　

壱
具
御
畳
紙
包

　
　
　

銀
御
鬢
水
入　
　

壱

　
　
　
　
　
　
此
目
拾
八
匁
弐
分

　
　
　

同
御
歯
黒
差　
　

壱　

同
断

　
　
　
　
　
　
此
目
三
拾
四
匁

　
　
　

同
御
渡
金　
　
　

御
畳
紙
包

　
　
　
　
　
　
此
目
五
拾
九
匁

　
　
　

同
御
し
や
う
す　

弐　

同
断

　
　
　
　
　
　
此
目
四
拾
匁
弐
分

　
　
　

御
毛
抜　
　
　
　

壱
挺　

同
断

　
　
　

御
櫛
拂　
　
　
　

壱　
　

同
断

　
　
　

御
毛
垂　
　
　
　

壱
對　

浅
黄
絹
御
和
巾
包

　
　
　

御
爪
取　
　
　
　

壱
對　

同
断

　
　
　

御
髪
撫　
　
　
　

壱
本

　
　
　

御
白
粉
筆　
　
　

壱
對

　
　
　

御
真
筆　
　
　
　

壱
對

　
　
　

御
紅
粉
筆　
　
　

壱
對

　
　
　

御
歯
黒
筆　
　
　

壱
對

　
　
　

御
眉
は
き　
　
　

壱
對　

御
畳
紙
包

　
　
　

御
引
出
入
御
硯
石
壱　

　
　
　

銀
御
水
入　
　
　

壱　
　
　

　
　
　
　
　
　
此
目
拾
壱
匁
四
分

　
　
　

御
差
「　
　
　
　

壱
本　

浅
黄
絹
御
和
巾
包

　
　
　

御
錐　
　
　
　
　

壱
本　

同
断

　
　
　

御
筆　
　
　
　
　

壱
對　

同
断

　
　
　

御
墨　
　
　
　
　

壱
挺

　
　
　

猩
々
緋
御
墨
敷

　
　

外
家　

壱　
　
　
　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
綿
真
田
附

廿
三

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　

葵
御
紋
附
銀
鋲
葵
御
紋
御
敷
紙

一　

御
小
櫛
箱　
　
　
　

壱　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

天
三
十
一　
　

納
判
二
十
四
番
江
組
入

　
　
　
　

内

　
　
　

御
油
桶
御
柄
杓
共　

壱　

浅
黄
絹
御
和
巾
包

　
　
　

御
鬢
水
入　
　
　

壱　

同
断

　
　
　

御
櫛
拂　
　
　
　

壱
對
御
畳
紙
包

　
　
　

御
髪
撫　
　
　
　

壱
本

　
　
　

御
際
立　
　
　
　

壱
本

　
　
　

御
真
は
つ
し　
　

壱
本

　
　
　

三
ツ
御
櫛　
　
　

壱
具
同
断

　
　

外
家
壱　
　
　
　
　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
綿
真
田
附

廿
四

同
断

　

同
断

一　

御
櫛
文
庫　
　
　
　

壱　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

天
三
十
弐　

 

同
断
三
十
五
番
江
組
入

　
　

外
家
壱　
　
　
　
　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
綿
真
田
附



俊
恭
院
福
君
の
婚
礼
と
菊
折
枝
蒔
絵
調
度

一
〇
二

廿
五

　

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　

葵
牡
丹
両
御
紋
付

一　

御
手
水
盥　
　
　
　

壱　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

天
五
十
五　

 
納
判
五
十
九
号
江
組
入

　
　
　

外
家
壱
同
断

廿
六

　

同
断

　
　

葵
牡
丹
両
御
紋
散
御
金
物
銀
葵
御
紋
唐
草
毛
彫

　

一　

御
手
拭
掛　
　
　

壱　

同
断
御
油
箪
懸

天
五
十
四　

 

同
五
十
八
番
江
組
入

　
　
　

銀
御
手
拭
挟　

壱

　
　
　
　
　
　
　
此
目
拾
四
匁
弐
分
ヨ
ハ
ク

　
　
　

外
家
壱
同
断

廿
七

　

同
断

　
　

葵
御
紋
付
銀
鋲
葵
御
紋
付

　

一　

御
上
指
箱　
　
　

壱　

同
断
御
和
巾

天
五
十　
　
　

同
五
十
三
号
江
組
入

　
　
　
　

外
家
壱　
　
　

同
断

廿
八

　

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　
　

葵
御
紋
附
御
金
物
銀

　

一　

御
乳
請　
　
　
　

壱　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

天
四
十
三　
　

 

納
判
四
十
六
番
江
組
入

　
　
　
　

外
家
壱　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目

　
　
　
　
　
　
　
　

木
綿
真
田
附

廿
九

　

同
断

　
　

葵
御
紋
附
銀
鋲
葵
御
紋
御
敷
紙

　

一　

御
昆
布
箱　
　
　

壱　

同
断

　
　
　
　
　
　
安
政
二
卯
年

　
　
　
　
　
　
利
姫
様
御
引
移
御
用
ニ
付
江
戸
表
江
差
下

　
　
　
　

外
家
壱　

同
断

三
十

　

同
断

　
　

葵
牡
丹
両
御
紋
付
銀
鋲
牡
丹
御
紋
御
敷
紙

　

一　

大
御
角
赤　
　
　

同
断

天
十
六　
　
　
　

納
判
十
六
番
上
下
江
組
入

　
　
　
　

外
家
壱　

同
断

三
十
一

　

同
断

　
　

葵
御
紋
付
銀
鋲
葵
御
紋
付
御
敷
紙

　

一　

御
水
引
箱　
　
　

壱　

同
断

　
　
　
　
　
　

御
畳
紙
弐

　
　
　
　
　
安
政
二
卯
年

　
　
　
　
　
利
姫
様
御
引
移
御
用
ニ
付
江
戸
表
江
差
下

　
　
　
　

外
家
壱

三
十
二
上下
二
箱

　

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　
　

葵
牡
丹
両
御
紋
付

　

一　

御
薫
物
壺
臺
共　

壱
通　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

天
七
ノ
壱　
　

 

納
判
七
番
上
下
江
組
入

　
　
　
　
　

御
壺
紅
紐
懸
り

　
　
　
　
　

内
家
壱　

蠟
色
塗
葵
牡
丹
両
御
紋
付
銀
鵐
目
萌
黄



俊
恭
院
福
君
の
婚
礼
と
菊
折
枝
蒔
絵
調
度

一
〇
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
田
附

　
　
　
　

外
家
弐　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目
木
綿
真
田
付

三
十
三

　

同
断

　
　

葵
御
紋
付

　

一　

御
十
種
香
盤　

壱
通　

同
断

　
　
　
　

鵐
目
銀

天
十
三　
　
　

 

納
判
十
三
番
江
組
入

　
　
　
　

内

　
　
　
　

競
馬
板
弐
枚　

浅
黄
絹
御
和
巾
包

　
　
　
　

競
馬
人
形
臺
共
弐　

同
断

　
　
　
　

紅
葉
作
り
花
六
枚
證
拠
之
木
共

　
　
　
　

桜
作
り
花
五
枚

　
　
　
　

矢
屏
風
矢
共
拾
本

　
　
　
　

白
簱
六
本
赤
簱
六
本
御
畳
紙
包

　
　
　
　

金
銀
麾　

弐
拾

　
　
　

外
家
壱　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目

　
　
　
　
　
　
　

木
綿
真
田
付

　
　三

十
四

　

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　
　

葵
御
紋
附

　

一　

御
沈
割　
　
　

壱
通　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

　
　
　
　
　

安
政
二
卯
年

　
　
　
　
　

利
姫
御
引
移
御
用
ニ
付
御
差
下

　
　
　
　

御
沈
割
盤　

壱

　
　
　
　

御
鋸　
　
　

壱
挺

　
　
　
　

御
鑿　
　
　

壱
挺

　
　
　
　

御
沈
き
り　

壱
挺

　
　
　
　

御
槌　
　
　

壱
本

　
　

内
家　

壱　

黒
塗
葵
御
紋
付
鋲
滅
金

　
　
　
　
　
　
　

葵
御
紋
附

　
　

外
家　

壱　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目

　
　
　
　
　
　
　

木
綿
真
田
附

三
十
五

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　

葵
御
紋
付

一　

御
香
炉
箱　
　
　

壱　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

天
十
一　
　

 

納
判
十
一
番
江
組
入

　
　
　

内　

　
　
　
カ
ケ
コ

　
　
　
　

御
香
盆　
　

壱
枚　

浅
黄
絹
御
和
巾
包

　
　
　
　

御
香
炉　
　

弐

　
　
　
　
　
　
　

内
張
銀

　
　
　

外
家
壱　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目

　
　
　
　
　
　
　

木
綿
真
田
附

　
三
十
六

同
断

　

同
断
銀
鵐
目　
　
安
政
二
卯
年

　
　
　
　
　
　
　
利
姫
様
御
引
移
御
用
江
戸
表
江
差
下

　

△
一　

銀
廻
り
御
香
炉
臺
共　

壱　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

　
　
　

外
家
壱　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目

　
　
　
　
　
　
　

木
綿
真
田
付

　
三
十
七

同
断

　

同
断
銀
鋲
葵
御
紋
付

一　

御
匂
ひ
箱　
　
　

壱　

同
断



俊
恭
院
福
君
の
婚
礼
と
菊
折
枝
蒔
絵
調
度

一
〇
四

天
五　
　
　

納
判
五
番
江
組
入

　
　

内

　
　
カ
ケ
コ

　
　
　

御
香
盆　
　
　

壱
枚

　
　
　

御
提
臺　
　
　

壱　

浅
黄
絹
御
和
巾
包

　
　
　
　
　
　

御
金
物
銀

　
　
　

重
御
香
合　
　

壱　

同
断

　
　
　

御
空
薫
入　
　

壱　

同
断

　
　
　

御
香
炉　
　
　

壱　

同
断

　
　
　
　
　

銀
御
伏
籠
付

　
　
　
　
　
　
　
　
此
目
拾
弐
匁
七
分

　
　
　

銀
御
灰
押　
　

壱

　
　
　

同
御
香
箸　
　

壱

　
　
　

同
御
銀
葉
挟　

壱　

同
断

是
よ
り　
　
　
　
　
　
　

〆
此
目
拾
壱
匁
五
分

三
番　
　
　

外
家
壱　

真
掻
合
塗
煮
黒
目
鵐
目

　
　
　
　
　
　
　

木
綿
真
田
付

三
十
八
上下
二
箱

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　

葵
牡
丹
両
御
紋
附

一　

御
香
臺　
　
　
　

壱　

浅
黄
木
綿
御
油
箪
掛

天
廿
三　
　

納
判
二
十
五
番
上
下
江
組
入

　
　
　

唐
銅
鶴

天
廿
弐　
　
　
　

御
香
炉　
　

壱

　
　
　

外
家
弐　

真
掻
合
塗
木
綿
真
田
付
壱

　
　
　
　
　
　
　

溜
塗
同
断
壱

三
十
九

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　

葵
御
紋
附

　
　

一　

御
薄
板　
　
　
　

壱　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

　
　
　
　
安
政
二
卯
年

　
　
　
　
利
姫
様
御
引
移
御
用
ニ
付
御
差
下

　
　
　

外
家
壱　

真
掻
合
塗
木
綿
真
田
附

　
四
十

同
断

　

葵
牡
丹
両
御
紋
付
御
金
物
銀
牡
丹
御
紋
付

一　

御
見
臺　
　
　
　

壱
脚　

同
断

天
廿
九　
　

 

納
判
三
十
二
号
へ
組
入

　
　
　

外
家
壱　

同
断

四
十
一

同
断

　

葵
御
紋
付
御
金
物
銀
甲
板
金
入
紋
天
鵞
絨
包

一　

御
寄
掛　
　
　
　

壱

天
四
十
九　

 

納
判
五
十
二
号
江
組
入

　
　
　

外
家
壱　

同
断

四
十
二

梨
子
地

　

葵
牡
丹
両
御
紋
付
南
天
獏
之
蒔
絵

一　

御
祝
枕　
　

壱
對
浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

天
五
十
一　

 

納
判
五
十
四
番
江
組
入

　
　
　

外
家
壱　

真
掻
合
塗
木
綿
真
田
附

四
十
三

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　

葵
牡
丹
両
御
紋
付
御
金
物
銀
両
御
紋
唐
草
毛
彫

一　

御
衣
桁　
　

壱
組
浅
黄
木
綿
袋
入

天
六
十　　
同
断
六
十
七
番
江
組
入

　
　
　

外
家
壱
同
断



俊
恭
院
福
君
の
婚
礼
と
菊
折
枝
蒔
絵
調
度

一
〇
五

四
十
四

同
断

　

葵
御
紋
付
御
金
物
銀
葵
御
紋
唐
草
毛
彫

一　

御
袋
棚　
　

壱　

浅
黄
木
綿
御
油
箪
掛

天
四　
　
　
　

納
判
四
番
江
組
入

　
　
　

外
家
壱
同
断

四
十
五

葵
牡
丹
両
御
紋
付
御
敷
紙

一　

御
鼻
紙
箱　

壱　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

天
四
十
一　
　

 

納
判
四
十
四
番
江
組
入

　
　
　

外
家
壱　

溜
塗
木
綿
真
田
附

四
十
六

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　

葵
御
紋
付

一　

御
茶
碗
臺
蓋
共
五
浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

天
廿
七　
　
　
　

同
断
三
十
番
江
組
入　
内
蓋
壱
小
キ
ス

　
　
　

外
家
壱　

真
掻
合
塗
木
綿
真
田
付

四
十
七

同
断

　

同
断

　

△
一　

御
臺
子　
　

壱
飾　

浅
黄
木
綿
袋
入

　
　
　
　
　
　

 

安
政
二
卯
年

　
　
　
　
　
　

 

利
姫
様
御
引
移
御
用
ニ
付
江
戸
表
江
差
下

　
　
　
　
　

右
御
臺
子
附

　
　
　
　
　
葵
御
紋
付

　
　
　
　
　

〇
唐
銅
御
水
翻　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
筒　

壱
箱

〇
印
五
品　
　
　
　
　

同

弘
化
四
未
年
四
月　
　

〇
同
御
蓋
置　
　

同
断

維
学
心
院
様
ゟ　
　
　

同

御
貸
渡　
　
　
　
　
　

〇
同
御
杓
立　
　

同
断　
　

壱
箱

申
四
月
廿
九
日　
　
　

同

御
戻
相
成
候　
　
　
　

〇
同
御
水
差　
　

同
断

　
　
　
　
同
唐
草
彫

　
　
　
　
　

銀
御
釜　
　
　

同
断　
　

壱
箱

　
　
　
　
　
　
　

 

此
目
八
百
九
拾
目

　
　
　
　
葵
御
紋
附

　
　
　
　

〇
唐
銅
御
風
炉　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包　

壱
箱

　
　
　

外
家
五　

溜
塗
木
綿
真
田
付
四

　
　
　
　
　
　
　

木
地
塗
同
断
壱

四
十
八

　

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　
　

葵
御
紋
附

一　

御
丸
盆　
　

弐　
　

鬱
金
木
綿
袋
入

天
廿
七
合
併　
　

納
判　

三
十
番
江
合
併
組
入

四
十
九

　

梨
子
地
葵
御
紋
附
紗
綾
紋
蒔
絵

一　

御
棗　
　
　

五　
　

浅
黄
絹
御
和
巾
包

此
五
個
葵
印
ニ
テ　

葵
印
五
十
二
番
江
組
入

夫
々
被
下　

外
家
壱　
　
　
　

溜
塗
木
綿
真
田
付

是
ゟ
五
番

五
十

　

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　
　

葵
牡
丹
両
御
紋
散
銀
鋲
牡
丹
御
紋
附

　
　
　
　
　
　
　
　
壱　

葵
御
紋
之
方
也

一　

御
薬
通
ひ
箱　

弐　

同
断

　
　

内
壱
ツ
納
判
四
十
七
番
江
組
入

　
　
　

内
家
弐　

内
壱
ツ　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

　
　
　

 
但
蠟
色
塗
牡
丹
御
紋
付
御
金
物
銀
真
鍮
鍵

　
　
　
　

 
壱
ツ
安
政
二
卯
年　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
ツ
付



俊
恭
院
福
君
の
婚
礼
と
菊
折
枝
蒔
絵
調
度

一
〇
六

　
　
　
　
　
利
姫
様
御
引
移
御
用
ニ
付
差
下

　
　
　

外
家
弐　
　
　

溜
塗
木
綿
真
田
付

五
十
一

　

梨
子
地
菊
折
枝
蒔
絵

　
　

葵
牡
丹
両
御
紋
附

一　

平
御
煙
草
盆　

壱
面　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

天
四
十
七　

 

納
判　

五
十
番
江
組
入

　
　

内

　
　
　

銀
御
火
入　

壱　

浅
黄
絹
御
和
巾
包

　
　
　
　
　
此
目
八
拾
三
匁

　
　
　

同
御
灰
吹　

壱　

同
断

　
　
　
　
　
此
目
弐
拾
九
匁

　
　
　

同
御
き
せ
る
壱
對
同
断

　
　
　
　
　
此
目
ら
う
と
も
弐
拾
匁

　
　
　

御
煙
草
箱　

壱　

同
断

　
　

外
家
壱　

真
掻
合
塗
木
綿
真
田
付

五
十
二

　

同
断

　
　

同
断

一　

御
瓶
子　
　
　

壱
對
浅
黄
木
綿
袋
入

天
四
十
六　

 

納
判　

四
十
九
番
江
組
入

　
　

外
家
壱　

同
断

五
十
三

　

同
断

　
　

葵
御
紋
付

一　

御
炭
斗　
　
　

壱　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

天
四
十
八　

 

同
断　

五
十
壱
番
江
組
入

　
　

外
家
壱　

真
掻
合
塗
木
綿
真
田
附

五
十
四

　

黒
塗
葵
牡
丹
両
御
紋
付
菊
折
枝
蒔
絵
鋲
滅
金
御
敷
紙

一　

御
櫛
臺　
　
　

壱
通
浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
久
二
戌
年
御
広
敷
へ
渡

　
　

内

　
　
　

御
毛
垂
箱　

壱
浅
黄
絹
御
和
巾
包

　
　
　
　

但
御
毛
垂
柄
鞘
斗
四
ツ

　
　
　

御
元
結
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同
断

　
　
　

御
白
粉
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壱　

同
断

　
　
　

御
白
粉
解　

壱　

同
断

　
　
　

御
附
子
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壱　

同
断

　
　
　

御
油
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壱　

同
断

　
　
　

御
化
粧
水
入
壱　

同
断
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御
鬢
水
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壱　

同
断

　
　
　
　
　
此
目
三
拾
五
匁

　
　
　

三
ツ
御
櫛　

壱
具
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紙
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大
女
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壱
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小
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御
紅
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御
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御
櫛
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本
御
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御
髪
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本

　
　
　

御
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御
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壱
本
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鋏　
　
　

壱
挺
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御
鏡
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綿
御
和
巾
包

　
　
　

御
鏡
家
入　

弐
面　

同
断

　
　
　
　
　

但
柄
金
入
包
御
敷
紙

　
　

外
家
四　
　

溜
塗
木
綿
真
田
付



俊
恭
院
福
君
の
婚
礼
と
菊
折
枝
蒔
絵
調
度

一
〇
七

五
十
五

　

黒
塗
葵
牡
丹
両
御
紋
付
菊
折
枝
蒔
絵
御
金
物
葵
御
紋
滅
金

一　

長
御
か
も
し
箱
壱　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包　

　
　
　
　

御
畳
紙　

壱　
安
政
二
卯
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
姫
御
引
移
御
用
ニ
付
江
戸
表
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
差
下

　
　
　

外
家
壱　

溜
塗
木
綿
真
田
附

五
十
六

　

同
断

一　

御
耳
盥
臺
輪
共
壱　

同
断　
文
久
二
戌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
広
敷
江
渡

　
　
　

御
嗽
木
椀
蓋
共
壱　

浅
黄
絹
御
和
巾
包

　
　
　

御
片
木　
　
　

壱
枚
同
断

　
　

外
家
壱　

同
断

五
十
七

　

黒
塗
葵
牡
丹
両
御
紋
付
菊
折
枝
蒔
絵

　
　
　
　
　
　
　
　

壱

　

△
一　

御
楊
枝
箱　
　

弐　

浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

　

壱
ツ　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
政
二
卯
年
壱
ツ

　

葵
印　
　
　
　
　

御
敷
紙　
利
姫
御
引
移
御
用
ニ
付

　

四
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油
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六
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油
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安
政
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家
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目
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付

六
十
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銅
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砂
物
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壱　
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鉢
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無
之

六
十
五　
　
　
　
　　
天
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十
四
卯
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廣
敷
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賄
所
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候
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御
砂
物
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浅
黄
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綿
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和
巾
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外
家
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黒
目
鵐
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綿
真
田
付

六
十
六

　

船
虫
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地

一　

御
砂
物
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壱
同
断

　
　
　

黒
柿
岩
弐
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浅
黄
木
綿
御
和
巾
包

　
　

外
家
無
之

六
十
七

　

黒
塗
滅
金
御
金
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付

一　

御
伏
篭　
　
　

壱　
　

浅
黄
絹
御
和
巾
包

　
　
　

明
治
六
酉
四
月
調
売
立

　
　
　

外
家
壱　

春
慶
塗
木
綿
真
田
付

六
十
八

　

金
砂
子
塗
梅
蒔
絵

一　

御
冠
棚 　
　

 

壱　
　

浅
黄
絹
御
油
箪
掛

雑　
　
　
　

納
判
百
五
番
江
組
入

天
四
十
六　
　

 

紅
緒
房
八
ツ
付

　
　
　

外
家
壱　

春
慶
塗
四
分
一
金
物
付

六
十
九

　

蠟
色
塗
葵
牡
丹
両
御
紋
付
御
金
物
滅
金
両
御
紋
付
唐
草
彫

ソ
一　

御
小
袖
箪
笥　

弐
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明
治
三
午
年
十
二
月

　
　
　
　
　

 

御
用
相
成　
　
　

釣
姫
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御
嫁
御
用
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付

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

東
御
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敷
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十

　

春
慶
塗
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御
紋
付
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御
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六
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黒
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外
家
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真
掻
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地
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